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身代わりの花嫁




　庭の紫陽花あじさいが見頃を迎えていた。

　木槿むくげの木の下、こんもりとした黄緑色の葉の株に、濃い紫色をした手毬のような丸い花が、いくつもいくつも咲いている。坪つぼ井い澪みおはハサミを手に口もとに笑みを浮かべて、どれにしようかと選んでいる。今日の来客時に、リビングに活けるためのものだ。

　数日前に急に決まったこの来客は、どこか不穏な空気を感じさせるもので、朝から父の表情が暗い。だからこそその場に鮮やかな紫陽花の花でもあれば、少しは空気がましになるのではと思ったのである。

　ハサミをカチカチとさせながら、澪は視線を彷徨さまよわせ、真ん中に咲く大きな紫色の紫陽花に目を留めた。とびきり綺麗で堂々とした佇まいだ。これにしようと決めかけて花に手を添えてから、少し考える。

　この花を切り取ってしまったら、そこだけポッカリと空白ができて株全体としての見栄えが悪くなるような気がしたからだ。

　植物学者である父は、毎朝この庭を散歩するのが日課で、その際にひとつひとつの草花をゆっくりと見て回る。育てているのは澪だから、好きに取って家に飾ってもいいのだけれど、せっかくなら美しい形をそのままに、季節いっぱい楽しんでもらいたかった。

　やっぱり目立たない場所のものにしようと、株のすみっこに視線を移す。すると下の方、地面すれすれのところに白に近い淡い水色の紫陽花が咲いていることに気がついた。

　目立たないその花は、ひっそりと儚はかなげに咲いている。花としては一番いい時期を迎えているはずなのに、自信なさげで寂しそうに見えた。

　紫陽花は土の成分によって色が変わるというけれど、同じ株なのにどうしてこうも違うのか。

　いずれにせよこの花は、今日の来客時に飾るのには相応ふさわしくない。どれか別のものを、とまた視線を彷徨わせた時。

「澪」

　後ろから名を呼ばれて、顔を上げて振り返る。父である坪井治はる彦ひこが縁側に立っている。困惑したようなその表情に、澪は眉を寄せた。

「どうしたの？」

　早足で歩み寄ると、彼は声を落とした。

「急いで準備しなさい。先方がお見えだ」

「え……でも、予定まではまだ一時間あるはずじゃ……」

「ああ。だが先方はいつもそうなんだ」

　さらに声を落として、険しい表情で父は言う。やはり今日の来客は一筋縄ではいかない相手なのだろう。

　そもそも先方からは来訪の用件すら伝えられていない。ただ家に来るという通達と時間が伝えられたのみなのだ。それなのになぜか澪も同席するようにと言われている。

　それだけでもなんだか薄気味悪いのに、予告もなく一時間も早く来るなんて、まったくこちらの都合など考えていないのは確かだった。

　とはいえ、来てしまったものは仕方がない。澪はハサミを縁側に置いて急いで靴を脱いだ。




　古い日本家屋の客間で、澪と父は今日の来客である坪井康やす彦ひこと向かい合っている。重苦しい空気の中、康彦は澪が出した緑茶をひと口飲んで渋い表情になった。

　父の従兄弟にあたる康彦は、銀行業で財を成した坪井家を取り仕切る本家の長だ。親戚ではあるけれど、分家筋の末端のさらにその先にいる澪は、しっかりと顔を合わせるのははじめてだ。

　さきほどから澪は彼を観察し、いったい今日の用件はなんだろうと考えを巡らせているが、さっぱりわからなかった。

　古い木の茶受け皿に湯呑みを置いて、康彦が澪を見る。その視線に、侮蔑の色が滲んでいると感じるのは澪の思い過ごしではないはずだ。

　世間話など一切なく、彼は本題に入る。

「澪、といったな」

「……はい」

「年はいくつだ？」

「……二十六です」

　お互いに存在は知っていても、まったく関わりがなかった人物からの尋問のような質問に、澪は戸惑いながら答えていく。

　康彦が「そういえば、琴こと音ねと同い年だったな」と呟いた。そしてまた質問に移る。

「働いているのか」

「文具メーカーで営業事務をしております」

　新卒入社して三年経つ勤務先を告げると、康彦は鼻で笑った。

「あそこか、たいして大きくはない会社だな」

　内心でムッとするが、顔には出さなかった。

　とはいえ、彼がその大きくはない澪の会社を把握していることについてはさすがだと思う。さすがは、日本有数のメガバンク『五いつつ菱びし銀ぎん行こう』の頭取だ。もしかしたら、澪の会社とも取引があるのかもしれない。

「勤めて何年だ？」

「三年です」

　次々と放たれる質問に澪は澱よどみなく答えていく。すると彼は「なるほど」と呟つぶやいて鋭い視線を澪に向けた。

「男はいるのか？」

「……は？」

　就職活動の面接のような気分になりかけていた澪は、突然放たれた変化球のような質問に、戸惑い口籠る。

　康彦が眉を寄せて苛立ったように畳み掛けた。

「恋人はいるのかと聞いている」

「……い、いません」

「そうか、なら面倒ごとはひとつ減った」

　ひとり言を言って納得している。

　どこか不穏なその言葉に、澪はチラリと父を見る。彼も眉を寄せて怪訝な表情を浮かべていた。親戚とはいえ、親しげに近況を伝え合う間柄にない相手からの、プライベートな質問を澪は不快に思った。

　澪に恋人がいるかどうかが、今日彼がここを訪れた目的と繋がるのは明らかだ。でもやっぱりこの段階においても、その目的にはまったく見当がつかなかった。

　とはいえ、相手としてももったいぶる必要はまったくない。すぐに康彦の口から明かされる。

「お前には、見合いをしてもらう。来週だ」

　その言葉に、澪は目を剥いて固まった。

　同じく父も「は？」と声を漏らしたまま、返事もできないでいる。

　そんなふたりをよそに康彦は平然として話を進めていく。

「相手は『向こう坂さか自じ動どう車しゃ』の副社長、向坂圭けい一いち郎ろう氏だ。見合いと言っても形式だけで断るという選択肢はない。仕事も辞めてもらう」

　まるで事務連絡をするかのように康彦は言う。

「明日からは……」

　ようやくそこで父がストップをかけた。

「待ってください、にいさん。話が突然すぎて、ちょっと頭がついていかないのですが、それは澪の話ですか？　……琴音さんではなくて？」

　澪も父とまったく同じ疑問を抱いていた。

　向坂自動車は、ここ数年販売台数世界一を保持し続けている、日本どころか世界経済を牽引する巨大なグローバル企業だ。

　そんな企業の副社長がいったいどんな人物なのか澪自身は知らないが、住む世界が違うということだけは間違いない。明らかに澪の見合い相手としては不釣り合いだ。

　でもそれがほかでもない康彦の娘、坪井琴音ならばそうではない。坪井家は旧華族の家柄で明治以降銀行業で財を成した由緒ある家柄だ。現在も五菱銀行の役員には一族の名前が並ぶ。その本家のひとり娘である彼女なら、件くだんの人物の見合い相手として見劣りはしない。

「琴音ではない。澪だ。だからこうして来ているのだろう」

　それは確かにそうだった。康彦と澪親子とは琴音の縁談をわざわざ伝え合うような間柄ではない。でもやっぱり納得はいかなかった。

「ですがあまりに突然で……。お相手の方の家柄が我が家とは釣り合いが取れないと思います。琴音さんの縁談だと言われた方が自然だと思ったのです」

　率直に父は言う。澪も完全に同意見だった。

　確かに澪と父は坪井家の一員だが、分家筋だし、父も銀行経営に関与していない。本家の集まりなどにもほとんど参加していなかった。それにそもそも澪は……。

　その父の疑問に康彦が頬を歪める。そして渋々といった様子でその話を認めた。

「……この話は本当は琴音の縁談だった。圭一郎氏は向坂自動車の後継者と目される人物で、琴音にとっても釣り合いの取れる相手だからな。……だが」

　そこで彼は言葉を切って、苦々しい表情で舌打ちをした。

「琴音が、逃げた」

　そしてこの不可解な見合い話の種明かしを口にする。

「男がいる。そいつと一緒になりたいと言って家を出て、以来音信不通だ。パスポートを持っていったから日本にはいないのかもしれん。世界中にある坪井家の別荘をしらみつぶしにあたってはいるが……」

　もう時間がない、ということだろう。さっき彼は見合いは来週だと言っていた。

「だからといって……」

　父が呟いた。身代わりを立てるというのはあまりにも安直な選択なのではないだろうか。一度澪が見合いをしてしまったら、後から琴音が見つかったとしても、やっぱりこっちでとはいかなくなってしまう。

「日を改めていただいては？」

　父の提案に康彦は首を横に振った。

「もうこれ以上は無理なのだ」

　適当な理由をつけてすでに何度か延期を繰り返しているのだという。これ以上は相手方に不審に思われてしまう。

　それでも澪は納得がいかなかった。琴音にきた縁談だ。琴音が嫌がるなら、見合いを断ればいいだけだ。

「あの」

　たまらずに澪は口を挟む。

　康彦にジロリと睨まれて怯ひるみそうになるが、ごくりと喉を鳴らしてまた口を開いた。

「おじさまは、お相手の方から琴音さんを結婚相手にと望まれてお見合いの話を進められていたのでしょう？　琴音さんが逃げたから私に、というのは本末転倒ではありませんか？」

　澪としては真っ当な意見を言ったつもりなのに、なぜかそれを康彦は鼻で笑う。そしてバカにしたような表情を浮かべて、また事情を話しはじめた。

「これは家と家の話なのだ。坪井家と向坂家が姻戚関係になることにこそ意味がある。個人がどうという話ではない。そんなことはどうでもよい」

　結婚ほど個人の感情が尊重されるべきイベントはないと思うのに、どうでもいいと彼は言い切る。

「これは、どうしても成功させなくてはならない縁談なんだ」

　まるで、ビジネスの話をするように康彦が、坪井家……五菱銀行と向坂自動車との長年に亘る因縁について話しはじめた。

　自動車産業は日本において戦後大きく伸びた分野だが、向坂自動車はもともとは戦闘機を作る会社だった。創業者の向坂宗むね典のりは、当時絶対に無理だと言われていた国産車の製造にすべてをかけた人物で、その波瀾万丈の人生は二時間ドラマのモデルになったこともある。

　現在は日本どころか世界でも知られている企業だが、その道のりは平坦ではなかった。特に試作品の製造に失敗し資金繰りに苦しんだ時期は幾度となく廃業を考えたと、向坂宗典は自伝の中で語っている。そしてその頃の向坂自動車を救ってくれた恩人としていくつかの都市銀行の名を挙げていて、現在も友好的な関係を保っているのだという。

　しかしその中に、五菱銀行の名前はない。

　もともとは向坂自動車のメインバンクは五菱銀行だった。だが康彦の祖父にあたる当時の頭取は、ある時期に資金難で経営が傾きかけた向坂自動車への追加融資を断った。つまり見切りをつけたのだ。以来、向坂自動車と五菱銀行が冷え切った仲だというのは経済界では有名な話だという。

「とはいえ過去は過去だ。あれから五十年以上が経つのだ。感情的なことなど水に流して、そろそろお互いにとって建設的な関係を築くべき時だ」

　でないと、ほかの銀行に五菱が後れをとってしまう、と康彦は付け足した。

　当時とは大きく状況が変わった。もはや今は向坂自動車側が銀行に頭を下げて融資してもらうわけではなく、銀行が頭を下げる時代になったという。

　それでなくとも銀行業は過渡期にある。ネット銀行の台頭で、都市銀行は融資額や純利益率でここ数年大きく後れをとっている。

　向坂自動車はこの先も伸び続けることが確実視されている企業で、なにがなんでも関係を修復し、融資銀行のひとつに名を連ねたいのだと康彦は言った。

「それにはこの縁談が必要不可欠なのだ」

　ぎりりと奥歯を噛み、康彦が言い切った。

「向坂宗典の息子にあたる向坂宗むね安やす会長が、この件に関して難色を示している。当時の件を記憶している唯一の人物だ。五菱は信用できないと言っているそうだ」

　裏切られた記憶が忘れられないのだという。

「年寄りは昔のことはよく覚えているからな」

　康彦が忌々しげに吐き捨てた。

「それで……縁組を？」

　父からの問いかけに、康彦は頷うなずいた。

「そうだ。坪井家の娘を差し出せばさすがにもう二度と裏切りませんという証拠になるだろう？　この結婚を根拠に、会長を説得することになっている」

　まるで人質のようだと澪は思う。

　自分の娘の幸せを願うどころか、もの同然に考えていることを隠そうともしない目の前の男を澪は冷え切った目で見つめる。脳裏に、彼とよく似た坪井琴音の顔が浮かんだ。

　彼女とは、元華族の家柄の子女や皇族が通う名門学校、『学がく水すい院いん』で、中学から大学までをともに過ごした同級生だ。はっきりいって思い出したくもないほどいい記憶のない相手だが、この時ばかりは少し同情的な気持ちになる。

　結婚という人生の一大イベントをこのような形で勝手に決められては、逃げ出したくなるのも無理はない。

　父を見ると彼も琴音に同情したのか苦々しい表情を浮かべている。そして、康彦の話の矛盾点を指摘する。

「でも澪はにいさんの娘ではないじゃないですか」

　康彦は顔を歪めて頷いた。

「ああ、だが戸籍上は坪井家の人間だ。とにかく坪井家と向坂家につながりができれば問題ないのだから、向こうとしてもそれでいいだろう。澪は小さい頃から本家に出入りしていて琴音とは姉妹同然、私も本当の娘のように可愛がっているということにした。当初娘と言ってしまったのはそのくらい可愛がって育てたからだ、ついいつものクセが出てしまったと言って詫びたら向坂社長は納得したよ」

　ということは、澪の意思も確かめずに、すでに先方に伝えてしまっているということだ。まったくこちらの都合を無視した無茶苦茶な話だ。

　でもだからといってそのまま頷くわけにはいかない。

「……事情はわかりました。ですが、代わりに澪をというのは同意致しかねます。ありがたいお話ではありますが、お断りいたします」

　そう言って父が頭を下げる。澪に意見を求めなかったのは、この縁談が親から見て娘を幸せにするものだとは思わなかったからだろう。

「申し訳ありません」

　父の隣で澪も頭を下げた。

　込み入った事情はわかった。経営者としての康彦の決断も、澪には理解できないものの否定するつもりはない。でもそれに自分が身を捧げる義理はどこにもない。

　分家の者は本家の者に従うべしという古いしきたりが坪井家にはあって、父は彼を立てているが、現代においては本当のところ上下関係はない。

　ほかの分家の者にとって康彦の意見が絶対なのは皆、五菱銀行の経営に関わっているから。つまり役職の上下があるからこそのものなのだ。

　父は植物研究を生業なりわいとしているから、彼に従わなくてはならないいわれはどこにもない。

　この要求を断ってもなんの問題もないはずだ。

　頭を下げる父娘を前に、康彦が眉間に皺を寄せた。

「私はお前たちにお伺いを立てに来たのではない。通告をしに来たのだ。さっきの話を聞いていなかったのか。この話は絶対だ、断ることなど許さんからな。治彦、お前は私に逆らえんはずだ」

　高圧的に言い放つ。それでも澪はまだ安易に考えていた。脅かすように言われても、こちらに従う義務はない。断固として父が断ってくれるはず。

　けれどなぜか父は、その言葉にぐっとつまり苦しげな顔になる。そしてやや申し訳なさそうにチラリと澪を見て、言いにくそうに口を開いた。

「……ですが、にいさん。そういう話ならなおさら澪は……その、つまり澪は……」

　最後まで言えない父の言葉を澪は引き継いで口にした。

「私は、父の養子です。お相手が〝坪井家の娘〟を求めているというなら、まったく相応しくないと思います」

　そう、澪は父の養子で坪井家の血を継いではいない。この縁談が坪井家と向坂家の思惑があってのものならば、不都合なのではないだろうか。

「そんなことはわかっている！　だが今の坪井家にはほかに適当な娘がおらんのだ。お前が坪井家の血筋でなくとも背に腹はかえられん」

　あまりにもひどい言い草に父の拳に力が入る。一瞬澪は彼が康彦に殴りかかるのではないだろうかと思ったが、目を閉じてなんとかその衝動をやり過ごしたようだった。

　そして冷静に低い声で応戦する。

「……ですが向坂家の方はそれでは納得しないでしょう？」

「向こうには黙っている」

「そんな……！　いくらなんでもそれは……！」

「異論は許さん」

　無茶苦茶なことを言う康彦に、たまらずに澪は口を開いた。

「でもそんなのすぐにバレるんじゃないですか？　向坂家ほどの家なら、身辺調査はあたりまえでしょう。私が養子だということは戸籍にも載っています」

「そのあたりはうちの弁護士になんとかさせる。お前はただ貝のように口を閉じて嫁にいけ。どのみち会長を説得するための手段なんだ。会長は今年九十になられるからはっきりいってそう長くはない。向こうとの関係が軌道に乗り始めて会長が死んだ後なら、離婚してもかまわない」

　話にならない、と澪は思う。都市銀行の頭取だか旧華族の名家だか知らないけれど、あまりにも人をバカにしている。こんな話、お断りの一択だ。塩を撒まきたいくらいだった。

　それなのに、康彦はどこまでも強気だった。

「治彦、お前は俺に逆らえんはずだ」

　その言葉にムッとして口を開きかけた澪は、父の様子がおかしいことに気がついた。なぜか苦渋の表情を浮かべ、黙り込み言い返す気配がない。

　膝に置いた手が震えていた。

「お父さん？」

　不思議に思って澪は尋ねる。

　いったいなぜこんなにも追い詰められたような表情をしているのだろう。

　康彦はうっすらと笑みを浮かべた。

「わかってるな、治彦。この話を断るならば、借金はすべて返済してもらう。今すぐにだ」

「借金……？」

　突然康彦の口から出た脈略のない言葉に、澪は呟いて首を傾げる。

「お父さん、……どういうこと？」

　不安な気持ちで問いかけるが、答えは返ってこなかった。

　代わりに康彦が口を開く。

「お前の学費だ。学水院の」

「学水院の……？」

「そうだ。あそこの学費が、しがない研究員なんかに支払えるわけがないだろう。寄付金も必要なんだ。それを治彦は私から借りている」

　まさかと思いながら再び父を見ると真っ青になっている。その父の反応に、康彦の言葉は真実なのだと確信する。

「毎月きちんとお支払いしています」

　震える声で父は言う。その父の言葉を康彦は一蹴した。

「はっ！　あんなもの本当なら利息にもならんわ。あれほどの金額を無利息無期限で貸してやるやつがどこにいる？　その恩を返すチャンスをやってるというのに、拒否するなら、一括返済を要求する。その代わり言う通りにすればチャラにしてやる」

「そんな……！」

　冷酷に言い放つ康彦に父が絶句するのを見つめながら、澪は目の前が暗くなっていくのを感じていた。

　借りている金額の詳細はわからないがふたりの口ぶりを聞く限り、社会人三年目の澪が支払える額ではなさそうだ。

　だとすれば康彦の言う通り、澪も父も彼には逆らえない立場にいたということだ。バカにしてる、ありえないと強く感じたさっきの康彦の要求を、黙って呑むしかないのだろう。

　それでも澪は最後の望みを懸けて康彦に懇願する。

「そのお金、これからは私も支払います。貯金も少しはありますし、月々の金額に上乗せしますから……」

「ダメだ、見合いをしろ。それ以外は受け入れん」

　にべもなく康彦は言う。そして最後通告をする。

「見合いもしない、さらに一括返済もできないなら、この家を差し押さえて借金を回収する。無一文で坪井家から追い出してやる」

「この家を……」

　呟いて、そのまま澪は絶句する。

　隣で父も息を呑む気配がした。

　坪井家から追い出されるのはともかくとして、この家を出なくてはならないのはどうしても受け入れられなかった。

　この家は澪の亡き母との思い出が詰まった家だった。血のつながりのない父と、親子としての情を育んだ場所でもある。庭の木々や草花は、ありし日の母が植えたものもたくさんあって、母の死後のつらい時期は、父と澪の心を癒してくれた。

　この家を売るなんて耐えられないと強く思う。なにがあっても絶対に嫌だった。

「考える時間をやるつもりはない。今決めろ」

　冷酷に言い放つ康彦を、奥歯を噛みしめて澪は睨む。この男は、人ひとりの人生をいったいなんだと思っているのだろう。こんな男とたとえ血が繋がっていなくとも親戚だというだけで虫むし唾ずが走る思いがする。

　……とはいえ、もはや澪の進むべき道はひとつだった。

　目を閉じて深いため息をついてからゆっくりと瞼を開き目の前の男を見据えた。

「わかりました。そのお話お受けします」

　康彦が狡こう猾かつな笑みを浮かべた。

「手間をかけさせやがって」

　一方で隣の父は激しく動揺する。

「み、澪！　ダ、ダメだ……！　そ、そんな……！」

「大丈夫、お父さん」

　なにがどう大丈夫なのか自分でもさっぱりわからないけれど、澪は意識して父に微笑む。

『澪、笑顔の魔法よ。つらい時こそ微笑んで』

　母の言葉が頭に浮かんだ。

「段取りはうちの弁護士と秘書から連絡させる。会社は今すぐに辞めてもらう。手続きも弁護士に任せて、とにかくお前は明日から、坪井家の娘としてボロが出ないよう行儀作法を身につけてもらう。寝る暇もないからな」

　勝手なことを一方的に言い放ち康彦は立ち上がる。澪が了承した以上、目的は達成した。長居は無用ということだろう。

「に、にいさん、待ってください！　まだ話は終わっていません」

　慌てて止める父には目もくれず、さっさと部屋を出ていった。




　追いかけるように玄関まで康彦を見送ってから客間へ戻ってみると、父は椅子から立つことができずに、頭を抱えて項垂うなだれていた。

　澪が隣に腰を下ろすと、「すまない」と声を絞り出した。

「お父さん、お父さんのせいじゃない。全部私のためにしてくれたことでしょう？」

　澪が学水院に通っていたのは父が澪を養子にするにあたって、今は亡き父の両親と坪井本家から出された条件だったという。

　本当の父親は澪が生まれてすぐに事故で亡くなった。乳児を抱えて仕事もできずに途方に暮れていた母を支えたのが父、治彦だった。もともと実父とは親友だったという話だから見ていられなかったのだろう。そしてそのうちに、お互いに愛し合うようになったのだ。

　澪は物心がついた頃からこの家にいて、母と父と三人で暮らしていた。父のこともあたりまえのように〝お父さん〟と呼んでいたけれど、本当のところふたりは籍を入れていなかった。

　父の両親から反対されていたからだ。

　いくら分家といえども、元華族の家柄の長男が、シングルマザーと結婚するなど、許される時代ではなかったのだ。それでも実家とは距離をおきながら、ふたりはそのままの形で幸せな家庭を築いていた。何事もなければ、それでもよかったはずだった。

　でも母に病気が発覚し、余命宣告されたことで状況が変わった。

　母亡き後、父と澪がふたりで生きていくためには、ふたりの間に法的な関係がなくてはならない。すなわち澪を父の養子にすることが必要だった。

　もちろん坪井本家や父の両親の承諾を得なくても澪を養子にすることはできる。だが残り少ない命の母を安心させるため、父は坪井家と両親の同意にこだわったのだという。

　そして本家から出された条件が、坪井家の娘として恥ずかしくないように、澪に教育を受けさせること、それでいて余所者であることはしっかりと認識させ、本家には出入りさせないことだったという。

　その条件に従って、澪は中学から学水院に通うことになったのだ。家庭環境の違いすぎるクラスメイトとの関係は、ひと筋縄ではいかなかったけれど、それよりも父といられることが嬉しかった。

　でも今から考えてみれば、研究員の給料であそこの学費が払えるわけがないという康彦の話はもっともだ。一度だけ、大学に進学する時に学費について尋ねてみたことはあるものの、『大丈夫』という父の話を鵜呑みにしていた。

　飾り棚の上の母の写真に向かって、父がうめくような声を出した。

「澪を必ず幸せにすると、母さんと約束したのに……」

　その姿に澪の胸は締め付けられた。

　もう十分してもらったと澪は思う。

　学水院への入学は澪の希望ではなかったけれど、父の養子となり母を安心させるためには必要だった。それは両親だけでなく澪自身も望んだことだ。十分な教育を受け無事に就職することができた。これからは親孝行をしつつ結婚し、ささやかでも幸せに生きていこう。

　そう思っていた。

　そうなるはずだったのだ。

　……今日、康彦が来るまでは。

「澪、今からでも断ろう。この家を売ることになったとしてもお前の幸せには代えられない。母さんもそれを……！」

「お父さん」

　お腹にぐっと力を入れて、澪はきっぱりと首を横に振った。血の繋がらない娘を父は今日まで愛情たっぷりに育ててくれた。これ以上苦労を負わせたくはない。思い出の詰まったこの家でいつまでも心穏やかに暮らしてほしかった。

「確かにおじさまの話はめちゃくちゃよ。私には理解できない。でも難しい話は抜きにして、その結婚で私が幸せになれないとは限らないじゃない」

　意識して明るい声を出すと、父がゆっくりと顔を上げた。

「だって私、今彼氏はいないのよ。できる気配もない。それなのに、すぐに結婚できるなんて。私実は早く結婚したかったんだ。お父さんとお母さんみたいな夫婦に憧れていたんだもの」

　本当はそんなことこれっぽっちも思ってはいないけれど、澪はそれらしいことを言って一生懸命父を励ました。父の罪悪感を少しでも軽くしたい一心だった。

「澪……」

「ほら、お父さん。笑顔、笑顔！　そんな顔していたら、お母さんに叱られるよ」

　飾り棚の母を指差すと、父がそちらに視線を送り、少しだけ表情を緩ませた。

「……お前は母さんそっくりだな」

「ふふふ、でしょ？　だからなにがあっても大丈夫、笑顔でいれば必ず幸せになれるはず」

　母のことを思い出して、澪は微笑んだ。

　澪の母は、自身の両親を早くに亡くし、さらに夫も子供が生まれてすぐに失うという苦難の人生を歩んだ人だ。はたから見れば、不幸な寂しい人生だったかもしれない。

　でも彼女は澪の記憶にある限りいつも笑顔だった。

『澪、笑顔の魔法よ。つらい時こそ微笑んで』

　どんな状況も自分の心持ち次第だ。笑顔でいればきっと幸せになれるはず。

　亡くなる直前までそう言い続けてきた母の言葉を胸に、澪は今まで生きてきた。

　この状況を不幸だとただ嘆くことこそ、母が悲しむことだと思う。

「お父さん、私きっと幸せになる。この選択が正しかったと証明してみせるから！」

　そう言い切って父の目をジッと見つめると、父は小さく頷いた。

「じゃ、これ片付けるね」

　澪はテーブルの上の湯呑みを手にリビングを出る。台所へ行き流しに置いて顔を上げると、さっきの紫陽花を思い出した。

　同じ場所、同じ土、同じ環境でもそれぞれ違う色と形で咲く紫陽花の花。人の一生もまた、同様なのかもしれない。どんな花を咲かせるかは、自分次第なのだ。

　だとしたら自分は、あの紫の花のようでありたいと澪は思う。

　意に染まぬ結婚でも、幸せになれないとは限らないじゃないか。夫となる人を愛し、愛されるよう努力すれば、幸せになれるはず。そうすれば、株の真ん中で誇らしげに咲く、あの鮮やかな紫色の花になれるのだ。

　流しに手をついて澪はそう決意していた。




「副社長、社長がお見えになっておられますが」

　向坂自動車本社ビルの高層階にある副社長室で、会議資料を読み込んでいた向坂圭一郎は、第一秘書の渡わた辺なべに声をかけられて顔を上げた。

「お通ししてよろしいですか？」

　形だけの確認だ。相手は社長なのだから、今現在資料を読むことくらいしかしていない状況で、断るという選択肢はない。

　いったいなんだろうと訝いぶかしみながら圭一郎は資料を置いて頷いた。

　社長がアポイントもなしに、わざわざこちらに来るなんて記憶にある限りはじめてだ。ちょっとしたやり取りなら、社内ネットワーク上でやり取りする方が遥かに便利で時間の節約にもなる。なにか会社にとって不測の事態でも起きたのだろうかという不安が頭を掠めた。

　やがて渡辺と入れ替わるようにして、社長である向坂圭けい介すけが現れた。

　圭一郎は立ち上がり、応接スペースに誘導する。社長と副社長という関係ではあるものの、彼は圭一郎の父親である。親子でもあるという気安さで、向かい合わせに腰を下ろすと、挨拶もそこそこに用件を尋ねた。

「おつかれさまです、社長。どうかされましたか？」

　圭介が手にしていた封筒を圭一郎に向かって差し出した。

「先方からやっと見合い写真が届いたんだ。渡しておこうと思ってな」

　その言葉に、圭一郎の肩から力が抜ける。

　なるほど、用向きがこの件ならば、直接父が来たのは納得だった。いくらなんでも見合い写真を社内便で送るのは都合が悪い。今年三十五歳になる圭一郎が未だ独身でいることは、少々社員たちの好奇心を刺激するようで、なにか理由があるのかと噂になっているのは知っている。万が一にでも途中で見られたりしたら、またあれこれ言われるだろう。

　だからといって家に帰ってから、というのは無理な話だった。ふたりとも会社の近くに別々に住んでいるからだ。

　目の前の茶封筒を圭一郎は無言で受け取り、そのまま開けずにセンターテーブルに置く。

「まったく」

　圭介がため息をついた。

「見合いは来週だぞ。こんなにギリギリまで写真がこないなどありえん。相手の娘さんは海外留学中でなかなか帰国できんかったという話だが……」

　父はそこで言葉を切って眉を寄せた。

「途中から実の娘ではなく親戚の娘だと頭取が言いだしただろう？　まあ相手が坪井家であれば本家か分家かなどこちらとしては些細なことだ。あの時は納得したがあまりに写真が遅いんで、やっぱりおかしいんじゃないかと思いだしていたんだ」

　当初は自分の娘との縁談というように言っていた坪井康彦が、本当は実の娘ではなく親戚の娘だと言い出したことだ。確かにそれを聞いた時は一瞬引っかかった。だが、父が言うように、坪井家の娘であれば目的は達成できるのだから、圭一郎としてはどちらでもいい話だった。

「坪井家は親戚同士の結びつきが強いという話ですからあり得る話でしょう。写真が遅れたのも……まぁ、海外にいたというなら仕方がない」

　取りなすように圭一郎は言う。些末なことで真の目的が達成できなくなるのは困るからだ。

　それに父は頷いた。

「まあそうだな、だがだからといって写真も渡せんというのは……」

　と、そこで父は一旦言葉を切る。そして声をひそめて続きの言葉を口にする。

「実は、よほど見せたくないような娘なのかと内心疑っておったんだ。つまり、写真を見たらこちらが断るかもしれないと心配になるような……もしそうなら、お前が気の毒だと思っていたんだが、さっき見たらなんてことはない、なかなか可愛らしい方だったぞ」

「そうですか、ならよかったです」

　答えながら圭一郎の思考は、すでに別のことに移っている。正直いって見合い相手の容姿など、まったく興味がなかった。そんなことよりも聞いておくべきことがある。

「社長、五菱銀行との件は順調にいきそうですか？」

　急に話の方向を変えた圭一郎に、圭介がやや驚いたように瞬まばたきをする。そしてすぐに頷いた。

「ああ、まったく問題ない」

「向う坂ちの会長はなんと？」

「お前の縁談の話をしたら渋々ではあるが、ゴーサインが出た」

　圭一郎は息を吐いて、グレーのソファに身を沈める。気がかりだったことがひとつ減った。

　向坂自動車は、国内最大手の都市銀行三社と取引があって、今のところ資金面では盤石な体制だ。だが巨大なグローバル企業としてこれからも海外において新たな事業を展開していく予定で、だとすれば予測のつかない事態に巻き込まれることも考えられる。

　そんな時も社員を守り抜くため、もう一行取引銀行を作っておくべきだと圭介と圭一郎は考えていた。もちろんどの銀行でもいいというわけではなく、不測の事態に耐えうる大手都市銀行でないと意味がない。

　すなわちそれが、五菱銀行だった。

　ある因縁から長年敬遠していた相手だが、そうはいってもほかに候補となる銀行はない。向こうとしても向坂と関係を再開することはメリットしかないのだから、ビジネス上の話はすぐにまとまった。

　だが因縁のもととなった事件の生き証人である圭一郎の祖父、向坂宗安会長が、その話に渋い顔をした。

『五菱は信用できん』と言って首を縦に振ろうとしない。床に頭を擦り付けて懇願する父親を前にして、追加融資を断った当時の頭取の冷たい目が忘れられないという。

　坪井家の娘と圭一郎の縁談は、現五菱銀行頭取である坪井康彦からの提案だった。娘を差し出すから、信用してくれということだろう。

　圭一郎自身は時代錯誤な方法だと思ったが、祖父に対してはうまくいったようだ。

「写真だけじゃなくて、見合い自体も延び延びになっていたからどうなることかと思ったが、今回は予定通りやれそうだ。まったく……海外留学と言いながらどうせ遊び回っていたんだろう。わがままなお嬢さまなのかもしれん」

　圭介はそう言ってやれやれというようにため息をついた。そしてやや気の毒そうに圭一郎を見る。

　だが仮にそうだとしても圭一郎としてはどうでもいい話だった。この縁談で大事なのは、坪井家の娘と自分が結婚したという事実だけなのだから。

「まぁ、だが、圭一郎……あれだ。その……そういう相手の方がある意味扱いやすいというものだ。小遣いをたっぷりやって自由にさせてやれば満足するからな。結婚後、また海外に行きたいと言うなら、そうさせてやればいい。それが夫婦円満の秘訣だ」

　父親からの言葉に圭一郎は頷いた。決して一般的とはいえないこの助言は、彼の経験からくるものだ。彼の妻、すなわち圭一郎の母親がまさにそういう人なのだ。

　彼女は国内最大手のエネルギー会社の創業者一族の娘で、ふたりは恋愛結婚ではない。愛情などはなく利害だけで結び付いているいわゆる政略結婚というやつだ。彼女は一年の半分以上は海外にいて、自由にやっている。そしてその分、圭介も国内で〝自由に〟やっているのだ。

「わかりました。希望されるならそうしていただきましょう。その方が私も仕事に集中できますし」

　圭一郎がそう言うと、父親は眉を上げて、センターテーブルの上の茶封筒を顎で指し示す。

「見ないのか？」

「……後で確認しておきます」

　答えると、それを見てフッと笑みを漏らす。そして用件は済んだとばかりに立ち上がった。

「とにかく、来週末は空けておけよ」

　そして部屋を出ていった。

　圭一郎もデスクに戻り再び資料を手に取ると、父と入れ替わりに渡辺が入室する。すぐに応接コーナーに置きっぱなしになっている封筒に気がついた。

「副社長、こちらは？」

「見合い写真だそうだ。用向きはその件だった。片付けておいてくれ」

　圭一郎が指示すると、彼は素直に頷いてそれを手に取ってから圭一郎のもとへやってくる。そして「副社長、少しよろしいでしょうか？」と尋ねた。

「なんだ？」

　聞き返すと彼は、躊躇して口籠る。

　それを圭一郎は珍しいものを見るような気持ちで見ていた。

　三十歳にして副社長秘書を務めるやり手の彼は、スラリとした体つきにシルバーの眼鏡をかけ、黒い髪をいつもキチンと整えている秘書の鏡のような出で立ちだ。副社長就任以来ずっと自分についていて、若くて有能、圭一郎にとっては欠かせない存在だ。圭一郎と話をする時はいかなる時も無駄なく要点をはっきりとさせてから口を開く。その彼がこんな風に言いにくそうにする姿ははじめてだった。

　無理には急かさずに黙ったまま彼の言葉を待っていると、やがて彼は思い切ったように口を開いた。

「私事にはなりますが、来年一月に子供が生まれる予定です」

「……そうなのか。それは、おめでとう」

　圭一郎は笑みを浮かべてまずは祝福する。

　渡辺が「ありがとうございます」と答えた。

「それで……大変恐縮ですが、妻の出産後私もお休みをいただけないかと思いまして……」

　育児休業をくれということだ。

「現場を離れるのは心苦しいのですが、なにぶん妻の実家が遠方で頼れる人がいないものですから……」

「もちろん、そうしてくれてかまわない」

　あれこれと言いにくそうに理由を説明しようとする渡辺を、圭一郎はきっぱりとした言葉で止める。

「育児休業を取るのは社員全員の権利だ」

　男性社員の育児休業は圭一郎が副社長に就任した五年前に創設された制度だが、本格的に利用されはじめたのはここ二年くらいだ。取得した事実がその後の査定にまったく影響しないという協定を労働組合と結んだことをきっかけに、徐々に取得率が上がってきた。世間からも注目を集めていて、メディアにもよく取り上げられている。

　結構なことだ、と圭一郎は思う。

　そもそもグローバル企業としては、こういった社員の福利厚生を整えることは必要不可欠で、世界的に見ればあたりまえのことなのだ。

「上司として私は賛成するよ」

　心からそう言うと、彼はホッとしたように表情を緩めて頭を下げた。

「ありがとうございます」

「期間はどのくらいだ？」

「六カ月お願いしたいと考えております」

「わかった」

　答えながら圭一郎は頭の中で彼がいなくなるであろう期間の大まかなスケジュールを思い浮かべる。出産をずらすわけにいかないのだから、彼の不在がどれほど痛手でも会社としてはカバーするしかない。幸いそれほど大きなプロジェクトもないから人員を補充しなくてもなんとかなりそうだ。

「もちろん、君がいないのは私にとっては痛手だが、家族の支えあっての社員だからな。秘書室は優秀な社員ばかりだからなんとかなるだろう。しっかりと奥さんをサポートしてあげてくれ」

　教科書通りの言葉を口にすると、彼は安堵したように表情を緩ませた。

「ありがとうございます」

　会社では育児休業取得を願い出た社員にハラスメント的な言葉をかけることがないよう管理職への教育を徹底している。当然圭一郎も内容を把握しているが、実際にそれが役に立ったのははじめてだった。

「一月が楽しみだな、もう性別はわかっているのか？」

「いえ、それがまだ……」

　その後、生まれてくる子供についてのひと通りの雑談をする。いつもは真面目一辺倒な彼の、はにかむ様子が新鮮だった。

「……お時間をいただきありがとうございました」

　そう話を締めくくって、彼は部屋を出ていった。

　そのドアが閉まるのを確認してから、圭一郎はくるりと椅子を回し、足元まである大きな窓の外の景色を眺めた。

　眼下には、初夏の日差しに照らされた向坂自動車の広大な敷地が広がっている。今圭一郎がいる本社ビルは主に事務系の部署が集まっている建物で一番高い建物だ。その周りを取り囲むようにテクニカルセンターと呼ばれる技術系の部署が入るビルが合わせて三棟、さらにその周りに本社工場が広がっている。

　会社の敷地としてはそこまでで終わりだが、さらにその向こうに広がる街には、社員とその家族が住んでいる。関連企業や取引先は数え切れないほどあるし、この街に暮らす人々のための、飲食店やサービス業を考えると、この地域の経済の中心は間違いなく向坂自動車だった。

　この景色を見るたびに、身が引きしまるような思いがする。数万人という人々を幸せにする責任が自分の肩に乗っているのだ。ほんのひとつの判断ミスも許されない。

　青い空を見つめながら、圭一郎は渡辺の照れたような笑顔を思い出していた。

　彼らの幸せのために自分は存在する。向坂家の長男として生を受けた瞬間からそう運命づけられている。

　だから彼のあのような様子を見られたことは素直に嬉しいと感じる。

　……だがその彼の〝心〟についてはまったく共感できなかった。

　誰かを慈いつくしみ、愛し愛されることに圭一郎自身は興味を持てないでいるからだ。

　おそらくは特殊な環境で育ったせいだろう。愛よりも事業を拡大することを優先させるべきという風潮が、昔から向坂家には存在して、親戚のほとんどが向坂自動車に有利になる相手と結婚している。より由緒ある家柄、力のある相手と結婚することを競うような空気もあるように思えるくらいだった。

　圭一郎自身は、その競争にはまったく興味はなかったものの、いずれは自分も同じような結婚をするのだと考えていた。そして実際にそうなった今、正直いってなんの感情も湧いてこなかった。

　圭一郎は肘をついて振り返り、さっきまで見合い写真が置いてあったセンターテーブルをジッと見つめた。

　相手に対する興味はない。

　温かい家庭も、愛情も、圭一郎は望んでいない。

　だがこの結婚に失敗するわけにはいかなかった。少なくとも、五菱銀行との関係が強固になるまでの間に、離婚などという事態になることだけは避けなくてはならない。

　見合い相手がどんな人物か現時点ではわからないが、父親の言う通りであれば話は簡単だ。互いに政略結婚だと割り切って、形だけの夫婦を演じればいいのだから。

　だがそうではなく、相手が圭一郎に普通の夫としての愛情を求めるとしたら、少々やっかいだと圭一郎は考えていた。たとえ相手になんの興味も持てなくても、それに応えなくてはならないからだ。面倒くさくて煩わずらわしい。

　圭一郎は眉間に皺を寄せて、深いため息をついた。

　……この上なく煩わしい。

　だがこれもビジネスだと考えて、やるしかないと自分自身に言い聞かせる。

　愛してほしいと言うのなら、愛しているふりをして完璧な夫を演じ切る。それが向坂自動車の未来のために必要なことなのだ。

　……とにかく。

　来週の見合いでは、相手がどんな人物か、圭一郎になにを求めているのかを慎重に見極める必要がある。その上で、これからどう振る舞うかを決めればいい。そう心に留めて、圭一郎はまた会議資料に戻った。




　雨上がりの庭、山茶花さざんかとつつじの間に、大きな蜘蛛の巣がかかっている。幾何学模様を作る透明な糸に、ずらりと並ぶ雨の雫、そのひとつひとつがまるで水晶のようにキラキラと輝いていた。

『くもさんのシャンデリアだ！』

　小さい頃、母と庭を散歩した時にこんな蜘蛛の巣を見つけたら、澪は飛び上がって喜んだものだ。

『わ、本当だ。今日はいいことありそうね！』

　母は必ずそう言って、一緒に喜んでくれた。だから雨上がりの庭を散策するのが澪は今でも大好きだ。

　着なれない振袖を着て、自宅の庭とは比べものにならないくらいの立派な日本庭園にいる澪は、偶然見つけた蜘蛛の巣に少しだけ肩の力を抜く。そして庭の片隅に立ち、涼しい表情で電話をかけている背の高い男性に視線を移した。

　澪の見合い相手、向坂圭一郎だ。

　康彦の来訪からわずか一週間足らず。澪は会社を辞めて見合い用の写真を撮り、大急ぎで準備した振袖を着てここにいる。

　ほかに選択肢がない以上、意に染まぬ結婚を無駄に嘆くのはやめようと心に決めた澪だったが、二時間ほど前にこの料亭に到着し、夫となる向坂圭一郎を前にしてその決心が揺らいでしまいそうだった。

　今年三十五歳だという彼は、百八十センチはあるであろう長身に、少しだけクセのある黒い髪、高い鼻梁と涼やかな目元の精悍な顔つきの男性だった。

　日本庭園を臨む和室ではじめて顔を合わせた時、彼は澪を真正面から見て優雅に微笑んだ。

『はじめまして、澪さん。向坂圭一郎です』

　低くてどこか甘い響きを帯びたよく通る声音で澪に向かって挨拶をするその笑顔を、澪は本能的に冷たいと感じた。

　温かな感情など微塵も流れていない偽物の微笑みだ。口もとは穏やかに微笑んでいるけれど、目はまったく笑っていない。ジッと見つめるその視線に、観察されているような気分だった。

　いや実際、そうだったのだろう。

　お互いに望んでの結婚ではないのだし、どんなやつなのだろう、夫婦としてやっていけるだろうかと、警戒していてもおかしくはない。

　その場は、父親代わりとして同席した康彦と、向坂自動車の社長向坂圭介が中心となって、和やかにことは進んだ。そして少し前にふたりだけで庭を散策しようと圭一郎に誘われて、出てきたのだ。

　ところが庭に出た直後に圭一郎の胸ポケットの携帯が鳴り、彼は澪に断ってから声が聞こえないくらいの距離に離れていった。今、澪は彼の電話が終わるのを待っている状態だった。

　電話をかける圭一郎から、澪は視線を蜘蛛の巣に戻す。風がそよそよと吹いて、シャンデリアをキラキラと揺らしていた。素朴なその煌きらめきに澪の心は少しだけ慰められ、まるで母に見守られているような気分になる。

　強制された結婚で幸せになるなんてやっぱり無理かもしれないと、しおしおに萎んでいた気持ちにまた勇気が湧いてくる。

　そうだ、まだ相手のことをなにも知らないじゃないか。

「お待たせして、申し訳ありませんでした」

　電話を終えた圭一郎が澪のところへやってきて、ふたりはゆっくりと広い庭を歩き出した。

「最近までイギリスにいたんですね」

　ふたりきりになり、やや親しげな様子の圭一郎からの問いかけに、ドギマギしながら、澪は答えた。

「はい、……留学で」

　坪井家の娘として恥ずかしくない行儀作法を身につけろと康彦は言ったけれど、見合いが決まってからの一週間足らずではどだい無理な話だった。

　それは本家側もわかっていたようで、とにかく澪にこの結婚についての自分の立ち位置を頭に叩き込めと命じた。

　まず澪は父の実子で、分家筋とはいえ坪井家の令嬢として行儀作法と高い教養を身につけた深層の令嬢であり、康彦とは親子同然の親しい間柄であるという設定だ。

　つい最近まで語学留学でイギリスにいて帰国が遅れ、そのせいで見合いを何度か延期したことになっている。

「お見合いの日程を延ばしていただくことになって申し訳ありませんでした」

「いえ、それは大丈夫です。少し急な話でしたから。それにイギリスはいいところだ。離れ難かったのでしょう」

　少し砕けた口調で笑みを浮かべ彼は言う。

「もしかして、また行きたい？」

　イギリスになど行ったことのない澪は留学の内容を尋ねられたらどうしようと、ヒヤヒヤしながら首を横に振った。

「い、いえ……もう十分学びましたから」

「そうですか……。大学では社会学部だったとお聞きしましたが」

「はい、人の心理と社会のつながりについて学びました」

「なるほど、興味深いテーマですね。サークルなどには入られていたのですか？」

　少しムッとするような濃い土の匂いと瑞々しい緑の香りが混ざり合う木漏れ日の中、ゆっくりと歩きながら圭一郎は澪に対して質問を繰り返す。紳士的で穏やかな口調だ。強要するような雰囲気は微塵もなく、答えにくいような内容でもない。

　でもそれに答えながら澪は妙な不快感を覚えていた。

　あの日、家に来た康彦にあれこれと聞かれた時と同じような心地がする。

　もちろん彼には澪を知ろうとする権利がある。ふたりは夫婦となるのだから。康彦と違って、踏み込みすぎの不愉快な質問もない。でも彼の質問の動機のもととなる感情は、未来の妻について知りたいというような明るいものではないと澪は感じていた。

　探りを入れられて、値踏みされているような。

　向坂家の嫁として相応しいかどうかを見定めようとしているのだろうか？

　それとも……？

「結婚後の新居は、今のところ私がひとりで住むマンションと考えています。ふたりで住むには十分な広さですが、別の物件を探してもいい。なにか希望はありますか？　結婚したらこうしたいと考えていたとか……」

　繰り返される質問に、澪は思わず足を止める。つられるように立ち止まり、首を傾げる彼を見上げて、その端正な顔をジッと見つめた。

　不思議でたまらなかった。

　この見た目で立派な社会的地位のある間違いなく有能な男性が、周囲に決められた結婚をすんなりと受け入れている。それなりに恋愛もしてきただろうに、いったいどういう感情なのだろう。

　親に逆らえなくて仕方なく？

　あるいは、ビジネスのためならば、個人の感情などどうでもいいという康彦と同じ考えの持ち主なのだろうか。

　でも、ほかでもない自分自身の結婚話だというのに……。

「澪さん？　どうかされましたか？」

　圭一郎が心配そうに眉を寄せる。どこか白々しいその顔を見つめながら澪は考えを巡らせる。

　深層の令嬢ならば、質問におとなしく答えるべきなのだ。

〝新居については、お任せいたします〟

　ひと言そう言えばいい。

　でもそれでは、幸せな結婚にはならない。

　康彦から厳命されたことはしっかり頭にあるけれど、本当の自分を少しくらいは出してもいいはずだ。

「お疲れですか？　一旦部屋へ戻りましょう」

　そう言って圭一郎は振袖の帯に手を添えて澪を促し、今きた道を引き返そうとする。それに従うことなく、澪は彼に問いかけた。

「あの、ひとつお伺いしてもよろしいでしょうか」

　すると圭一郎は不意を突かれたような表情で振り返り、瞬きをして澪を見る。返事を待たずに澪は続きを口にした。

「圭一郎さんは、この結婚をどう思われているのですか？」

　澪としてはこの場で一番先に確認しておくべき真っ当な質問をしたつもりだった。それなのに彼は、なぜそんなことを聞くのだとでもいうような表情で、すぐには答えを口にしない。そんなことを聞かれるなんてまったく想定外の出来事だ、とでもいうような彼の様子に、澪は無性に腹が立った。

　自分の方はさっきまで散々質問していたくせに、こちらから質問してはいけないとでもいうのだろうか。

　深層の令嬢は、黙って聞かれたことに答えていればいいとでも？

　バカバカしい、と澪は思う。

　深層の令嬢というものを澪は嫌というほど知っている。学水院の同級生たちが皆そうだからだ。

　おしとやかで控えめで、気配り上手なおとなしい娘。

　一般的にいえばそんなところなのだろう。そういう者も確かにいるが、澪の知る限りではせいぜいが二割くらい。残りはまったく逆だった。

　坪井本家から指示されて入学した学水院で、澪はずっと本家のひとり娘である琴音を中心としたグループから嫌がらせを受けていた。

　琴音は、坪井家の血を引いていないにも関わらず学水院に入学した澪が気に食わなかったようだ。ことあるごとに目の仇にされて、陰口を言われていた。

『あの子は偽物のお嬢さまよ、本当は庶民なの。こんなとこにいちゃいけないのに』

　そもそも澪は琴音の代わりでここにいる。だったら彼女をお手本にしたっていいはずだ。

　圭一郎をジッと見据えて、澪は口を開いた。

「私たちの結婚は、家と家のつながりを作るためのものだということはわかっています。五菱銀行と向坂自動車の因縁を水に流し、新しい関係を築いていくために必要なことも。でもそれにしても圭一郎さんは、すんなりと受け入れておられますね。……初対面の人と結婚することに抵抗はないのですか？」

　一気に言って息を吐き、彼の目を見つめ返した。

　言いたいことを口にして、心が少しスッキリとする。優しくて紳士的、でもどこか不愉快な質問責めに、やりかえした気分だった。

　もしかしたら令嬢らしくない澪を、彼が不快に思うかもしれないという考えがチラリと頭を掠めるけれど、一方で、だからなんだ、とも思う。

　この一週間で澪は五菱銀行と向坂自動車の関係を自分なりに調べていた。専門知識はないけれど、経済誌や過去の新聞をあたる限り、両者の関係は、フィフティフィフティ。関係を再開させるメリットはどちらにもあるということだ。

　そのためにこの結婚が必要不可欠なのだとしたら、少しくらい澪が気に食わないとしても断られることはないはずだ。

「恋愛もされてきたんじゃないでしょうか。それなのに私みたいな年下の女と結婚なんて、不満には思われないのですか？」

　わざと少し挑発するような言葉を口にすると、澪を見る圭一郎の視線の色が少し変わる。もしかしたら、怒らせてしまったのかもしれないと澪は一瞬ドキリとするが、返ってきたのは意外な反応だった。

「……なるほど」

　呟いて彼は笑みを浮かべたのだ。

「ここまではっきりと口にされるとは思わなかったが、当然の質問だ」

　そう言って腕を組み少し首を傾けた。

「知りたいのはそれだけ？」

　口調と雰囲気が、一瞬にしてガラリと変わった彼の様子に、少し怯みながらも澪は答える。

「……とりあえずは」

　彼の放つ威圧的な空気に負けないように、お腹に力を入れて彼を見据えた。切れ長の目が面白いものを見つけたように澪を見下ろしている。

「わかった。だがそれならば、先に君の意見を聞かせてくれ。自分の考えを示す前に相手に意見を求めるのは、マナー違反だと私は思う」

　からかうようにそう言って、彼は首を傾げた。

「君はこの結婚をどう考えているんだ？」

　自分だってさっきまでどうでもいい質問を散々していたくせにという言葉が喉のところまで出かかるが、澪はそれをグッと堪える。

　どこか不敵な笑みを浮かべて圭一郎は、澪の言葉を待っている。

　きっとこれが本当の彼なのだ。

　優雅だけれど嘘くさい紳士の仮面を剥がすことに成功した。

　後はもうなるようになれと心の中で呟いて、この一週間心の中で繰り返していた言葉を口にした。

「私はこの結婚で幸せになりたいと思っています」

　きっぱりとそう言うと、圭一郎の目が驚いたようにわずかに開いた。

「この結婚は、私が望んだものではありません。お断りしても問題ないのなら、そうさせていただきます。でもそれができないのなら、私は幸せになる努力をしたい。お互いに信頼し信頼されるような夫婦になりたいと思います」

　一か八かの賭けだった。

　いくら本当の気持ちだとはいえ、あまりにもはっきりと言いすぎだ。

　もし彼が澪と同じようにこの結婚に対してわずかでも戸惑いを見せていたら、ここまではっきりとは言わなかった。

　少しずつゆっくりと距離を縮めていけばいいのだから。

　でも目の前のこの男性にきっとそれは通じない。無駄な努力になるだろう。

　澪からの不意打ちのような質問に少なからず動揺したはずなのに、すぐに態勢を立て直して澪に意見を言わせようとしている。やはり有能な人物なのだ。だとしたら、おそらくは結婚について明確な意見を持っているだろう。情にほだされるような人物には思えなかった。

　互いに慈しみ合う夫婦として幸せになりたいとは思うけれど、無駄な努力をして神経をすり減らすような結婚生活は嫌だった。どうしても無理そうならば、別の道を模索したい。

「出会いがどうであれ、結果的に愛し合い幸せになれた夫婦も世の中にはたくさんいらっしゃいます。私たちがそうならないとは限らないでしょう？　でも圭一郎さんにそのおつもりがないのなら、すべて意味のない話です。例えば結婚と恋愛は別物だと考えておられてほかに大切にしたい方がいらっしゃるのなら、私は私で振る舞い方を考えます。もちろん、妻としての役割は果たします」

　言いたいことを言い終えて、澪はホッと息を吐く。そして瞬きをしながら沈黙したままの圭一郎を見つめた。

　さっきまで口もとに浮かんでいた笑みは消えている。なにか思案しているようにも思えるが、その表情からはなにも読み取ることはできなかった。

　少し強い風が吹いて、楓かえでの木をザザザと揺らし、頭の上をムクドリが飛んでいく。池の鯉がバチャンと跳ねても圭一郎はなにも言わなかった。そのあまりにも長い沈黙に、さすがに澪は不安になる。意図が伝わらなかったのだろうかと、再び口を開きかけた時。

「……なるほど」

　ようやく彼が反応した。

「つまり君は、決められた結婚をなんの疑問もなく受け入れる世間知らずの箱入り娘でもなければ、恵まれた環境でむやみやたらと反発する自由奔放なお嬢さまでもないわけだ。……今日の私の態度を不快に思ったのなら申し訳ない」

　突然の謝罪に澪は戸惑い動揺する。

「い、いえ、それは……」

　慌てて首を横に振ると、圭一郎がニヤリと笑った。

「聞こえのよいことを言う胡う散さんくさいやつだと思っていただろう？」

「……」

　図星を指されて口を閉じると、今度は彼はフッと笑う。その笑みに澪の胸がドキンと跳ねた。

　圭一郎が肩をすくめた。

「ただ一応言い訳をさせてもらうと、いろいろ尋ねていたのは、結婚生活をなるべく君の希望に沿うようにするためだ。結婚式までそれほど時間がないのに、私は君のことをまったく知らないからね」

「でもそれは、私のためではないですよね」

　思わず口を挟んでしまい澪は慌てて口を閉じる。余計なひと言だったかもしれない。

　圭一郎がニヤリと笑い呟いた。

「本当に、お嬢さんらしくないお嬢さんだ」

　まるで澪の秘密を言いあてたような彼の言葉に、澪の心臓は飛び跳ねる。

　だが特に深い意味はなさそうだ。

　圭一郎が澪の指摘に同意する。

「そう、君自身のためではない。すべては向坂自動車と五菱銀行の関係再開を円滑にさせるためだ。両者の関係が確かなものになる前に離婚という事態は避けなくてはならないからね」

　つまり彼は、康彦と同じ考えの持ち主だったというわけだ。ビジネスを成功させるためならば、手段は選ばない。

「正直なところ、この結婚を君が前向きに捉えていたとは意外だったよ。日程は延び延びになっていたし写真もなかなか来なかった。嫌がって逃げ回っているのだろうと思っていたんだ。だからこそ、結婚生活は最大限君の希望を優先させるつもりだった」

　――あくまでも、ビジネスのために。

「言っておくが、私にほかに恋人がいるということもない。私はそんなリスクはおかさない」

「……会社のためにプライベートをすべて犠牲にするということですか？」

　今の話が本当なら、彼は愛していない妻に操を立てることになる。澪には理解できない考え方だ。

　すると圭一郎は澪からスッと視線を逸らす。そして青い空を見上げた。

「それが私の役割だ。向坂家の長男に生まれついた時から、何万人という社員の生活が私の肩に乗っていて、彼らを幸せにする責任がある。そのためなら、私のプライベートなど些細なことにすぎない」

　日の光が透ける黒い髪を風が揺らす綺麗な横顔を見つめながら、思わず澪は問いかける。

「それで、……つらくはないのですか？」

　だって社員を幸せにしたとしても、自分が幸せではないのなら意味がない。どうしてそこまでできるのか、やっぱり理解できなかった。

　圭一郎がゆっくりと澪に視線を戻した。

「つらいと言ってなにになる？　やることは変わらない」

　その真っ直ぐな眼差しに、澪は目を見開いた。

「もちろん会社は巨大な組織なのだから、私だけの力で動いているわけではない。たくさんの才能と優秀な人材が会社を発展させている。でもそれには、リーダーが必要不可欠だ。誰でもいいというわけではない。今のところ我が社でそれができるのは私だけだ。だから私がやるしかない」

　胸を突かれたような心地がした。

　理解できないという反発は一瞬にして吹き飛んで、リーダーとしての覚悟を決める目の前の男性に、強く心が惹き付けられる。

　リーダーは自分しかいないと言い切るこの男性を、きっと彼のもとで働く社員たちは信頼しているのだろう。その絆を羨ましいと澪は思う。

「そのために必要な結婚なのだから、私はそれを受け入れる」

　圭一郎がそう話を締めくくる。

　一片の迷いもなくそう言い切る彼に、澪はなぜか正体不明の落胆を覚えていた。

『受け入れる』

　彼にとってこの結婚は、会社のために必要だから仕方なく受け入れるものなのだ。それ以上でも、それ以下でもないのだろう。

　いずれにせよ、状況ははっきりとした。

「よくわかりました。結婚を嫌がったり離婚したいと言ったりはしないので安心してください」

　気持ちを切り替えなくてはと思う。

　幸せになる努力をすると心に決めていたけれど、もちろんうまくいかないことも十分にありうると思っていた。だからこの結果は想定内、覚悟はしていた範囲内なのだから。

「なるべく、お仕事の邪魔にはならないようにします。形だけの妻として圭一郎さんが私になにをどこまで求められるのか、おしえていただければそのようにします」

　いわゆる仮面夫婦だ。澪の望んだ形ではないが、彼の本心を無理やりすべて聞いてしまった自分にはその役割を果たす義務がある。仮面をつけたままだとしても波風立てることなく普通の夫婦になろうとしていた彼の心遣いを、台無しにしたのだから。

「形だけの妻、か」

　圭一郎が呟いた。

「はい……役割は果たします」

　本当のところ、澪は彼をもっと知りたいと感じていた。彼の覚悟と揺るぎない思いの裏になにがあるのか、普段の彼はいったいどういう人なのか。さらにいうともしかしたら彼とならば、当初思い描いていた夫婦になれるかもしれないという期待の芽が心の奥に芽生えている。

　……でもそんなこと、彼にとっては迷惑でしかないだろう。

「形だけの妻……」

　圭一郎が口もとに手をあててその言葉を反芻している。

　言い方が気に障ったのだろうかと澪は少し心配になった。彼の口ぶりから考えてそれを望んでいるのは明らかだし、ほかにいい言い方を思いつかなかったのだけれど……。

「あの……、圭一郎さん？」

　呼びかけると、彼は「いや」と呟いて首を横に振る。そしてどこか清々しい眼差しで澪を見た。

「それはやめにしよう」

「え……？」

「腹の探り合いは終わったんだ。君の言う通り、信頼し合う幸せな夫婦とやらを目指すのも悪くない」

「……は!?」

　思いがけず彼の口から出た前向きな言葉に、澪は大きな声を出してしまう。

「……ど、どうして急に？」

　圭一郎が肩をすくめた。

「そうしてみてもいいかなと思ったからだ。どちらにせよ結婚しなくてはならないなら、なるべくそこで前向きに生きていこう。君の考えはこうだろう？　その姿勢には賛成だ。協力するよ」

　そう言われてもすぐに飲み込めるわけがない。さっき言っていたこととまったく違うじゃないか。澪は戸惑い目をパチパチとさせて彼を見る。

　圭一郎が、ニヤリと笑ってからかうような言葉を口にした。

「今さらか？　君の方は、こんな胡散くさいやつは信用できないし、夫として愛せそうにないと思った」

「え!?　い、いえ、そんなことは……！」

　むしろその逆だった。そうなればいいなとついさっき思ったところだ。愛し合う……というところまでいけるかどうかはわからないが、それでも彼は信用できる人物のような気がしている。でももちろんそれを口にすることはできなかった。

「あの……でも、その……！」

　頬が熱くなるのを感じながら、澪はあたふたとしてしまう。突然の展開に頭がついていけなかった。困り果てて彼を見ると、切れ長の目が、心底愉快そうに澪を見つめていた。

「君が、やっぱり形だけの妻がいいと言うなら、無理にとは言わない。好きな方を選べばいい。俺は、結婚生活は君の希望に沿うようにすると決めていたからね」

　確かに彼はさっきもそう言っていた。会社のためにこの結婚に失敗するわけにはいかないからと。あくまでも会社のために。

　でも今は……。

「どうする？」

　そう言って圭一郎は、澪に向かって右手を差し出した。さっきの彼の提案に乗るなら、合意の証の握手をしようということだろう。

　澪はこくりと喉を鳴らす。

　圭一郎が形のいい眉を上げて待っている。

　目を閉じて深呼吸をひとつすると、澪はその大きな手を取った。

「よろしくお願いします」

「よろしく」

　力強く握られた瞬間に、澪の鼓動がとくんと跳ねる。

『今日はいいことがありそうね』

　母の声を聞いたような気がした。




　秘書の渡辺が内密に話があると言って、圭一郎のマンションを訪れたのは、見合いから二週間が経った土曜日のことだった。

「せっかくのお休みにお時間をいただきまして申し訳ありません」

　向坂自動車本社ビルとその周りに広がる工場を一望できる高層階のリビングで、ソファに座る渡辺が申し訳なさそうにする。

　圭一郎は首を横に振った。

「いや、大丈夫だ。君のことだ、よほどのことなのだろう」

　今日の話の内容を圭一郎はまだまったく聞いていないが、彼個人のことではなく業務に関わることだろうと予想していた。

　渡辺は、深刻な表情でそばに置いた鞄かばんから茶封筒を取り出すと、圭一郎に差し出した。受け取り、中の資料のタイトルを確認して、圭一郎はチラリと彼を見る。

「出すぎたマネをいたしまして、申し訳ございません」

　渡辺が頭を下げた。

　圭一郎の見合い相手、坪井澪に関する調査報告書だ。

　圭一郎が彼女の調査を彼に指示した記憶はないから、彼が独断で行ったのだろう。とりあえずそれについては言及せずに、圭一郎は資料を読みはじめる。そしてその内容に、眉をひそめた。

　報告書によると、坪井澪は父親である坪井治彦の養子であり坪井家とは血のつながりはない、とある。学水院に通っていたのは確かだが、本家への出入りは許されていなかった。当時の同級生の間では本家のひとり娘、坪井琴音との折り合いが非常に悪いというのは有名な話で、お世辞にも家族同然の付き合いをしているとはいえないとのことだった。

　見合いにあたって向坂家側が聞かされていたこととはまったく異なる事実だ。

「ゆゆしき問題です」

　渡辺が怒りを抑えられないといった様子で口を開いた。

「この件について顧問弁護士は、相手は元華族の家柄なのだから調査する必要などないとおっしゃいましたけど、見合いの日程が何度も延び、しかも肝心のお相手が当初こちらが想定していた人物ではなかったという一件もありましたから、念のため私が独断で調べました」

　少々慎重な性格の彼は、いつも圭一郎が抱える案件の裏付けや確認を怠らない。今回は業務ではなくプライベートの案件だ。本来ならスタンドプレーと言えるだろうが出てきた事実を考えれば、責めるわけにはいかなかった。

「本家のひとり娘、坪井琴音が行方不明か……」

　資料をめくりながら圭一郎が呟くと、渡辺が頷いた。

「おそらく、本来の見合い相手はこちらだったのでしょう。ですが坪井琴音にはもともと恋人がいたようで、逃げた。連れ戻そうと手を尽くしたが、見つからず苦肉の策で代役を立て、はじめから坪井澪のつもりだったということにしたのだと思われます」

「代役、か」

　圭一郎は見合いの席での澪の様子を思い出していた。

『坪井澪です』と坪井康彦の隣で名乗った彼女は、青い顔でまったく表情がなかった。

　見合いの席だ、緊張していてあたりまえだと思っていたが、それだけではなかったのだ。ほとんど面識のなかった男と親子同然の親しい間柄であるフリをすることに不安を感じていたのだろう。

「この調査結果からすると、今回の件の前提が大きく揺るぎます。頭取と親子同然の親しい間柄である女性と副社長の縁談を条件に会長はこの件をお許しになられたのですから」

　可愛がっている娘を向坂家に嫁がせることで、もう二度と向坂自動車を裏切らないということを五菱側は示した。それなのに、肝心のその娘が、血のつながりがないどころか本家への出入りも許されていない者となれば、結婚自体の意味はなくなる。さらにいえばこのような大切なことで嘘をついている坪井頭取、ひいては五菱銀行自体が信用できないことになる。

「今すぐに破談にするべきです！」

　少し興奮気味に渡辺が言う。

　圭一郎は資料をセンターテーブルに置いた。

「落ち着け、渡辺。結論を出すのは早すぎる」

「ですが、式は来月ですよ？　一刻の猶予もありません」

　見合いから二カ月足らずで結婚式など、本来ならありえないスケジュールだが、見合いの日程がずれ込んだためこうなった。見合いといっても成立ありきの顔合わせのようなものだから、式の準備は同時進行で進んでいたのだ。

「このタイミングで破談にすれば五菱との関係に影響が出るのは必至だ」

　それでは会社のためにならない。

「ですが！」

「べつに娘を人質に取るようなマネをしなくても、取引に影響はない。それを踏まえて私はこの件を進めたんだ。結婚はあくまでも会長を納得させるためのパフォーマンスにすぎない」

　圭一郎は感情論を抜きにして、理論的に状況を説明する。

「はじめから坪井澪を、ということならまだしも、当初は自分の娘をという予定だったのだろう？　それなら相手も裏切ることは考えていないということだ。君の言う通り苦肉の策だったのだろう」

「ですが会長がお知りになったら……」

「確かに、それはやっかいだな」

　圭一郎は考え込む。

　そこへ渡辺が畳み掛けた。

「それに和かず信のぶ常務の問題もあります。この件について向こうは相当嗅ぎ回っていますから、知られたらやはりこちらもただでは済まないでしょう」

　和信常務とは圭一郎の従兄弟にあたる向坂和信のことである。

　向坂自動車の経営陣は創業者一族出身の者と生え抜きの者半々であるが、代表取締役については、向坂家の血を引く人物がなるという慣例がある。

　今のところ圭一郎が父の後継者として、会長すなわち祖父から認められているが、まだ正式に決定しているわけではない。一族の中には、圭一郎のポジションを虎こ視し眈たん々たんと狙っている者もいて、その筆頭が向坂和信だ。

　同じ年の彼は、圭一郎の粗探しをするのを生き甲斐としているようなところがあって、いつも圭一郎の周辺を嗅ぎ回っている。澪の件を知られたら、ほら見たことか向坂自動車は五菱にコケにされた、それに気づかなかった圭一郎は後継者の資質がないと大喜びで騒ぐだろう。

　べつに圭一郎は後継者の座に固執しているわけではない。自分よりも会社のリーダーにふさわしい者がいて社員が望むならいつでも身を引いていいと思っている。

　でもそうではないから、この座を守っているのだ。

　少なくとも圭一郎の粗探しを生き甲斐とするような男には、会社を任せるわけにはいかない。

「破談が無理なら式は延期されては？　頭取にこの結果を告げて娘を本気で探させるのです」

「恋人と逃げ回ってる女を見つけたとして、結婚もなにもないだろう」

「ですが身代わりの方の娘だって、信用できません。分家と言っても父親は銀行経営に関わっておらずごく普通の一般家庭のようですから、副社長のお相手としては……。玉の輿どころじゃないでしょう。身代わりを引き受けたのも、財産目あてかもしれません」

　興奮してやや暴走する渡辺の言葉に、圭一郎は眉を上げる。

「あ……、その……、出すぎたことを言いまして申し訳ありません」

　渡辺が青ざめて謝罪した。その様子に、圭一郎は自分が無意識のうちに彼を睨んでしまっていたことに気がついた。

「……いや、謝る必要はない」

　首を横に振り、彼を安心させるように笑みを浮かべた。

「君の言うことはもっともだ。調査結果を持ってきてくれたことにも感謝するよ。やることは変わらなくても裏の事情があるのなら、耳に入れておく方がいいからね。……君のサポートにはいつも助けられている、ありがとう」

　重要な情報を掴んできてくれた彼を労ねぎらう。でも彼はそれよりも別の部分が気にかかるようだった。

「ということは、破談も延期もしないのですね？」

　圭一郎は沈黙する。それで意図は伝わったようだ。

「……この件を社内ではほかに知る者は？」

　尋ねると彼は首を横に振る。

「私だけです」

「ならそれでいい。このまま君の胸にしまっておいてくれ。絶対に誰にも漏らさないように。資料は私が預かっておく」

　そう結論づけると、釈然としない表情ではあるものの渡辺は頷いた。

　それから圭一郎は休日に来てくれたことを労い、帰っていく彼を見送った。そして再びソファに座り、資料を前に考え込んだ。

　報告書の内容には驚いたが、あの見合いの日のことを思い出せば納得のいくことも多かった。

　あの日、康彦の隣でうつむき加減に座っていた彼女を、美しいとは思ったが第一印象はそれだけだった。

　ほとんど言葉を発しない彼女を見つめながら、圭一郎は彼女が想定していた見合い相手のどのタイプにあてはまるのか、あたりをつけていた。

　自由奔放なお嬢さまか、あるいは親の言いなりか。

　ほとんど会話に参加せず、ただ頷くのみの彼女に、圭一郎は後者だと判断して庭へと誘った。それならば、なるべく紳士的に接してものわかりのいい優しい夫を演じようと心に決めて。

　庭をふたりで歩きながら、圭一郎は彼女に質問を繰り返した。限られた時間の中でなるべくたくさんの情報を得る必要があったからだ。

　彼女はいったいなにを望む？

　なにを与えれば満足だ？

　うつむき加減ではあるものの、意外なくらい無駄なくはきはきと答える様子に好感を持ったのは確かだが、やはりその時はそれだけだった。

　印象が変わったのは、唐突に彼女が圭一郎に質問をした時だ。

　この結婚をどう考えているのか。

　抵抗はないのか。

　いい年をして親のいいなりか？とでも言いたげな、挑戦的とも思える言葉に、圭一郎は自分が彼女を見誤っていたことを悟る。

　彼女は意思のない女性ではないどころか勝ち気なところがある。さらには結婚に反発心を抱いている。わざと挑発的な言葉を使って、見合いをぶち壊そうとしているのだろう。

　それならそれでやりようがあると、圭一郎は瞬時に頭を切り替える。少々強引に言い負かしてでも結婚に持ち込もう。だが方針転換をして聞き出した彼女の本音に、圭一郎は衝撃を受けた。

『私はこの結婚で幸せになりたいと思っています』

　彼女は圭一郎が予想していたどのタイプの女性でもなかったのだ。

　この結婚を自ら望んだわけでなくとも、嘆くことはせずに前を向いていたい。

　その意思をはっきりと示した彼女の真っ直ぐな視線と透き通るような声音、それから意思の強そうな瞳に、圭一郎は胸を撃ち抜かれたような心地がして、しばらく次の一手を出せなかった。

　あんな経験ははじめてだ。

　そしてそんな彼女を前にして、次に口を開いた時には思わず本音を口にしてしまっていた。この結婚はビジネスの一環だ、それ以上でもそれ以下でもないのだという、幸せになりたいと願う彼女にとっては酷な事実を。

　一瞬だけ残念そうに伏せた目の長いまつ毛、でもすぐに、それならば形だけの妻として役割は果たすと口にした聡明さが、圭一郎の中のなにかを刺激した。そしてなぜかはわからないのだが、自然と彼女の話に乗ってもいいという気分になったのだ。

　どちらにせよ、結婚することは決まっている。ならば、なるべく心の負担にならない方がいいに決まっている。彼女とならそれができるかもしれない。

　圭一郎は、報告書の表紙をめくり、添付されている坪井澪の写真をジッと見つめた。普段の姿を隠し撮りしたのであろう写真の中の彼女は、普段着を着て自宅周りの生垣の手入れをしている。メイクもほとんどせず飾り気のないその姿は令嬢とはほど遠い。

『財産目当てかもしれません』

　渡辺の言葉が頭に浮かぶ。

　そうかもしれない。

　好印象を持ったのは事実だが、圭一郎は彼女のことをまだほとんど知らない。たった一度話をしただけにすぎないのだから。

　ライバルの和信に知られたらまずいのでは？という指摘ももっともだった。この件が一族の皆に知られたら、結婚相手に欺あざむかれていた間抜けだと笑い者になるだろう。この件は自分にとってアキレス腱になりかねない。

　考えられる最善の策は、渡辺の言う通り、結婚を延期することだろう。

　秘密裏に坪井康彦にこの件を告げて死にものぐるいで琴音を連れ戻させる。会社間の関係がうまくいき、結婚がなくても祖父が納得するようになるまでは、結婚しているふりをすると強引にでも了承させる。

　あるいは、この件を材料に五菱からもっと有利な条件を引き出して、それを理由に祖父を説得するか。

　いつもの圭一郎なら迷わずにその道を選んでいただろう。

　――だが。

　圭一郎は資料を置いて、そのままその手をジッと見つめた。あの日、思わず差し出した圭一郎の手を、彼女はしっかりと掴んだ。

　あの感触が今もまだ残っている。

『よろしくお願いします』

　はっきりとした言葉と、真っ直ぐな視線。

『出会いがどうであれ、結果的に愛し合い幸せになれた夫婦も世の中にはたくさんいらっしゃいます。私たちがそうならないとは限らないでしょう？』

「幸せな夫婦、か……」

　圭一郎はそう呟いて、黒いソファに身を沈めた。










たとえ政略結婚でも




　澪と圭一郎の結婚式は、豊かな森に囲まれた古い教会で執り行われた。都内から電車で二時間ほどのこの避暑地は、皇族が夏に訪れることで知られている。

　お金持ち同士の結婚式なのだからきっと豪華なホテルで盛大にやるのだろうと思っていた澪からしたら、意外なほどこぢんまりとした教会だった。なんでも向坂自動車の創業者である圭一郎の曾祖父が結婚式を挙げた思い出の場所だという。歴史あるクラシックホテルの広大な敷地内にある。

　ステンドグラスから差し込む日の光の中、澪は、隣に立ち神父の言葉を聞いている圭一郎の横顔を盗み見る。

　見合いの日から一カ月半の間に、彼と顔を合わせたのは衣装合わせの一回のみ。式については花嫁が澪と決まる前から準備は進んでいたようだから、それでなんの問題もなかった。

「……それでは、誓いのキスを」

　神父からの合図で圭一郎と澪は向かい合う。綺麗な瞳と目が合った。

　ドレスの下で、澪の鼓動がトクンと跳ねる。

　深いダークブラウンのスーツを着てキチンと髪をなでつけた背の高い目の前の男性を、澪は素直に素敵だと思う。

　あの見合いの日、はじめて顔を合わせた時も彼は高級なスーツを着ていたけれど、こんな風には感じなかったのに。

　淡い光が照らす中、ぼんやりとそんなことを考える澪の頬に大きな手が添えられる。少し乾いたその感触に、澪はぴくりと反応した。思わず肩に力が入る。

　そうだ今から誓いのキスだ。招待客が皆自分たちに注目している。ぼーっとしている場合ではない。

　ゆっくりと近づく圭一郎に、澪はギュッと目を閉じた。

　もちろんはじめてのキスではない。

　過去に一度だけ、付き合っていた男性と交わしたことがある。でも恋人でもなければ好きだというわけでもない、二回しか会ったことのない相手とキスをする、という経験ははじめてだ。

　これは誓いのキスなのだから、思いを伝え合うものではない。書類に判子を押すようなものだと、澪は自分に言い聞かせてその時を待つ。

　……右の頬に、ふわりと温もりを感じて目を開くと、彼はゆっくりと離れていく。

「おふたりは夫婦となられました」

　教会内に響き渡る神父の言葉で、唇ではなく頬にキスされたのだと気がついた。

　古いオルガンが讃美歌を奏でるのを聞きながら、澪は途方に暮れる思いになる。

　夫婦になるということが、実際なにを意味するのか急に実感したからだ。もちろん頭ではわかっている。でもこの一カ月半はとにかくやることが多すぎて、それどころではなかったのだ。

　いや本当は無意識のうちに考えないようにしていたのかもしれない。

　夫婦とは、ただ同じ家に住み同じ苗字を名乗るだけではない。愛し合うのだということを。そしてそれが具体的になにをするのかということを。

　嫌だとは思わない。

　拒否したいわけじゃない。

　ただ、今隣にいる彼とそうなることがまったく想像できなくて、不安だった。それなのにもうふたりは夫婦になってしまったのだ。〝その時〟はもうすぐそこまで迫っている。

　――どうしよう、まったく覚悟ができていないのに。

　教会に響く讃美歌を聞きながら、澪はぐるぐると考え続けていた。




　静寂の森に包まれたホテルの一室で、キングサイズのベッドを前に、澪は立ち尽くしている。ベッドの向こうの窓からは、昼間なら雑木林の間から湖畔が見えるという話だけれど、今はもうとっぷりと日が暮れ真っ暗だ。

　教会で行われた澪と圭一郎の結婚式は滞りなく終了し、招待客たちは帰っていった。澪と圭一郎はホテルに残り、このままこのロイヤルスイートルームに一週間滞在することになっている。

　新婚旅行の代わりだという。

　特別な客しか泊まれないホテルの中のさらに特別なこの部屋は、森に面した大きなバルコニーに繋がるリビングルームと書斎、ベッドルームがふたつある。

　宿泊客が快適に過ごせるように改装が施されているとはいえ、昭和初期に建てられたという部屋の趣はそのままで、調度品はすべて本物のアンティークだ。

　普段の澪だったら、各部屋のあちらこちらを見て回っただろうと思う。どちらかというと新しいものよりも、古くて味わい深いものの方が好きな澪にとっては、憧れのような空間だ。

　でも今の澪にその余裕はまったくない。いうまでもなく新婚初夜だからである。

　今日は長い一日だった。

　挙式からその後の披露宴、招待客の見送り、すべてのスケジュールを終えてこの部屋へ案内された頃には、すでに午後九時を回っていた。

　疲れただろうから先に風呂に入れと圭一郎に促され、澪はその通りにした。そしてホテルが準備してくれた真新しいパジャマを着て主寝室へきたところである。そこではじめて寝室のベッドの上に、真紅の薔薇が一輪置いてあるのに気がついた。

　ホテルから新婚夫婦へのはからいだ。

　その薔薇の花に、否が応でもこの後、このベッドの上で起こるであろう出来事を思い出させられ、動けなくなってしまったというわけである。

　圭一郎の方は、澪と入れ替わりにバスルームを使っているから、もうまもなくしたら出てくるだろう。

　この状況。

　自分はいったいどこで彼を待っているべきなのだろう。

　ベッドの上？

　……その勇気はさすがにない。

　リビングルーム？

　……は、なんだか変な気がするし。

　もうひとつのベッドルーム？

　逃げたのだと思われるだろう。

　薔薇の花を見つめたまま、澪は途方に暮れてしまう。

　どうすればいいか、まったくわからなかった。さらにいうと、少し怖い。

　幸せな夫婦になりたいと見合いの日に豪語したくせにここまできて弱気になるなんて、自分で自分が情けなかった。

　でもそれも仕方がないと澪は心の中で言い訳をする。なにせ澪には恋愛経験はほとんどない。

　学生時代は、本当は庶民だと散々琴音に言いふらされたから、同級生たちには男女問わず遠巻きにされていて彼氏どころか友達もろくにできなかった。

　社会人になってからは一度だけ、取引先の人と乞われるままに付き合ったが、深い関係にはならなかった。穏やかな優しい人だったし、彼を知る同僚たちは皆、素敵な人だと言ったけれど、男性としては好きになれなかったのだ。

　ある夜、食事の帰りに車の中でキスをして、彼に対する気持ちは友人としての好意だと気がついた。唇が触れた瞬間に説明のつかない違和感を覚えたのだ。

　目を閉じて、澪は圭一郎との誓いのキスを思い出す。ふわりと触れた温もりはほのかに甘い香りがした。鼓動がとくんと跳ねたけれど、あの違和感はなかった。

　大丈夫。

　圭一郎に触れられること自体を、身体が拒否しているわけではない。ただそれらしい段階をまったく踏まずに一足飛びに深い関係になることに、怖気づいているだけなのだ。自分の中の素直な気持ちを確認し、澪が目を開けた時。

「いつまでそうしているつもりだ？」

「ひゃっ!!」

　突然話しかけられて澪は声をあげて飛び上がる。恐る恐る振り返ると、圭一郎が腕を組んで立っていた。いつのまにかバスルームから出てきていたようだ。

　大きな声をあげた澪に、彼は一瞬目を見開いて次の瞬間噴き出した。そしてそのまま口もとに手をあてて、くっくっと肩を揺らして笑っている。

「そんなに驚かなくても……！」

「だだだって……！　い、いきなり声をかけるんだもの！　お、驚かさないでください」

　ドギマギする胸を押さえて澪がそう抗議すると、彼は笑ったまま肩をすくめた。

「いきなりじゃないよ。随分前に風呂から上がってきてここにいた。君はあのベッドに夢中で気がつかなかったみたいだけど」

　薔薇が置かれたベッドに視線を送り、からかうように彼は言う。

　その意味深な言葉に、澪の頬が熱くなった。

「む、夢中だったわけじゃ……」

「ふうん、そう？」

　圭一郎は澪を追い越してすたすたと寝室へ入り、ベッドに腰を下ろす。そして余裕たっぷりに微笑んで、澪に向かって首を傾げた。

「君もこっちへおいで」

　その言葉に、澪は目を見開いて息を呑む。ついにこの時がきてしまったのだ。いよいよ覚悟を決めなくてはと、自分自身に言い聞かせた。

　幸せな夫婦になりたいならば、これは避けて通れない。

　うるさいくらいに鳴っている胸の鼓動を聞きながら、澪がうまく動かない足で無理やり一歩踏み出した、その時。

「くっ……くくく、ごめんごめん。嘘、嘘」

　圭一郎がまた笑い出し、右手でストップの合図をした。

　いったいなにが『ごめん』なのか、そしてどこが『嘘』なのかさっぱりわからない澪は、そのままそこで首を傾げて固まった。

　圭一郎が言葉の意味を口にする。

「まだできそうにないんだろう？　無理をする必要はない。ちょっとからかってみただけだ」

　そう言って笑い続けている。

　その様子に澪はムッとして、思わず頬を膨らませた。

「か、からかったって……。こっちは真剣なのに。……笑うなんて悪趣味だわ」

　そのまま口を尖らせてぶつぶつと言う。

「で、できないなんて、勝手に決めつけて……」

「へぇ」

　圭一郎が眉を上げた。

「誓いのキスだけで、あんなにびびってたのに？」

「なっ……！　び、びびってなんかないです！　ただちょっと緊張してただけで」

　真っ赤になって反論する。

　それを彼は鼻で笑った。

「眉間に皺を寄せて震えてたけど。あまりにもかわいそうなんで、頬に軌道修正した礼を言ってほしいくらいだ」

　そう言って立ち上がり、澪がいる部屋の入口までやってくる。そして澪の頭を大きな手でぽんぽんとした。でもすぐに手を引っ込めて「悪い」と言った。

「触られるのは嫌だったかな。とにかく、俺はあっちのベッドルームで寝ることにするよ。君はここを使って」

　そう言ってふわりと微笑む。

　澪の胸がとくんと鳴った。

　そのまま部屋を出ていこうとする彼を澪は無意識のうちに引き止めた。

「あ……！　待ってください！」

　圭一郎が足を止めて振り返った。

　背の高い彼を見上げて、澪はこくりと喉を鳴らす。今この瞬間に澪の中で覚悟ができた。

「あの……、誓いのキスの時はすみませんでした。私、大丈夫です。……だから、その……」

　さすがに続きは言えなくて、最後はごにょごにょと言う。でもそれで意図は伝わったようだ。圭一郎が首を横に振った。

「べつに謝ることはない。君は女性なんだから抵抗があって当然だ。それに時間はたっぷりあるんだから、焦る必要もないだろう。だいいち俺は嫌がる女性を抱く趣味はない」

「い、嫌じゃないんです。あの……」

　言いながら澪は一生懸命に考えを巡らせた。

　さっきまで怖いと思っていたのは確かだし、今だって怖くないわけではない。でも彼となら大丈夫かもしれないという気持ちが芽生えたのも確かなのだ。

　彼との触れ合いに怖気づく澪に、誓いのキスは頬にして『無理をしなくていい』と言ってくれた彼となら。

　だって本当なら責められてもおかしくはない状況だ。

　見合いの日にわざと挑発的な言葉を口にして、幸せな夫婦になりたいと宣言したのは澪なのだ。言っていることにまったく行動が伴っていない。それなのに、嫌な顔ひとつせずに気遣いの言葉を彼はくれた。

　べつに今じゃなくていい。それはそうかもしれないけれど、今この機会を逃したらいつまでもできないような気がする。

「い、嫌だというわけではないんです。ただ、私、その……経験が……」

　そこまで言って口籠ると、圭一郎が口を開いた。

「なら、尚更だろう。俺だって君のつらい思い出にはなりたくない」

　その言葉に澪は頭かぶりを振る。

「そうはならないと思います」

　そして圭一郎の手を取った。

　逞たくましい腕と大きな手、その温もりに胸の鼓動がスピードを上げていく。やっぱり大丈夫、と澪は確信する。彼に触れることに澪は……。

　圭一郎が訝しむように澪を見ている。有能で、理性的な彼を説得するにはどう言えばいいのだろう。澪は考えながら口を開いた。

「……一度だけ、お付き合いした人がいたんです。とても親切でいい人でしたけど、どうしてもキスより先には進めませんでした。身体に触れられることに抵抗があったんです。……でも」

　そう言って澪は、圭一郎の手を両手でぎゅっと握った。

「圭一郎さんなら、大丈夫だと思います。どうしてかはわからないけど、嫌じゃないんです。だから、その……」

　そこまで言って、その先は言えずにうつむいて目を閉じる。これ以上は恥ずかしくて、とても言えそうにない。

　しばらくの沈黙。

　やっぱり無理だろうかと澪が心配になった時、圭一郎の手がゆっくりと澪の頬に移動した。大きな温もりがすっかり火ほ照てった澪の頬を包み込む。

「……これも、嫌じゃない？」

　圭一郎が問いかける。

　目を閉じたまま頬ずりをして、澪は素直な気持ちを言葉にする。

「はい。……心地いい……です」

　目を開くと、眉を寄せて少し困ったような表情の圭一郎と目が合った。

　その彼の反応に澪は急に不安になる。自分の方はいいとしても、もしかしたら彼の方は逆なのではないだろうかと思ったからだ。

　男性だって相手を選ぶ権利がある。

「あの……」

　それならば、と澪は一旦身を引こうとする。

「私、やっぱり……きゃっ！」

　でもそれより先に腰に回された彼の腕にぐいっと引き寄せられて、あっという間に大きな腕の中に収まった。

　ゼロになったふたりの距離と、くらくらするような濃い香りに包まれて、身体の中心に火がつけられたような心地がした。すぐ近くにある圭一郎の眼差しが射抜くように澪を見つめている。親指が、澪の唇をゆっくりと辿りだす。

「つっ……！」

　その感覚に、ぞくぞくするような得体の知れないなにかが澪の背中を駆け抜ける。甘い息が漏れそうになるのを、目を閉じて必死に耐えた。

　ゆっくりと近づく、彼の吐息。

　……はじめては、羽が触れたように優しくて、物足りなさすら感じるくらいだった。

　……もう一度。

　今度は確かめるようにゆっくりと。

　離れたと同時に、澪は甘い息を吐く。

　……もう一度してほしい。

　そう感じた瞬間に彼の親指が澪の唇をやや強引に割る。そして熱く塞がれた。

「んっ……！」

　彼のパジャマを両手で掴み背中をしならせて、澪はその衝撃を受け止めた。柔らかい彼の熱が澪の中へ入り込みあちらこちらに触れる感触に、頭の中が真っ白になっていく。腰に回された腕に身を任せて、ただされるがままだった。

「ん……！　あ……」

　澪が声を漏らすたびに、繰り返される口づけが激しさを増してゆく。息苦しくて彼の胸に手をつくと唇がわずかに離れる。

「……嫌か？」

　その問いかけに、澪は小さく首を振る。

　嫌じゃない、もっとしてほしかった。

　彼のキスが気持ちよくてたまらない。こんな風に感じるなんて、自分はどうしてしまったのだろう。

「大丈夫で……きゃっ！」

　最後まで言い終わらないうちに、抱き上げられて、そのままベッドに寝かされた。

　そしてまた熱く唇を塞がれる。

　シーツの冷たい感覚と燃えるような熱い唇、はじめての衝動に、思考が焼け切ってしまいそうだ。大きな手がパジャマの上から身体を辿る感覚に体温が一気に上昇する。

「あ、圭一郎さ……」

「どうしても、嫌なら合図して」

　耳もとで囁かれる低い声に目を閉じて頷くとそのままそこを彼の熱い舌に舐ねぶられる。

「んっ……！」

　未知の感覚が身体中を駆け巡り、まだ触れられていない澪の中の切ない部分が甘くじくじくと反応した。とてもじっとしてなどいられなくて、澪は身体をよじらせる。その自分の反応が恥ずかしくてたまらなかった。

　圭一郎が耳に囁く。

「怖い？」

　怖くないと言えば嘘になる。でもだからといってやめてほしいとは思わなかった。頷けばそこで終わってしまうような気がして唇を噛み首を横に振る。

　すると顎を優しく掴まれて真っ直ぐに視線を合わせられる。

「澪」

　名を呼ばれて、澪の身体がピクンと跳ねた。聞き慣れているはずの自分の名が特別なもののように聞こえるのはなぜだろう。

「君に怖い思いをさせたくない。大丈夫だから、本当のことを言って」

　そう言って至近距離で自分を見つめる眼差しは、これ以上ないくらいに優しかった。その視線に、澪の不安は和らいでいく。

　――大丈夫。

　慣れない行為に、少しくらいおかしな反応をしてしまっても、彼ならば受け止めてくれる。

「……い、嫌じゃないですけど、少しだけ怖いです。私、はじめてだから、変なことしちゃうかも……」

　そう言って目を伏せると、圭一郎がフッと笑う。

「大丈夫、君はなにも考えずに感じていればいい。ただ痛ければ、すぐに言って」

　澪の頭を優しくなでて彼はまた耳に首にキスを落としはじめた。

　熱い舌と息が、澪の素肌に触れるたびに身体の奥のまだ自分でも知らない場所がキュッと切なく反応した。

「んっ……、あ……」

　我慢できずに漏れ出る声と衣擦れの音が、静寂に包まれた夜の部屋を艶めいた色に染め上げていく。

　大きな手が服の上から這い回る感触も澪の頭をおかしくさせた。まだ直接触れられてもいないのに、その下が燃えるように熱くなっていく。

　甘美な期待と、少しの不安。

　ふたつの感情が頭の中をぐるぐる回る。まだよく知らない目の前の男性にすべてを暴かれたいと望んでいる自分がいる。

「圭一郎さ……んっ」

　服の上からの感触がもどかしかった。乞うように名を呼べば、その唇を再び熱く塞がれた。目を閉じて、いつのまにか澪は彼の動きに応えはじめる。まるで上も下もない世界を漂っているような気分だった。

「キスは、少し慣れたみたいだな」

　笑みを浮かべて彼は言う。

　荒い息を吐きながら澪はそれを信じられない気持ちで聞いていた。

　だってこんなにも胸が高鳴るのに。これで慣れたというならば、この先自分はどうなってしまうのだろう。

　濡れた唇をぺろりと舐めて、圭一郎がパジャマのボタンを外しはじめる。それを息を呑んで見つめながら、澪の心臓は破れてしまいそうだった。

　暴かれたいと思いながら、すべてを曝さらけ出す勇気はまだ持てない。胸もとで解けていく布を掻き抱いて、澪は彼に訴えた。

「で、電気を消してください……」

　クラシックホテルの柔らかな灯りは明るすぎるほどではないけれど、澪のすべてを彼に曝してしまうには十分だ。

　圭一郎が眉を上げて少し考えてから頷いた。ベッドから下りてサイドテーブルのランプだけを残して部屋の灯を消していく。

　薄暗くなった空間に、澪はホッと息を吐いた。

「見たかったのに」

「ひゃっ！」

　戻ってきた圭一郎にいきなり耳もとで囁かれた。そして彼はそのまま、また澪のパジャマに手をかける。あっという間にひやりとした空気に澪の肌が曝された。

　そこへ彼は唇を這わせはじめる。あらわになった澪のふたつの膨らみのひとつにかぶりつき、もうひとつを手で刺激する。

「ん、あ……！」

　びりびりとした感覚が頭のてっぺんまで突き抜けて、澪の身体が大きく跳ねる。

「ダ、ダメ……」

　咄嗟に押し返そうとするけれど、力の入らない身体ではなす術すべがなかった。胸もとの黒い髪を掻き抱いて、与えられ続ける刺激にされるがまま淫らな声をあげ続ける。

「ん、ん、ん、ああ……」

「……怖い？」

　荒い息で彼は尋ねる。

　答える余裕は澪にはない。ただ首を横に振るのみである。

「……んんっ！」

「大丈夫、可愛いよ」

　劇薬のような言葉を吐いて、彼は澪の下着に手をかける。

　もはやそれを恥ずかしいと思えないほど、澪の脳は溶け切っていた。




　チュンチュンという小鳥のさえずりと清々しい空気、明るい光を感じて、圭一郎はゆっくりと目を開く。ぼんやりと瞬きを繰り返すうちに見慣れない天井が目に飛び込んできて、ここが自宅でないことに気がついた。

　眉を寄せて起き上がり、隣で規則的な寝息を立てている人物にハッとする。そこでようやく圭一郎は、自分がホテルにいることに思いあたった。

　結婚式を終え、今日から一週間、新婚旅行代わりにこのホテルに滞在するのだ。

　互いのことをほとんど知らないまま一夜を過ごした新妻は、枕を抱いてぐっすりと眠っている。その彼女を見下ろして、圭一郎は昨夜の出来事を思い出していた。

　昨日は、長い一日だった。

　普段分単位でスケジュールをこなす圭一郎でさえ、いつもと違う環境に疲労を感じたくらいなのだ。彼女にとっては相当なものだったはず。

　招待客の半分は坪井家側の人間で、彼女もそれらしく振る舞ってはいたが、本当は彼女にとってはほとんど面識のない者たちなのだ。それこそ、逃げ出したくなってもおかしくはない状況だっただろう。

　それでもそんなそぶりは微み塵じんも見せない伸びた背筋に、圭一郎は彼女の中に計り知れない強さを見た。母親との死別、養父との生活、家庭環境の違いすぎる者たちとの学生時代、それらすべてが彼女をそうさせたのだろう。

　逆境に屈しない強さとその中に併せ持つ純真な心、そのアンバランスさが圭一郎の中のなにかを強く揺さぶった。

　ご令嬢、と呼ばれる者たちを圭一郎は知っている。

　皆見た目は美しく控えめにそれらしく振る舞ってはいるけれど、中身はその逆という場合も多かった。中には、有り余る財力と時間を有効活用して、親の預かり知らぬところで自由奔放に遊ぶ者も少なくない。

　澪は、お嬢さまとはほど遠い一般家庭の娘だと渡辺は言った。だがそういう意味で彼女は、本物のお嬢さまよりもお嬢さまらしく育ったということだろう。それでいて昨夜は、妻としての役割を一生懸命に果たそうとしていた。

　異性との触れ合いに怯える心を励まして。

　キャミソールから覗く白い肩から目を逸らし、圭一郎はため息をついた。

　――本当に、抱くつもりはなかったのだ。

　誓いのキスの反応から、経験がないであろうことは明らかだった。圭一郎の側はともかくとして、気持ちの伴わないセックスは女性にとっては苦痛だろう。彼女に少なからず好印象を抱いている以上、圭一郎とてそれを強しいることはしたくない。信頼し合う夫婦になるというならば尚更だ。

　――それなのに。

『どうしてかはわからないけど、嫌じゃないんです』

　震える声音と突然触れられた温もりに、気がついたら引き寄せて口づけてしまっていた。

　あんなことははじめてだ。

　あと少しでも力を入れたら壊れてしまいそうなほど細くて柔らかな身体からは甘い花のような香りがして、その花を食い尽くす獰猛な自分の姿が脳裏に浮かんだ。

　――そして。

　後はもう、彼女が明確な拒否を示さないのをいいことに、その衝動に身を任せた。はじめての行為に恥じらい戸惑う彼女を、必要以上に時間をかけて溶かし、愛撫する。そしてその行為自体に、圭一郎自身が夢中になっていったのだ。

　少しの苦痛も与えないようにゆっくりと、優しく、丁寧に。でも結果的にはそれが彼女をさらに疲れさせることになってしまったのかもしれない。まったく起きる気配もなく眠り続ける澪を前に、圭一郎は再び深いため息をついた。

　嫌だと感じたら合図しろと言ってはじめた行為だが、もし本当に彼女がそうしたとして、はたして自分は途中で踏み止まれたのだろうか。

　眠り続ける彼女の瞼に、艶のある黒い髪がかかっている。払ってやろうと手を伸ばしかけて圭一郎は思い留まる。今彼女に触れてしまったら、それだけでは済まないような気がしたからだ。

　そんな自分に心の中で舌打ちをして、圭一郎はベッドを出る。窓を開けて、朝の清々しい空気を取り込んだ。

　それにしても。

　こんなにすっきりとした目覚めは本当に久しぶりだ。自宅では寝る直前まで仕事のことを考えて、起きてすぐその日のスケジュールが頭に浮かぶ。それが圭一郎の日常だった。そしてその眠り自体、浅くて短い。睡眠薬こそ常用していないものの、なかなか眠れないことがほとんどだ。少しの物音でも目覚めてしまう。

　だから圭一郎は恋人がいる時も決して同じベッドでは眠らなかった。

　それなのに……。

　圭一郎は振り返り、まだまだ起きそうにない澪を見る。白い頬と、艶のある黒い髪、口もとは微かに笑みを浮かべている。妻になったとはいえまだほとんど知らない相手と同じベッドで眠ったことが、とにかく信じられなかった。しかもこれほどぐっすりと寝られたということも。

　昨日は相当、疲れていたということだろうか。

　いや、おそらくそうではなくて……。

　この状況で幸せそうに眠る彼女に、圭一郎は自分でも説明がつかない感情を抱いている。いつもの自分ならば絶対にありえないことだけれど、このままもう一度ベッドへ戻り彼女を腕に抱いて眠りたいとすら感じている。

　この感情は……。

　少し強い風が窓から吹き込み、カーテンを揺らす。木々のざわめきに「んー」と小さく唸って、澪が寝返りを打った。時計を見ると八時を回ったところ。本当ならもう起きてもいい時間だ。だが昨夜のことを考えると、彼女が自分で起きるまで寝かせてやりたかった。

　カーテンを押さえ、圭一郎は静かに窓を閉めた。




　心地のいい目覚めだった。

　柔らかな光といい匂いがするシーツ、ふかふかの枕に頬ずりをして澪はゆっくりと目を開く。両腕を伸ばしてうーんと伸びをした。

　よく寝た。そう思いうっすらと目を開けると、飴色の木の天井に百合の花のデザインのライトが目に飛び込んでくる。澪は自分が自宅ではなくホテルにいることを思い出した。

　ハッとして目を開き勢いよく身体を起こす。見回すと広いベッドにひとりで寝ている。そのまま澪は、頭をフル回転させて昨夜の出来事を思い出した。

　昨夜は、結婚式が無事に終わってこの部屋へ圭一郎とやってきた。いわゆる新婚初夜という状況だったが、怖気づく澪に、圭一郎は無理をしなくていいと言ってくれたのだ。でも澪は、その彼を引き止めて、大丈夫だと訴えた。そしてその後キスをして……と、そこまで思い出して澪の頬が熱くなる。

　その後の出来事は衝撃的のひと言だった。もちろん澪とて二十六歳の成人女性なのだから、年相応の知識はある。でも実際に自分がするとなると……。

　それにしても、と火照る頬を手で押さえ澪は昨夜の彼を思い出す。

　ベッドの上での圭一郎は、別人のように優しかった。

　はじめての行為の連続にいちいち戸惑い怖気づく澪を、少しも急かすことなくひとつひとつ丁寧に導いてくれたのだ。その優しさに、緊張で硬くなる澪の心と身体は自然と少しずつほぐれていった。

　よく知らない相手との初体験は、きっと我慢の連続だと予想していた澪だけれど、つらいことも痛いこともなにひとつなく幸せだと感じる瞬間もあったくらいだ。

　ただ最後は口もきけないくらいに疲れてしまって、記憶は曖昧。あの後、彼の方がどうしたのかまったく思い出せなかった。

　隣のシーツは乱れているから、同じベッドで寝たようにも思えるが……。

　サイドボードの時計を見るともう九時を回っている。休日の朝だとしても起きるには少し遅い時間だ。

　澪はベッドを抜け出してカーディガンを羽織りリビングへ行く。すると書斎から誰かが話す声が聞こえる。どうやら、圭一郎が電話をしているようだ。

　仕事だろう。

　そもそも新婚旅行がホテル滞在になったのは、彼の業務の都合だった。一応、彼は夏季休暇を利用していることになっているようだが、そこは巨大な企業の取締役なのだ。いつなんどき、緊急で連絡が入るかわからない。期間中どうしても外せない件もあるから、いつでもリモートで会社と繋がれて、なんなら駆けつけることもできる国内にいる必要があったのだ。

　少し開いているドアからそっと覗くと、ちょうど電話を終えた圭一郎が澪に気がついた。

「起きたのか。おはよう」

「お、おはようございます。すみません、寝坊しちゃいまして……」

　おそらく彼の方は随分前に起きていたのだろう。もう着替えていた。

「いや、謝る必要はない。昨日は疲れただろうし」

　そう言ってこちらにやってくる。澪の胸がどきりとした。

　圭一郎が少し心配そうに眉を寄せた。

「……身体は大丈夫か？」

「え？」

「少し無理をさせた」

　その問いかけが、昨日の夜の出来事を受けてのことだと気がついて、澪は真っ赤になってしまう。

「あ……。だ、大丈夫です……」

　そう答えるのが精一杯だった。とてもじゃないけれど、彼の顔など見られない。

「よかった」

　圭一郎が安心したように頷いた。

「朝食にする？」

「はい……」

　なんだか変な気分だった。てっきり優しいのはベッドの中だけだと思っていたのに、朝になっても続いている。

「私、着替えてきますね。……あ、でもまだ間に合うかな。私寝坊しちゃったから」

　そう言って立ち止まり彼を見ると、なぜか彼は不思議そうな表情をしている。

「あの……もしバイキングが終わっちゃっていたらすみません」

　澪がそう謝ると、彼はなにかに気がついたように、にっこりとした。

「大丈夫。朝食は、言えば部屋へ持ってきてくれる。何時でもかまわない」

　その言葉に、澪の胸がドキッとする。

　そうか、ここは特別に格式の高いホテルなのだ。澪が普段利用するホテルのように、朝食がバイキングというわけではないらしい。そういえば昨夜、専属のコンシェルジュとやらがそんなことを言っていたような。

　澪にとっては別世界の話だが、彼には普通のことだろう。さらにいうと坪井家のお嬢さまにとっても……。

「そ、そうでしたね。じゃあ、私着替えてきます……！」

　ろくに取り繕うこともできずに、澪は慌てて回れ右をしてそそくさと寝室へ向かう。

　ちゃんとお嬢さまらしくしなくては、と思いながら。




「気持ちいい……」

　リビングから続くテラスに置かれた椅子に座り、小鳥のさえずりと木の葉が揺れる音に耳をすませて澪はうっとりと目を閉じた。

　目の前には、新鮮な野菜とフルーツとフレンチトースト、それから温かいスープなどがテーブルいっぱいに並んでいる。

　いい天気だからリビングではなくテラスで朝食をとることにしては？と、コンシェルジュに提案されてそうしてもらったのである。

　向かいには圭一郎が座っていてコーヒーを飲んでいる。今日に限らず彼は普段から朝食は食べないのだという。

「ふふふ、贅沢……」

　さっそくグレープフルーツのフレッシュジュースをひと口飲んで澪はひとり言を言う。大自然に囲まれて、風の音を聞きながら朝食を食べられるなんて、なんて気持ちがいいのだろう。

　でも圭一郎がフッと笑ったのに気がついて慌てて口を閉じた。

　これくらいのことを『贅沢』だと表現するのはよくなかったかもしれない。本物のお嬢さまならどう言うのだろう。

　そんなことを考えながら、カボチャのスープをひと口飲む。そして目を開いた。び驚くほど美味しかった。

　カボチャの自然な甘さが胃の中に染み渡る。急に空腹を感じた。

　考えてみれば夕方に行われた披露宴以来なにも口にしていない。その披露宴でだって、緊張でろくに食べられていなかったのだ。

　もうひと口飲むと、もう止まらなくなってしまう。ほとんど一日ぶりの食事を澪は夢中で平らげた。

　ベビーリーフのサラダにベーコンとふわふわのスクランブルエッグ……フレンチトーストはおかわりをしたほどだ。

　向かいに座る圭一郎は涼しい顔で新聞を読んでいる。食べ終えた澪が自分の分のコーヒーを待っていると、口を開いた。

「お腹いっぱいになった？」

　どこか楽しげに微笑んでいる。

　そこで澪はドキリとした。また失敗したかもしれない。お嬢さまは、男性の前でこんなにたくさん食べないのかも……。

「はい、美味しかったから、つい……」

　気まずい思いで答えて、もじもじとしていると、コンシェルジュに声をかけられた。

「奥さま。ご滞在中、よろしければ、こちらはいかがでしょうか」

　いくつかのパンフレットと、ホテル周りの簡単な地図を手にしている。

「この辺りの人気のスポットです」

「わぁ、いろいろあるんですね」

　ワインの醸造所やチーズ工場、ガラス工房、隠れ家的なカフェなどがあるようだ。車でしか行けないけれどブランドショップが集まるショッピングエリアもあり、町から出ないでも不自由なく滞在できるようになっているのだろう。

　ホテルの宿泊客用のアクティビティもいくつか用意されていて、醸造所の見学やガラス工房での手作り体験などバラエティ豊かだ。

　滞在中、圭一郎は仕事をするようだから、ひとりで過ごす時間が多くなる。でもこれならば退屈することはなさそうだ。

「どれも楽しそう……」

　呟きながらパンフレットをめくり、澪はその中のひとつ【原生林を散策】という文字に目を留めた。

「これは……？」

　尋ねるとコンシェルジュがにっこりとした。

「御料地の森でございます。以前は一般のお客さまは入れなかった森でして、今も専属ガイドがつかないと行けません。貴重な植物が手付かずのまま残っているんですよ」

「貴重な植物が……」

「ご興味がおありですか？」

「はい」

　植物学者だった父と園芸好きの母の影響だろうか、澪は草花が好きだった。人と違って植物は嫌味も悪口も言わないし、手をかければかけるほど綺麗な花を咲かせてくれる。

「朝から出発して、途中東屋でお弁当を食べて、一日かけてゆっくりと巡るハイキングコースです。よろしければ明日も天気がいいようですから、いかがですか」

　とても魅力的な話だった。ぜひ行ってみたい。チラリと圭一郎を見ると、彼は新聞を膝に置いた。

「そうしたら？」

「じゃあ」と、澪は言いかける。でもそこで大事なことに気がついた。

「あ、でも私、ハイキングに行けるような服を持って来ませんでした。……靴も」

　この新婚旅行にあたって、澪は坪井家が用意した服や靴を持っていくようにと言われた。澪が坪井家から大切にされている令嬢だということを取り繕うためだ。

　それらはすべて、このホテルに相応しいものばかりだけれど、ハイキングに着ていくような服や靴はない。

　コンシェルジュが澪を安心させるように微笑んだ。

「それならば『ガーデンガーデン』で揃いますよ。皆さまそうされます」

　そう言って地図の中のショッピングエリアの名前を指し示す。そこで買えばいいということだろう。

「え……」

　澪はガーデンガーデンのパンフレットに視線を落として呟いた。

「買うのかぁ……」

　ハイキングと言ってもきちんと整備された道を歩くだけのようだから、必要なのは、長袖のシャツとウインドブレーカー、帽子と運動靴、リュックサックくらいのものだ。実家に行けば全部あるのに、明日のためだけに新しいものを買うのはもったいない。

　確かにガーデンガーデンにもアウトドア用品の店はあるようだが、普段の澪なら絶対に手を出さない高級ブランドだ。全部揃えたらいくらくらいになるのか、予想もつかなかった。

　……本当なら買いたくない。

　でもそれらがないと、ハイキングには行けないし……。

　パンフレットを見ながら澪があれこれと考えていると、向かいに座る圭一郎が噴き出した。そしてそのまま、くっくっと肩を揺らして笑っている。

　その様子に澪が首を傾げていると、彼はコンシェルジュに向かって口を開いた。

「ありがとう、今日の午後に行ってみるよ。ハイキングは明日予定しておいてくれる？」

「かしこまりました」

　コンシェルジュは頭を下げて部屋を出ていく。それを見届けてから、彼は今度は澪に視線を送る。

「買ってあげるから」

　そう言って、くっくと笑いながらまた新聞を広げている。

　しまった、と思い澪は赤くなった。

　お嬢さまは服を買うくらいで迷っていてはいけないのだ。さらにいうとブランドがあたりまえ。ハイキングセットを揃えるのを躊躇するなんて、ケチくさいお嬢さまだと思われたのだろう。

　まさかこれだけのことで、澪が本物のお嬢さまじゃないことまでは、バレていないだろうけれど……。

「ありがとうございます……」

　気を付けなくてはと、澪は気を引きしめてコーヒーを飲む。慣れるまであまり迂闊なことは言わない方がよさそうだ。

　すると今度は、圭一郎が口を開いた。

「そういえば、お義父さんは植物学者だったね」

　澪はコーヒーを置いて、頷いた。

「はい」

「だから君も、植物に興味があるんだな」

　その質問に、澪はすぐに答えられなかった。

　お嬢さまならどう答えるべきか？という疑問が頭に浮かんだからだ。普通に考えて、お嬢さまだって植物に興味があってもよさそうな気がするけれど。

　ああ、もう少しきっちりと頭の中でシミュレーションをしてくるべきだったのだ。彼の前での振る舞い方が、よくわからない。

　そんなことを考えていつまでも答えない澪に、圭一郎が首を傾げた。

「君が言う幸せな夫婦になるのなら、妻のことをもう少し知る必要があると思ったんだが」

「え!?　あ、そ、そうですね。すみません、ぼーっとしちゃって……はい。園芸が趣味なんです」

　あたふたとして澪は口を開いた。

「家の庭、結構広いんですけど亡くなった母が木や花をたくさん植えたんです。その手入れをしたりして」

　とりあえず、お金に関わる発言だけには気を付けようと思い、澪は話しはじめた。

「……なるほどね。お義父さんに手入れの仕方を教わったの？」

　澪は首を横に振った。

「父というより母ですね。小さい頃からよくふたりで庭を散歩していたんです。その時に歩きながらいろいろ教わりました。確かに父は植物学者ですけど、庭については母のテリトリーだから口出しはしないんです。喧嘩のもとだって言っていました。『黙ってる、それが夫婦円満の秘訣だ』なんて言って」

　そこで澪はふたりのやり取りを思い出して、ふふふと笑う。

　植物学者の父からしてみれば、完全に自己流の母のやり方はおかしなところだらけだったのだろうと思う。それでも父は優しく母を見守っていた。

「母が亡くなってから、父は毎朝庭を散歩するようになりましたけど、やっぱり自分ではやりません。なるべくそのままで母を思い出しているんだと思います。だから庭の手入れは、母から教わった私の役目なんです」

　森に囲まれたテラスにいるからだろうか、母がまだ生きていた頃のことが鮮やかに脳裏に浮かんだ。

「小学生の頃にぶどうの木を植えてほしいっておねだりしたことがあるんです。マスカットって高いじゃないですか、なかなか買えないから食べ放題してみたくて……そしたら母が植えてくれて、父が駐車場の屋根にうまく這うように支柱をたててくれたんです。今でも毎年実がなるんですよ」

「へぇ……、ぶどうって家でもできるのか」

「案外簡単にできますよ。ちゃんと実を収穫したかったら、袋をかぶせて保護するんですけど、うちはそのままにしておくんです。鳥が食べに来るように」

　母とふたりで庭先に隠れてその様子を観察したことを思い出し、澪の胸は懐かしい気持ちでいっぱいになる。

「今は父とふたりですから、そんなにたくさんできても食べられないですしね」

　と、そこまで話をして、澪は圭一郎がジッと自分を見つめていることに気がついた。

「あ……すみません、長々と」

　こんなに細かいところまで聞きたかったわけじゃないだろうと思い口を閉じる。話しだしたら懐かしくてつい止まらなくなってしまった。

「いや、君が大切に育てられたことがよくわかったよ。そういえばお義父さんは優しそうな人だったな」

　圭一郎が穏やかに微笑んだ。

「でもそれなら、君が家を出た後、庭の手入れをする人がいなくなるんじゃないか？」

「……それは」

　澪は答えられずに口籠る。

　結婚して家を出るにあたって澪が一番気にしていたところだった。

「……そういうことになりますが……これからは、父がやると思います。手入れを記録したノートがありますから。なんとかしてくれなくちゃ。なんといっても専門家なんですから」

　わざと明るく澪は言う。

　そうでもしないと暗い気持ちになってしまいそうだったからだ。

　きっと父はやらないだろう。母のやり方をそのままにしておきたいから。澪にはそれがわかっていた。

　そしてきっと庭は荒れてゆく。悲しいけれどどうにもならないことだった。

　圭一郎が、少し考えるように視線を落とし、また澪を見て口を開いた。

「君が時々家に帰って続けたらどうだ？　マンションからは少し距離があるけど、通えないほどじゃない」

「え？　……い、いいんですか？」

「もちろんだ。それだけ大切にしていた庭なら、君が手入れを続ける方がいいだろう。お義父さんもひとり暮らしは心細いだろうし顔を見せる意味でも一石二鳥じゃないか」

　思いがけない提案だった。

　康彦からは、結婚したら実家とは縁を切るつもりでいろと言われた。もちろん父が父だということに変わりはないが、しがない植物学者に向坂家との付き合いは無理だというわけだ。

　婚家との付き合いは、父親代わりという設定の康彦がやる。令嬢でないことがバレないように、よほどのことがない限り実家には帰るなと厳命されている。

「通いにくいようなら、もう少し君の実家寄りに引っ越してもいい。もちろんすぐにとはいかないが……」

「い、いえ、そこまでは……！」

　澪はもう仕事をしていないし、これからもする予定はない。時間はたっぷりあるのだから、そこまでしてもらう必要はない。それよりもなにより、庭の手入れを続けてよいと言われただけで十分だった。

「あの……本当にいいんですか？」

「ああ、もちろん」

　こともなげに彼は言う。

　澪の視界がじわりと滲んだ。

「……ありがとうございます」

　こんなことで泣いてしまうなんて、情けない、と自分でも思う。でも涙は止まらなかった。

　理不尽な見合い話を言いつけられて無理やり仕事をやめさせられてから、今この時まで、つらくとも澪は泣くことはしなかった。嘆くなんて意味がない、乗り越えろと、自分自身に言い聞かせて。

　でも自分のことはともかくとして、父のことは心配だった。

　思い出が詰まったあの家を守れたことはよかったが、父をひとり残していくことが心配でたまらなかったのだ。

　まさかそれをこんなに簡単に取り除いてもらえるなんて。

　澪の胸が温かい感謝の気持ちでいっぱいになっていく。

　きっと彼にとっては些細なことなのだろう。日中、忙しくする間、家にいる妻がなにをしていようがあまり関係ない。

　でも澪にとってはとても大事なことだった。

「すみません……」

　突然泣き出してしまったことを詫び、一生懸命に涙を止めようとするけれど全然うまくいかなかった。

　張り詰めていた細い糸が切れたように、後から後から涙は溢れる。

「いや……いいよ」

　圭一郎が咳払いをして首を振る。そして静かな眼差しで澪を見ている。

　無理やり押し付けられた結婚は、澪の意思はなにひとつ反映されないままに走り出した。

　きっとこれからもこんなことの連続で、我慢を強いられることも多いのだろう。

　……それでも、少なくとも相手になる人が彼でよかった。

　澪は心からそう思った。




《……午前中は以上です。午後は、マネージャー会議がありますから報告が上がってきたら、転送いたします》

「いや、こちらで直接アクセスして見ておくからそれはいい」

《了解しました。念のため夕方には報告メッセージを入れておきます》

「ありがとう、よろしく」

　昼下がりのショッピングエリア。ガーデンガーデンのベンチに座り、圭一郎は本社にいる渡辺と電話をしている。

　朝食の後、午前中いっぱい書斎で仕事をし、澪とホテルで昼食をとってから、明日のハイキングに必要なものを揃えにガーデンガーデンにやってきた。さっそくアウトドア用品の店に入り選んでいると、圭一郎の携帯が鳴ったのである。圭一郎は澪を残して店を出て、店の前のベンチに座っている。

《副社長、そういえば先週の件ですが……》

「ああ、それは……」

　渡辺と話をしながら、圭一郎は店の中で商品を眺めている澪の姿を目で追った。

　彼女はレディース用品を手に取って首を傾げあれこれと考えている。だが洋服のデザインというよりは、値札に書いてある数字の方が気になるようで、いちいち確認しては目を丸くしている。

　そもそも彼女はハイキング用品を購入して揃えることにも躊躇していたのだ。朝食の時、コンシェルジュから渡されたガーデンガーデンのパンフレットを眉間に皺を寄せて見ていたのを思い出し、圭一郎は笑みを浮かべた。

　今朝からの彼女の振る舞いは、自分が坪井家の令嬢であると取り繕うつもりはあるのだろうかと疑ってしまうことの連続だ。

　圭一郎の車に乗り込んだ時もそうだった。

『よろしくお願いします』と口にして助手席に座った彼女は、ホテルでもらった周辺地図を広げていた。圭一郎がナビでガーデンガーデンの場所を検索し設定すると、気まずそうに地図を畳んで鞄にしまったのだ。

　まさか道案内をするつもりだったのだろうか。

　そんなことを考えたらおかしくなって圭一郎はついついからかうような言葉を口にした。

『君の車に、ナビはないの？』

　彼女は頬を膨らませて反論した。

『ありますけど、古いから時々変なところに案内されちゃうんです！　だからこれは念のために……』

　でもそこで、しまった、というように口を閉じて気まずそうにうつむいた。ご令嬢の車のナビが古いなんてことはありえない、さらにいうとご令嬢が自分で運転すること自体が不自然だと気がついたのだろう。

　木漏れ日が差し込む森の道を運転しながら、圭一郎は笑いを噛み殺すのに必死だった。逆境に屈しない強さと、今どき珍しいくらいの純真さを合わせ持つ彼女は、それでいて嘘はあまりうまくないようだ。

　結婚式の時は最大限気を張っていてなんとかなったけれど、一夜明けて、ボロが出始めたというところだろう。

　でもその彼女の素直な反応を、圭一郎は間違いなく可愛らしいと感じている。だからこそ、もっと彼女のことを知りたいと考えていた。

　……だがそのためには、はっきりとさせておかなくてはならないことがある。

《ではまた夕方に……》

　そう言って通話を終えようとする渡辺を、圭一郎は止める。

「待ってくれ」

　そして一段声を落とした。

「渡辺、追加でひとつ調べてほしいことがあるんだ」

《はい》

　圭一郎は、店の鏡の前で難しい顔をして帽子の試着をしている澪を見つめながら口を開いた。

「坪井澪……妻のことだ。彼女がなぜこの結婚を受け入れたのかということに焦点を絞って調べてほしい」

《なぜ結婚を受け入れたか……？》

「君の言う通り、財産目当てなのか。あるいは、なにかほかに断れない理由があったのか」

　説明をしながら、圭一郎は今朝の朝食後に彼女が見せた涙を思い出していた。

　実家の庭の手入れを続けていいと言っただけで、堰を切ったように泣き出した。その姿を圭一郎は美しいと感じていた。

　父親と血がつながりはなくとも彼女は大切に育てられたのだ。彼女の涙には、父を思う気持ちが溢れていた。

《結婚を受け入れた理由……坪井家のためなのではないですか？》

　渡辺からの問いかけを、圭一郎は否定した。

「そういう建前だが、そもそも彼女も彼女の父親も銀行経営には関わっていないだろう。極端なことを言えば五菱と向坂自動車うちがどうなっても関係のない立場にいるんだ。人生をかけてでも取引を成功させる動機はない」

　それなのに見合いの日、澪はこの結婚は断れないと言ったのだ。

　財産目当てあるいは玉の輿を狙っている。結婚式を挙げるまで、圭一郎はその可能性も否定できないと思っていた。だが実際に式を終えてからここまでの彼女の印象で、そうではないと感じていて、あの涙に確信を深めた。

　彼女にはこの結婚を受け入れなくてはならない理由があった。それは彼女を大切に育てた父親にとっても苦渋の決断だったのではないだろうか。

　今から思えば式に出席していた父親の表情はどこか暗かった。

「おそらく坪井頭取と澪の父親との関係が鍵だと思う。……念のためだ。取引に関係しないとも限らないからな」

　澪自身に興味が湧いて調査を頼んでいるのだと悟られないように圭一郎は、わざと事務的に言う。

　渡辺は素直に頷いた。

《わかりました。そこまでとなると少しお時間をいただくと思いますが調べてみましょう》

「頼む。……それから明日の予定だが。私は携帯の電波が届きにくくなる場所にいる。なにかあるなら今日中に頼む」

　今日の午前中でやらなくてはならないことはすべて済ませたから、基本的に明日からは完全にフリーだ。それでも連絡手段や居場所を伝えておく必要がある。

　向坂自動車規模の企業の取締役ともなると、セキュリティの都合上、常に居場所を会社が把握していなくてはならない。なにか不測の事態が起きた時に連絡がつかなかったら大問題に発展する可能性があるからだ。

《携帯が圏外……どちらへ行かれるんですか？》

　やや驚いた様子で渡辺が問いかける。当然だ。海外出張でもないのに、携帯が繋がらないなんてことは副社長に就任してからの五年間で一度もなかったのだから。圭一郎は、気まずい思いで答えた。

「……森だ」

《え？　森ですか？》

　素っ頓狂な声をあげる渡辺に、圭一郎は心の中で舌打ちをする。でも言わないわけにはいかなかった。

　これは、取締役としての義務だ。

「森へ行くことになっている……ハイキングだ」

《……ハ、ハイキングですか……？》

「そうだ。じゃあ、また夕方に」

　困惑する渡辺にそれ以上なにも言わせずに、圭一郎は一方的に電話を切る。そして、俺がハイキングに行くのがそんなにおかしいのか、と心の中で悪態をついて舌打ちをした。

　さっき澪にも驚かれたのだ。

　店に入り、自分の分も選ぶと圭一郎が告げると彼女は足を止めて固まった。

『え、圭一郎さんも行かれるんですか……？』

『なんだ？　君の言う幸せな夫婦は、別行動が基本か？』

　じろりと睨みそう切り返すと、慌てて口を閉じていた。

　とはいえ、自分でも意外な行動であるのも確かだった。

　まだよく知らない相手との旅行なのだ、無理にずっと一緒にいるよりも適宜距離を取る方がいいだろう。ハイキングなんてもってのほかだ。

　でもどうしてかは不明だが、圭一郎は一緒に行きたいと思った。大自然の中をふたりで歩き、貴重な植物に目を輝かせる彼女をそばで見たいと思ったのだ。

　そういう意味で、渡辺と澪のリアクションに対する圭一郎の気持ちは、八つ当たりでしかないだろう。

　圭一郎は自分自身に苦笑して、店の中の澪に視線を移す。

　彼女は店のスタッフにたくさんの商品を並べられてあたふたとしていた。おそらくそんなにたくさん高いものを買ってもらうわけにいかないと慌てているのだろう。

　その様子がおかしくて圭一郎はフッと笑った。

　そろそろ助け船を出した方がよさそうだ。

　そう思い立ち上がった。




　塩味の効いたおにぎりにかぶりつき、澪は思わず笑顔になる。午前中いっぱい森の中をたっぷり歩いたから特別に美味しく感じられた。

　背の高い木々の間から白線のような真っ直ぐな光がいくつもいくつも差している瑞々しい空気に満ちた原生林の東屋で、澪は圭一郎とふたりベンチに座り、ホテルが用意してくれた弁当を広げている。

　海苔を巻いたおにぎりと、唐揚げ、インゲンの胡麻和え、卵焼きというシンプルなメニューだが、どれもこれも美味しかった。

「外で食べるとどうしてこんなに美味しく感じるんだろ」

　そうひとり言を言って唐揚げを食べようと口を開く。そこで視線を感じて隣を見て、澪は慌てて口を閉じた。

　圭一郎がどこか楽しげに澪のことを見つめていたからだ。

　またなにかやらかしてしまったのだろうか。

　結婚式を終えてからここまでで、すでに澪は何回もお嬢さまらしくない言動をしてしまっている。そのたびに彼は、おかしそうに笑うのだ。

　まさかそれだけで、澪が本物のお嬢さまではないとバレているわけではないだろうが、随分変わったお嬢さまだと思われているのは確かだ。今もまたなにかおかしなことを言うんじゃないかと思われているのかもしれない。

　余計なことは言わないことにして、澪はもくもくと弁当を口に運んだ。

「こんなに歩いたのは久しぶりだな」

　あっという間に自分の分を食べ終えて、圭一郎が気持ちよさそうに森を見上げる。その横顔に澪の胸がどきんと跳ねた。木漏れ日に透ける黒い髪が、とても綺麗だった。

　今日の彼は、昨日買った紺色のウインドブレーカーとスニーカーという、森を散策するのに最適なラフな服装だ。結婚式や見合いの日のスーツ姿とは違うけれど、やっぱりとても素敵だった。

　もともと素敵な人はどんな服を着ていてもカッコいいんだろう、とそこまで澪は考えて、そんな自分にハッとする。

　彼のことをいつのまにこんな風に思うようになったのだろう。

「それにしても君があんなに植物に詳しいとは意外だったよ。好きだとは聞いていたけど、専門的な知識もあるみたいじゃないか。ガイドも驚いていた」

　圭一郎が澪に視線を移す。

「そんなことは……昨日の午前中に、予習してたんです。ホテルの方がここの森の植物についての本を貸してくださって。ここでしか見られない種類のつゆ草を見つけられたので嬉しかったです」

　圭一郎が微笑んだ。

「それはよかった」

　その笑顔に澪の鼓動はとくとくとくとスピードを上げていく。頬が熱くなるのを感じて、澪は彼から視線を逸らした。

　顔が赤くなっているのを、気づかれないといいけれど。

　それにしても彼のちょっとした言動に、どうしてこんなにも身体が反応してしまうのだろう。

　内心で動揺しているのをごまかそうと、弁当に視線を落としたまま、澪は別の話題を振る。

「わ、私の方も意外でした。その……圭一郎さんがこんなによく笑う人だなんて。お見合いの時は、ちょっと怖い人なのかもしれないって思ったくらいだから」

　あの時の彼は一応微笑んではいたが、目は全然笑っていなかった。澪は、こんな人と夫婦としてやっていけるだろうかと不安になったのだ。

　でも今の彼は、本当によく笑うというのが澪の感想だ。

　ここまでくる間も、立ち止まり花の写真を撮る澪を柔らかな笑顔で見守っていた。

『何枚撮るんだ？』

　そんなことを、からかうように言いながら。

　お嬢さまとしては少し外れた澪の言動に、噴き出して肩を揺らしている様子は、心底おかしそうに見える。

「私が変なことばっかり言ったりしたからかもしれないですけど……」

　そう言って澪は目を上げる。彼を見ると、圭一郎は眉を寄せ、少し怪訝そうな表情になっていた。

「あの……圭一郎さん？」

　その彼の様子にいけないことを言っただろうかと心配になって呼びかけると、彼は空咳をして澪から目を逸らした。

「……いや、なんでもない」

　その時、ふたりがお弁当を食べ終えたのを見計らったようにガイドが、東屋の方へやってきた。

「休憩できましたか？　午後からも少し歩きますよ」

　圭一郎が気を取り直したように彼に答えた。

「大丈夫です。腹ごしらえもしましたし」

「それはよかった。それにしても天気がよくてよかったですね。明日からもしばらく崩れないようですから、いい時期に来られました。ちなみに明日もどこかへ行かれるんですか？」

　ガイドからの問いかけに、圭一郎が答える。

「ワインの醸造所の見学に行こうと思っています」

「え？」

　澪は思わず声をあげて、すぐに圭一郎に睨まれて口を閉じる。でも頭の中には大きなハテナが浮かんでいた。

　確かに明日、澪は醸造所見学に行くことになっている。朝食の時にコンシェルジュに尋ねられて、そうすることに決めたのだ。でも、ひとりで行くつもりだったのに……まさか明日も彼は、一緒に行くつもりなのだろうか。

　醸造所は少し離れたところにあるから、見学は一日がかりになる。

　だって……仕事は？

「醸造所ではワインのラベルにおふたりの名前と記念の日付を入れてもらうことができるんですよ。お土産に人気です。ワインはお好きですか？」

「ええ、だから楽しみなんですよ。ただ車で行くので試飲ができないのが残念ですが」

　圭一郎がにこやかにガイドに答えている。

　と、いうことはやっぱり彼は一緒に行くつもりなのだ。朝食時のコンシェルジュの前ではそんな素振りはなかったから、とにかく予想外のひと言だった。

　でも思い返してみれば、そもそもこのハイキングだってまさか一緒に来ることになるとは思っていなかったのだ。アウトドア用品の店で彼が、自分の分を選ぶと言った時も、澪はさっきみたいに驚いてしまい今のように睨まれた。

　もちろん彼と一緒に行動するのが、嫌だというわけではないけれど……。

　この旅行、別々で過ごすものだと思っていたけれど、なんだか少し違うようだ。そんなことを考えながら澪は弁当の蓋を閉じた。




　満天の星のもと、静かな湖の水面に黄金色の月がぽっかりと浮かんでいる。ちゃぷんちゃぷんという水の音が耳に心地よくて、澪はほぅと息を吐いた。

「綺麗……」

　少し冷たい夜風が吹いて、澪の頬をなでた。

「寒いだろう」

　圭一郎が着ていたウインドブレーカーを脱ぎ、後ろからそれを澪に着せかけてくれる。彼の香りに包まれて澪の頬は熱くなった。

　新婚旅行最終日の夜である。

　夕食後、澪は圭一郎に誘われてホテルからも見える湖畔へ夜の散歩にやってきた。

　なんの目的もなくただふたり並んで歩くだけ。一週間前の澪だったら、こんな風に彼と散歩をするなんて、いったいなにを話したらいいのやらと気まずい思いを抱いたかもしれない。でも今は、そんな風には思わない。胸がドキドキするのは変わらないけれど、ふたりでいることに言いようのない居心地のよさを感じていた。

　そのくらい、この一週間でふたりの距離は縮まっていた。

　この旅行は澪が当初想像していたものとはまるっきり違っていた。

　もともとは彼の仕事に支障がないことを考慮して決められた計画だったから、澪はほとんどの時間をひとりで過ごすものと思っていた。でも蓋を開けてみれば、彼は本格的に仕事をしていたのは初日だけで、時折パソコンのチェックはするものの、あとの日はずっと澪と一緒に行動したのだ。

　原生林へのハイキングから始まって、醸造所やチーズ工房への見学、ガラス工房での手作り体験、澪はやりたいと思ったことすべてを圭一郎と一緒にやったのだ。

　しかも夜ははじめての夜同様、彼の腕に抱かれた。

　本当に、全然予想もしていなかった展開だ。でもそれを澪は少しも嫌だとは思わなかった。

　それどころか……。

「明日で終わりかぁ」

　夜空を見上げて澪は呟く。この旅行が終わることを、とても残念に思っている。

　圭一郎がそんな澪をチラリと見て、やや申し訳なさそうに口を開いた。

「……本当に今さらだが、新婚旅行をこちらの都合で全部決めて悪かった。また別の機会に君の希望に沿う場所へ連れていくよ。すぐにとはいかないけど」

　澪は彼を見て首を横に振った。

「そんなことは……」

　そして少し考えてから、今胸にある素直な思いを口にした。

「この旅行、私すごく楽しかったです。あまり人が入れない森に行けたのも嬉しかったし、ホテルの雰囲気も好きでした。確かに私が選んだ場所ではないですけど、新婚旅行がここでよかったって思います。もし別の機会にどこかへ連れていってくださるなら、私またここへ来たいです」

　そう言って彼を見ると、圭一郎が眩しそうに目を細めた。

「ああ、また来よう」

　嬉しかった。

　不安だらけだった新婚旅行が思いがけず楽しかったことも、今自分が彼の隣にいることも、またここへ一緒に来られるのだということも。

　そしてなによりそう感じられること自体が、とてもとても幸せだ。

「澪」

　名前を呼ばれて、頬が彼の手に包まれる。その温もりに頬ずりをすると胸の中が温かいものでいっぱいに満たされた。その温もりの正体に、もう澪は気づいている。

　こんなにも早くこんな気持ちになるなんて、自分に起きたことが信じられない。

　ドラマか、小説の中だけの話だと思っていた。

　でも間違いないと確信する。

　――恋に落ちるって、こういう感じなんだ。

　心の中でそう呟いた時、唇に優しいキスが降ってきた。




　ホテルの書斎の椅子に座り、圭一郎はノートパソコンの画面を睨んでいる。湖畔への散歩から帰ってきた後、荷造りをしながら確認してみると渡辺からメールが入っていたのだ。内容は澪の調査結果についてだった。

　もちろん圭一郎が彼に追加の調査を指示してから一週間と経っていないから、その分の報告が上がってきたわけではない。はじめの調査結果に補足としてついていた資料だ。

　前回は澪の出生について注目していたから関係がないと判断し圭一郎に渡さなかった部分のようで、五菱銀行の役員として名を連ねている坪井一族の相関関係が書かれている。

【追加の調査依頼をする前に、こちらでなにかわかることがあるのではと精査してみました】とある。そして報告すべき点を見つけたからこうしてメールをしてきたというわけだ。

　資料によると、澪の父親の坪井治彦は、康彦に多額の借金をしているという話だった。坪井本家の元家政婦が、本家を訪れる治彦を何度か目撃している。どうやら澪の学費を工面するためだったようだ。

　詳しい額まではわからないが、大学の研究員としてのおおよその年収と、澪が通っていた学水院の学費及び納めるべき寄付金の額を比較すると、相当な額にのぼると予想されるとある。

【ですが、これだけでは根拠としては弱いと思います】

　渡辺はメールの中で書いている。

　曰く、治彦には自身名義の自宅がある。場所もよく、広さもあるから建物はともかくとして土地は相当な高値で売れるはず。

　借金を返済するには十分な金額になるという。

【ほかにもなにかないか、追加で調査を依頼中です。またなにかわかりましたらご連絡いたします】

　渡辺はそう締めくくっている。

　意に染まぬ結婚を受けるには、返済可能な借金では弱いと彼は言う。

　だが――。

　これだ、と圭一郎は確信する。

　結婚式の次の日に、実家の庭がどれだけ大切なのかを圭一郎は直接澪の口から聞いている。この一週間でも彼女は折に触れて実家の庭の話をしていた。

　夏は縁側を吹き抜ける風が気持ちいいこと。

　落ち葉が積もる秋の庭を歩くのが好きなこと。

　いい庭を作るためには冬の土づくりが大切なこと……。

　康彦からの借金は自宅を売れば返済できたかもしれないが、実家の庭をなによりも大切に思っている彼女にそれはできなかったのだろう。

　あの日の彼女の涙を思い出し、圭一郎は奥歯を噛みしめた。

　取引の相手としか見ていなかった坪井康彦に対して、気持ちの悪い怒りの感情が腹の底から湧き起こるのを感じていた。彼は会社のために澪に犠牲を強いたのだ。

　人を人とも思わない冷血な男。

　だが澪からみれば、圭一郎もまた同じなのだろう。見合いの日、自社の利益を守るためなにがなんでも結婚を継続させると彼女に宣言をした。

　亡くなった母親と血のつながりのない父親、大切な家族の思い出をなんとしても守りたいという彼女の心を利用したのだ。

　圭一郎は天井を仰ぎ目を閉じる。

　今まで経験したことのない胸の痛みを感じていた。

　前回の調査結果によると、澪はもともと文具メーカーに勤めていたという。入社してからの三年間でちゃくちゃくと力をつけて戦力にもなっていた。周囲の評判もよかったという。だがそれもおそらくは無理やり辞めさせられたのだ。坪井家の令嬢のフリをするために。

　圭一郎は自分自身に問いかける。

　この結婚の裏事情を知った今、自分はどうすべきなのだろう。

　――なるべく早く、彼女を解き放つよう努力するべきか。

　五菱との取引に反対しているとはいえ、両者の関係が軌道に乗ってしまえば、祖父とて途中でやめろとは言わないだろう。それまで待って……だが。

『圭一郎さんがこんなに笑う人だなんて』

　森で、澪に言われたことが頭に浮かぶ。あの時、圭一郎はその言葉に衝撃を受け、返事をすることができなかった。今までの恋人たちに言われたのとは真逆の内容だったからだ。

『圭一郎って、いつも難しい顔をしてるのね。笑ってるところを見たことがない気がする』

　いつもそう言われてきた。

　あたりまえだ。へらへら笑っている暇などない。常に業務のことを気にかけていなくてはならない立場にいるのだから。

　でもこの旅行では……。

　――心からリラックスできているということか。

　確かに彼女を見ていると自然と笑みが浮かんでくる。一生懸命にお嬢さまのフリをする彼女が、可愛らしくおかしかったからだ。いったい次はなにをやらかすのかと思うと目が離せなくなっていた。

　森をゆっくり歩きながら、気になる草花を見つけては嬉しそうに写真を撮る彼女の横顔を見るうちに、圭一郎は次の日の醸造所見学も一緒に行こうと心に決めた。そして、そんなことを繰り返しているうちに、結局すべての日程をふたりで一緒に過ごしたのだ。

　そして夜は、普段の不眠が嘘のように同じベッドでぐっすりと眠った。

　押し付けられた結婚から澪を解放する。すなわちそれは、このような時間を手放すということだ……。

　圭一郎は、もやもやとした思いを抱いたままノートパソコンをパタンと閉じる。そこでリビングから物音がすることに気がついて立ち上がった。行ってみると、澪がバスルームから出てきていた。

　濡れた髪を拭きながら鞄になにかをしまっている。

「……荷造りは済んだのか？」

　尋ねると、こちらを見てにっこりとした。

「はい。でも鞄がパンパンで。どうして旅行の時って、帰る時はこんなに荷物が多くなるんだろう？」

　口を尖らせながら、一生懸命鞄のチャックを閉めようとする姿に、圭一郎の胸は締め付けられるように切なくなった。

「土産をたくさん買うからだ。ガラス工房で」

　ガラス工房で彼女は箸置きやグラスを買っていた。ひとつひとつじっくりと見て真剣に悩む姿が可愛かった。

　そのことについてからかうと、彼女は頬を膨らませた。

「け、圭一郎さんが服をたくさん買ったからです！　あんなに何枚もいらなかったのに……」

　そこまで言いかけて慌てて口を閉じている。

　アウトドア用品の店で、あっちもいいしこっちもいいと悩む澪の服を、まとめて全部買ってやった圭一郎の行動について言っているのだ。

「ああいう服は、何枚あってもいいじゃないか」

　言いながら圭一郎は歩み寄り、澪を腕の中に閉じ込める。彼女の無垢を思わせる清潔なシャンプーの香りに、圭一郎の中のなにかに火がついた。

「それにガーデニングにも最適だ」

　真っ赤に染まる小さな耳に囁くと、澪が身体を震わせる。

「で、でも……ガーデニングにはちょっと高級すぎ……んっ！」

　そのまま首筋を唇で辿ると、彼女は甘い吐息を漏らし、腕の中で溶けてゆく。

　力の抜けた身体を支え、大きなソファに寝かせると潤んだ瞳が熱を帯びる。その視線に誘われるように口づけた。

　……そのまま、中を味わった。

　はじめとは比べものにならないくらいの素直な彼女の反応に、圭一郎自身夢中になっていく。

　澪にすべてを教え込んだのは自分なのだ。今さら手離すつもりはない。

　腹の中で凶暴な思いが暴れ出す。

　この新婚旅行中、圭一郎は毎晩何度も彼女を抱いた。当初の予定では、まだ手を出さないと決めていたことも忘れて。

　手離せないと、心から思う。

　真実を知った今、解放してやるのが正義だとわかっていても、どうしてもできそうになかった。

　……この気持ちの正体に、圭一郎はもう気づいている。

　それは、自分とはまったく関係なかったはずの感情だ。

「澪、口を開けて……そう、上手だ」

　素直に従う彼女の服を、圭一郎は脱がしていく。

「あ、圭一郎さん……待って」

　澪が、恥ずかしがって身をよじる。

　でも手を止めることはしなかった。シャワーを浴びたばかりの柔らかな肌に口づけて、自分の跡しるしをつけてゆく。

「……嫌か？」

　形だけの確認に、澪が唇を噛み首を振る。

「そうじゃないけど、私、シャワーを浴びたばかりなのに……」

「ああ。すごくいい匂いがする」

　本当に予想もしていなかった。自分がこんなにもひとりの女性に溺れるなんて。こんな感情になるなんて。

　だがこうなったら、もう腹を括るしかない。

　望まない結婚だとしても、幸せになりたいと彼女は言った。

　手離せない。

　ならば自分は全力で彼女の望みを叶えよう、持てる力すべてをかけて。

　それが、彼女を愛しはじめた圭一郎が出した答えだった。










忍び寄る影




　向坂自動車本社ビルの副社長室で、圭一郎は夕暮れの街を眺めている。

　紫色とオレンジ色が混ざり合いグラデーションを作る空の下、二十四時間体制で動き続ける工場の向こう側の家々に、チラホラと灯りがつきはじめている。副社長に就任してから五年間、毎日のように見ている光景だ。でも今それを見つめる圭一郎の心境は、以前とは随分違っている。

　あの家の灯りひとつひとつに家族があり、愛し合う者たちがいて幸せな家庭を築いているのだ。冷たい家庭で育った以前の圭一郎にはわからなかった世界が、今は手に取るようにわかる。

　圭一郎のマンションにも澪がいて、圭一郎の帰りを待っている。まだ互いにぎごちなくはあるものの温かい家庭を築きつつある。

　澪と結婚してから約二カ月が経った。

　季節は秋に差し掛かり、夜の風が少し寒く感じられる。

　以前の圭一郎だったら、こんな季節の変化にも気がつかなかっただろうと思う。コンクリートのビルの中でひたすら業務をこなし、日付が変わる直前に自分のマンションへ戻る。その繰り返しの日々だったから。

　今もスケジュール自体にそれほど変化があるわけではないけれど、季節が変わったのをしっかりと感じられるのは澪がマンションに花を飾るからだ。

　新婚旅行から戻り彼女はマンションへ越してきた。そして生活を整えつつ時間を見つけて実家にも通って庭の手入れを続けている。

　庭で育てた花をマンションに飾ってもいいかと遠慮がちに尋ねられ、圭一郎が頷くと、嬉しそうに持って帰ってきて飾るようになったのだ。

　玄関を開けた時に感じるどこか瑞々しい空気を、圭一郎は気に入っていた。

　今日の業務はすべて終えたから、自分も澪のもとへ帰ろう。圭一郎がそう思った時。

　コンコンというノックの音がして振り返る。

「どうぞ」と答えるとドアが開き、入ってきたのは渡辺だった。

「失礼します」

「……なんだ、まだいたのか？」

　思わず圭一郎は叱こ言ごとのようなことを言ってしまう。今日の業務は比較的早く片付いたため、もう帰るように言ってあったからだ。今までも余計な残業はさせないように心がけてはいたが、彼の妻の妊娠を知ってからはさらに気を付けている。

「はい、申し訳ありません。所用がありましたもので。副社長、少しお時間よろしいでしょうか」

　その言葉に圭一郎は頷きつつ身構えた。有能な彼のこの言葉の後には、澪についてのなにかが明らかになることが最近続いていたからだ。

　だがその圭一郎の様子に渡辺が苦笑した。

「深刻なお話ではないですから、ご安心ください。……何度か奥さまについて失礼なことを申し上げましたので、無理もないかもしれませんが。調査も終わりましたし、今後は余計なことを申し上げるつもりはありません。なにより結婚生活が順調のようですから……」

　そう言ってくすくすと笑っている。

　圭一郎は咳払いをして彼から目を逸らした。

「……いや、ありがたかったよ」

　察しのいい部下に自分の澪に対する気持ちを見透かされているのが恥ずかしかった。

　新婚旅行中は初日以外に外せない用事は入れていなかったが、いつでもリモートで繋がれる体制にしてあって、彼には緊急でなくても呼んでくれてかまわないとあらかじめ言ってあった。

　だが二日目の電話の時の〝ハイキングへ行く〟発言で、なにかを感じとったのだろう。電話での連絡はなくなり、メッセージもこちらからの返事は必要ない報告のみになった。

　さらにいうとこの二カ月間は、彼のみならず圭一郎も余計な残業はしなくなり、やるべきことを終わらせたら帰宅するようになったのだから、秘書としてそばにいる彼には、結婚生活が当初予想していたのとは違っていることくらいは、察しがつくのだろう。

「今日は副社長にお渡ししたいものがありまして……」

　意味ありげに彼は言って、振り返る。するとまたドアが開いて圭一郎の秘書室のメンバー七名が入ってきた。手に花束とプレゼントらしきものを抱えている。

　そこで圭一郎は彼らの用件に思いあたり驚いて立ち上がった。

　渡辺が、にっこりとして口を開いた。

「我が社ではこういった儀礼的なやり取りは全面的に廃止されてはおりますが、個人的な贈り物は禁止ではありません。秘書室から副社長へのご結婚のお祝いです」

「副社長、ご結婚おめでとうございます」

　渡辺の後ろの第二秘書がそう言うと、後ろのメンバーもにこにことして、口々に祝いの言葉を述べた。

　圭一郎は机を回り込み、彼らに歩み寄った。

　渡辺の言う通り、向坂自動車は社内での昔ながらの儀礼的なやり取りは随分前に廃止されている。バレンタインデーや、上司に対するお歳暮やお中元といった類のものは時代の流れにそぐわないどころか、社員の負担になるからだ。

　だからといって個人間のやり取りはもちろん禁止ではない。秘書室のメンバーについては、結婚、出産と、なにかあるたびに会社から出る祝い金とは別に圭一郎は祝いを包むようにしていた。

　だから圭一郎の結婚について、彼らが気を遣わないように、祝いなどは不要だと渡辺にあらかじめ言ってあった。

「副社長からは気を遣わないようにとおっしゃっていただいておりましたが、どうしてもお祝いの気持ちを伝えたいと思いました。せっかくお心遣いいただきましたのに、申し訳ありません」

　第二秘書の言葉に、圭一郎は首を横に振った。

「……いや、嬉しいよ。ありがとう」

　そして花束とプレゼントを受け取った。

　ブルーにまとめられた花束の花の名前はわからないが、澪が喜ぶだろうと思う。

『庭の花は控えめで好きですけど、ちょっと素朴すぎるかなって思ったりもします。でもお花ってお花屋さんで買うと高いんですよね』

　以前そんなことを言っていたからだ。

　一方でプレゼントは少し重さが感じられる。互いに目配せをし合っている女性社員たちに目を留めて、圭一郎は確認した。

「開けてみてもいいかな？」

　贈り物を受け取った時にその場で中身を確認するかどうかは相手との関係による。ビジネス上のやり取りで儀礼的なものを受け取った時は、その場では開けないことがほとんどだ。

　でも今は、彼らから〝開けて中を見てほしい〟という空気を感じた。おそらくこれは自分のために選んでくれたのだ。

「ぜひぜひ」

　女性社員数人が頬を染めて嬉しそうに答えた。

　中身は、高級食器ブランドのペアカップだった。全体に素朴だけれど上品な花が描かれている。

「奥さまが、花がお好きだとお伺いしましたので……」

　手に取って眺める圭一郎に、ひとりの社員が遠慮がちに口を開く。圭一郎は渡辺をチラリと見た。そういえばなにかの折に彼にそう漏らしたかもしれない。渡辺が素知らぬフリで目を逸らした。

　とはいえ、カップのプレゼントは素直に嬉しかった。これもきっと澪は喜ぶだろう。

「気を遣わせて申し訳なかった。でも花束もプレゼントも妻が喜ぶと思う。私も嬉しいよ。ありがとう」

　心からそう言うと、メンバー全員が一斉に顔を見合わせて笑顔になる。ひとりの社員が口を開いた。

「二カ月も遅れてしまって申し訳なかったですが、正直言って迷ったんです。渡辺さんからお祝いは不要だと聞いていましたし、副社長がそうおっしゃるということは本当にその通りなんだろうと思いましたから……」

　圭一郎は頷いた。

　秘書室とはしっかりした信頼関係を築けていると自負している。圭一郎が不要だと言ったら本当に不要で、裏のない言葉だということは十分に伝わっていたのだ。

「ただ……ご結婚されてから副社長は私たちから見てもわかるほどお幸せそうです。雰囲気がとても柔らかくなられました。もちろん以前から親切にしていただいてはいましたけど」

「ふふふ、やっぱりお祝いしたいよねって話になったんです」

　別の社員がそう言って、隣の社員と微笑み合っている。

「そうか……いや、浮かれてしまって、申し訳ない」

　咳払いをして圭一郎は答えた。

　渡辺のみならず、ほかの社員にも結婚生活が順調であることが、バレているのが恥ずかしかった。

「とんでもないです」

　別の社員が声をあげた。

「以前も無理な指示はありませんでしたし、業務に関するお気遣いもいただいていてまったく不満はありませんでした。けれど、近寄りがたい存在だったのは事実です。それが最近は休憩中に声をかけてくださることもあったりして、すごく嬉しいんです」

　彼の言う通りだった。

　以前の圭一郎にはなかったことだけれど、社員に対して興味が湧き始めたのだ。

　休憩中の秘書室で、『夕食はなににしよう？　作るのも面倒だけど、メニューを考えるのも面倒よね』という女性社員の言葉が耳に飛び込んでくれば、そうか彼女は仕事が終わってから夕食を作るのか、それは大変だ、と思う。ついジッとそちらを見てしまい、『……あ、えーと、副社長だったらなにを食べたいですか？』と、聞かれる始末だ。

　澪が作ってくれたメニューの中で自分が食べたいものを答えると、彼女は嬉しそうに『じゃあ、それにしよう』と言っていた。

　また別の機会には。

『飲み会があると必ず嫁から十時にメールが入るんだよな。面倒くさいよ』という男性社員の愚痴が聞こえてきた時は、『それだけ心配されてるということだろう』と、口を挟んでしまっていた。

　彼は驚いたようにこちらを見て、『そう思いますか？』と笑っていた。

「確かにそうかもしれないな」

　照れ隠しに咳払いをしてそう言うと、彼は元気よく言う。

「僕、副社長の秘書室に配属されて本当によかったと思っています。誰にもできないことをやってのけるすごい方と一緒に働けるだけでも勉強になるのに、俺たち社員を大切にしてくださるじゃないですか。なんていうか男として憧れます！」

　するとほかの社員たちも彼につられるように「女の私も憧れます」「これからもよろしくお願いします」と口々に言い出した。

　その言葉に、圭一郎はある感動を覚えていた。

　澪と結婚して、自分自身に変化が起きていることに気がついたからだ。

　今までも圭一郎は社員たちを大切に思い、会社の利益の犠牲とならぬよう心を砕いてきたつもりだ。向坂家の曽祖父の時代から受け継がれてきた家訓だからだ。だがほかの取締役の言動から、それが形骸化しつつあると感じることもあって、ぶつかることも少なくはない。

　それでも圭一郎はそれを頑なに守り続けた。それが自分の使命だからだ。

　でも澪と結婚した今は、少し違う角度からその家訓を捉えるようになっている。

　巨大な企業を動かしながら、社員ひとりひとりを大切にする。やることは変わらない。でもそれがどれほど大切なことなのかを今の圭一郎は知っている。

　社員は働く駒ではなく、彼らには愛する人がいて、誰かに愛されている……。

　以前の圭一郎なら、彼らは自分に感謝していたとしても、それをわざわざ圭一郎に伝えようとはしなかったはず。ほかでもない圭一郎自身がそれを必要としていなかったからだ。社員との間に壁を作り遠ざけていた。

　でも澪に出会い人を愛するという気持ちを知った今、圭一郎も彼らと同じ目線にいる。そのことを彼らも感じとっているのだろう。

「ありがとう、本当に嬉しいよ。これからも、ついてきてくれるとありがたい」

　本心からそう言うと、メンバーから「もちろんです」と声があがる。

　圭一郎の胸が熱くなった。




「結婚祝いか、順調だな」

　向坂自動車役員専用の地下駐車場で、自分の車を目指して歩いていた圭一郎は、声をかけられて振り返る。立っていたのは従兄弟で向坂自動車常務の向坂和信だった。

　圭一郎が手にしている花束のことを言っているのだ。

「ああ……秘書室からだ」

　答えながら圭一郎は警戒する。彼がこの地下駐車場にいるのが珍しいことだからだ。

　彼の家はさほど遠くはないが運転手付きの送迎を受けているはずで、その車はエントランスで彼を待っている。だから彼がここへ来る必要はない。

　一方で圭一郎は自宅までの短い距離を、自分の車で自ら運転し通勤することにこだわっていた。

　ハンドルを握った時の高揚感、アクセルを踏み込んだ時のエンジンの反応……自動車会社の取締役という立場にいる以上、ドライバーとしての感覚を忘れないようにするためだ。

　だから圭一郎は毎日ここを通るが、彼と遭遇するのははじめてだ。

「部下に慕われる完璧な副社長か。……お前がいれば、向坂自動車の未来は明るいな」

　嫌味を言いながらコツコツと靴音を鳴らして近づいてくる男に、圭一郎は言葉を返すことはしなかった。ふたりきりになると彼はいつもこうやって対抗心を剥き出しにする。相手にするのもバカバカしい。

「五菱との関係も再開させ、結婚もして。後継者はほぼお前に決まりだな。……どうだ？　嬉しいか？」

　向坂自動車ほどの巨大な企業を率いていく責務を背負うのに嬉しいもなにもないだろう、と圭一郎は思う。だが、口には出さなかった。挑発に乗って無駄に争うつもりはない。

　無視を決め込む圭一郎に和信は面白くなさそうに顔を歪めた。でもそこでニヤリと笑い、意味深な言葉を口にする。

「だが会長じいさんは、お前を正式に後継者とすることをまだ決めかねているようだぞ。親父が聞きかじった話では、圭一郎にはひとつだけ足りないものがあると言っていたらしい。リーダーとして致命的な欠点だそうだ」

　そこで和信は言葉を切ってにたにたと笑っている。今日彼がわざわざ地下駐車場まできて、圭一郎に話しかけたのは、このことを言いたかったからなのだ、と圭一郎は思った。

　実に嬉しそうだ。

　一方で今彼が言った言葉そのものには、圭一郎も興味をそそられていた。

　そのような話は初耳だ。父からも祖父からもそれらしいことはなにも聞いていない。

「……致命的」

　考えを巡らせながら呟くと、和信が弾かれたように笑い出した。

「ショックだろう？　小さい頃からお前は、じいさんのお気に入りだったからな。まさかそんな風に言われているとは思わなかっただろう！」

　圭一郎にわずかでもダメージを与えられたことが心底嬉しそうだ。

「それがなにか、お前は聞いたのか？」

　尋ねると、ニヤニヤとしながら口を開く。

「さぁ、どうだろうな？」

　聞いていないのだなと圭一郎は確信する。もし彼が知っていたとしたら、こんな風にもったいつけたりしないで、声高らかに言いふらしているはずだ。

　それにしても。

　なんだろう、と圭一郎は考える。

　ショックとまではいかないが意外な話だと思ったのは事実だった。

　小さい頃から圭一郎は、お前は向坂自動車を背負って立つ男だと言われ続けて育ってきた。そのために祖父からはたくさんのことを教わった。今だって圭一郎がやることに厳しい指摘が入ることも少なくはない。

　その祖父が圭一郎にあえて言わないのは、言う必要がないということだろうか。

　あるいは言ったところでどうしようもない部分なのか……。

「とにかく、お前も完璧ではなかったわけだ。まだなにかないか、俺は必ず見つけ出してやる。さすがにいくつも欠陥があれば、じいさんも別の後継者を探すだろう。そうだな……差し当たってあやしいのは……見合いを何度も延期した新妻あたりか？」

　突然話の矛先を澪に向けた和信に、圭一郎は花束を持つ手をギュッと握る。思わず反応してしまいそうになるのを、必死でこらえた。敵に尻尾を掴まれるわけにはいかない。

　和信が面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「まぁいい。覚えておけ、俺がお前の上に立ったあかつきには、南米に飛ばしてやるからな。首を洗って待ってろよ」

　捨てゼリフを吐いて去っていった。

　その背中が見えなくなってから、再び圭一郎は自分の車に向かって歩き出す。乗り込み、すぐに発進させた。

　自宅のマンションへ向かう片道二車線の道路を流れるライトを見つめながら、和信が言った言葉について考えた。

　やつに目をつけられたのなら、澪の秘密がバレる日も近いだろう。当初予想していた通り、この件は圭一郎のアキレス腱となったというわけだ。

　ましてや祖父が言っていたという圭一郎の欠点と合わせて考えると、圭一郎にとって致命傷となりうる可能性がある。

　――だがそれでも。

　澪との結婚を後悔するような気持ちは、自分の中をどう探しても微塵も浮かんでこなかった。たとえ時を戻せたとしても、自分は同じ道を選ぶと確信する。

　今圭一郎が恐れているのは、向坂自動車の後継者としての地位を失うことではなく、澪の隣にいられなくなることだった。

　彼女を失うことなど考えられない。

　だからこそ、まずい状況なのは確かだった。社会的地位は取り戻せたとしても、人の心はそうではない。この件が明るみになることで、澪が傷つくことだけは避けたかった。

　逆境に負けず、強く生きてきた澪。少なくとも今は圭一郎と穏やかな家庭を築きつつある。

　まだはっきりと言葉にしたわけではないけれど、圭一郎は彼女を愛している。そして彼女の方も圭一郎に特別な感情を持ちつつあるのは確かだった。

　このままいけば必ずふたり、幸せになれるだろう。

　もうこれ以上澪を悲しませることは、絶対にしたくなかった。

　――そのためには、どうすべきか。

　夜の街を流れるネオンを感じながら、圭一郎は考え続けた。




　鍋の中でくつくつと音を立てるビーフシチューを焦げないようにゆっくりとかき混ぜながら、澪は笑みを浮かべている。市販のルーを使わない本格的なビーフシチューは、はじめて挑戦したけれど、なかなか上出来な味だった。澪自身はなぜか食欲が湧かないが、一日中働いて疲れているであろう圭一郎には早く食べてほしかった。

　結婚する前の彼は、食事はすべて外食かテイクアウトだったという。でも澪と一緒に住むようになってからは、都合がつく限り家で食べるようになった。帰りが遅くなる時は澪は先に食べるけれど、さっき会社を出るとメッセージ届いたから、今夜は久々に一緒に食べることができそうだ。

　圭一郎と結婚してからの二カ月間はあっという間に過ぎた。

　このマンションで家のことをやりながら、時々実家に帰り庭の作業をする。想像もしていなかったくらい幸せで、順調な日々だった。

　シチューはもう出来上がるし、後はサラダをセットするだけだ。澪がそう思った時、玄関の方で物音がする。圭一郎が帰ってきた。

　しばらくすると、リビングダイニングへ続くドアが開いて彼が姿を現した。

「おかえりなさい」

　振り向いて澪は驚いて目を見張る。圭一郎が大きな花束を抱えていたからだ。

「圭一郎さん、それは……？」

「結婚祝いに、秘書室からもらったんだ。プレゼントも」

「わぁ、嬉しい」

　花が大好きな澪はすぐにでも行って受け取りたいと思う。でも作りかけのシチューを放っておくわけにはいかなかった。

「あの、そこに置いておいてください。今手が離せなくて」

　彼は頷いてカウンターに花束と紙袋を置く。それから澪のもとへやってきて、いきなり後ろから包み込むように抱きしめた。

「け、圭一郎さん!?」

　突然の彼の行動に、澪は驚いて声をあげる。けれどシチューから手を離すわけにいかなくて身体はされるがままだった。

　圭一郎が澪の肩に顔を埋めて、深いため息をついた。

「ただいま」

「……圭一郎さん？」

　なんだか様子がおかしかった。

　この行動自体もそうだけれど、どこか元気がないように思える。もちろん彼は一日中ハードな仕事をこなしてきたのだから、あたりまえといえばあたりまえだけれど……。

「なにかあったんですか？」

　問いかけても答えはない。

　その代わりに彼は澪の首筋で大きく息を吸う。そしてようやく顔を上げた。

「いや、ただ……いい匂いだな、と思って」

　そう言ってにっこりと笑う。その笑顔に澪の鼓動がドキンと跳ねた。

「あ……シ、シチューですね。ルーを使わない本格的なものなんです。はじめてだけど、案外うまくいきました」

　頬が熱くなって顔が赤くなっているのをごまかすようにそう言うと圭一郎が頷いた。

「うまそうだ。……着替えてくるよ」

　そして腕を解いてそっと澪を解放する。そのまま寝室へ行きかけて、足を止めて振り返った。

「そういえば澪、明日は実家へ行く日だったな」

「はい、午前中に」

「お義父さんはご在宅？」

「……多分」

　明日は土曜日だからよほどのことがない限り、父は家にいるはずだ。でもどうしてそんなことを聞くのだろうと澪は首を傾げる。

　圭一郎が意外な言葉を口にする。

「よかった。明日は休みだから、俺も一緒に行くよ」

「え……ええ!?　ど、どうしてですか？」

　この二カ月、澪は何度も実家へ帰り、そのたびに彼には事前に報告をしていた。けれど今まで一度もそういうことはなかったのに。もっとも、どの日も彼の方は仕事だったからそうしたくてもできなかっただろうけれど……。

「夫が妻の実家に行くのは変なのか？」

　圭一郎がやや不満そうに言う。

「そ、そういうわけじゃないですけど……」

　ごにょごにょと答えると、圭一郎がフッと笑った。

「お義父さんに、ご挨拶をしたいんだ」

「え……？　挨拶？」

「そう。考えてみれば、俺、結婚については坪井頭取の方とやり取りしてたから、お義父さんとはしっかり挨拶できていないだろう？　結婚式でもあまり話す時間がなかったし。なるべく早くとは思ってたんだ。なかなか休みが取れなくて申し訳なかったけど……」

　その言葉に、澪はすぐに返事をすることができなかった。

「ダメかな？」

「い、いえ……！　よ、喜ぶと思います」

　ぶんぶんと首を振って澪は言う。本当のことだった。

　実家に帰った折に、澪は父に圭一郎とはうまくいっていることを報告している。それを父はまだどこか不安そうに聞いている。澪が父に心配をかけまいと無理しているのではないかと疑っているようだ。直接彼が行って話をすればきっと安心するだろう。

「ありがとうございます。じゃ、じゃあ、念のため明日は家にいてもらうように、伝えます」

　嬉しくなってそう言うと、圭一郎が少し照れたように微笑んだ。

「ん、よろしく」

　そしてキッチンを出ていった。その背中を見送って、シチューの火を止めてから、そのまま澪はしばらく動くことができなかった。

　胸に、温かいものが広がって、目の奥が熱かった。圭一郎が夫として誠実に澪と向き合ってくれようとしているのがひしひしと伝わってくる。それがとても嬉しかった。

　でも同時に心の奥底に仕舞い込んでいる罪悪感が頭をもたげるのも感じている。彼との距離が近づけば近づくほど、抱えている秘密を重く感じるようになっていた。

　澪が父の養子だということを隠して結婚したことを、もし彼が知ったらどう思うだろう。

　裏切られたと怒るのは当然だ。

　もう今みたいには接してくれなくなるだろう。

　会社のための結婚だからすぐに離婚という話にはならないだろうけれど。

　信頼し合う夫婦になりたいと言ったくせに嘘つきだと澪に失望して……。

　それが怖いと澪は思う。彼に嫌われて軽蔑されるのが怖くてたまらない。

　でも……。

　どうしようもなかったのだ。

　澪は心の中で自分自身に言い訳をした。




　向坂自動車株式会社、臨時取締役会が緊急で招集されたのは、圭一郎が澪とふたりで彼女の実家を訪れてから、二週間後のことだった。

　議題はドイツにおける数車種のある構造について現地法上瑕か疵しが見つかったというもので、大規模なリコールに発展する可能性を孕む深刻なものだった。

　リコールとなればそれなりの損失は免れない。本社ビル最上階にある大会議室は重苦しい空気に包まれていた。

「しかし、こうなってみれば、五菱との関係を再開させておいたのは正解でしたね、社長」

　ひと通りの報告を聞き終えて、取締役のひとりが言う。社長である圭介が頷いた。

「まぁ、そうだな。リコールとなれば金がかかる」

　別の取締役たちは、さすが副社長だ、先見の明がおありだとヒソヒソと言い合っている。和信が忌々しそうに眉を寄せた。

「副社長、お手柄ですな」

　お世辞のような言葉が圭一郎にかけられる。圭一郎は、首を横に振った。

「いえ。……ですが問題はそこではないでしょう。この件についてどう解決していくのかです」

　そう言うと、皆気まずそうに黙り込んだ。

　事案の深刻さから考えれば取締役のうちの誰かが現地に飛び、直接指揮を執らなくてはならないのは明白だが、誰が行くかが問題だ。手を挙げる者はいなかった。

　報告を聞く限りリコールを回避できる確率がかなり低いからだ。行って失敗すれば今後のキャリアに影響すると、皆二の足を踏んでいる。

「分野としては和信常務の管轄ではないですか？」

　ひとりの取締役が和信に向かって問いかける。和信が顔を歪めた。

「それは……ですが私は、現在西日本工場の件で手一杯ですよ。到底現地には飛べません。あなたこそいかがですか？」

「わ、私は……」

　目の前で繰り広げられる押し付け合いをよそに、圭一郎は報告書を読み込んでいた。

　確かに状況は厳しいが絶対に回避できないとも言い切れない。それに、たとえリコールになったとしても損害を最小限に留める策を講じなくてはと、頭の中でシミュレーションする。

　和信が圭一郎に水を向けた。

「ですが、そもそも専門でいうと副社長の方が適任では？　私よりお詳しいですし、現地に赴任経験もおありだ」

　その言葉に皆が一斉に圭一郎を見る。和信がうすら笑いを浮かべた。難しい案件を押し付けて失敗させ、圭一郎の経歴に傷をつけようとしているのだろう。

　そんな彼を見つめているうちに、圭一郎の頭にこの件とはまったく関係ないことが浮かぶ。

　――そういえば、こいつはもう澪の秘密に辿りついたのだろうか？

　しばらく考えてから、圭一郎は口を開いた。

「確かにそうですね。わかりました、私が行きましょう」

「なっ……！」

　圭介が目を剥いた。

「なにを言ってるんだ！　なぜお前が……」

　圭一郎の言葉と社長の剣幕に、会議室がざわざわとする。そんな周りをよそに、圭一郎は報告書に目を落とし、冷静に説明をする。

「今回の件は構造上の瑕疵ではありません。あくまでも法令上の問題です。現地赴任時代の私のつてを辿ればなんとかリコールを回避できるかもしれません。と、なれば直接行かなければ話にならないでしょう。私が行きます」

　もう一度はっきりと宣言すると、会議室の緊張が一気に緩む。自分が行くことにならなくてよかったとあからさまに安堵したような表情の者も何人かいた。

　和信は、無表情で圭一郎を見ている。

　圭一郎はぐるりと一同を見回して、社長である父を促した。

「社長、採決を」




　会議室から副社長室へ戻った圭一郎がジャケットを脱いでいると、秘書も通さずにドアを突き破るようにして、圭介が入ってきた。

「圭一郎！」

　ハンガーにジャケットをかける圭一郎に向かって、声を荒げた。

「なぜ手を挙げた？　どう考えても敗戦濃厚な案件だろう！」

　先程の採決の結果、ドイツへは圭一郎が行くことになった。

　圭介は皆の手前、黙ってそれを受け入れたが、内心ではまったく納得していなかったのだ。

「でも誰かが行く必要があるでしょう」

　冷静に答えて、圭一郎はデスクの椅子に身を沈めた。

「たとえリコールになったとしても、損失を最小限に留めなくては」

「だがそのような役割は、お前でなくていいはずだ。誰か……」

「誰ですか？」

「それは……」

　圭一郎からの切り返しに、圭介は答えない。だが圭一郎には、彼が頭に思い浮かべている者の名前が手に取るようにわかった。

　こういった案件、つまり泥を被るような役割は、向坂家出身ではない生え抜きの取締役が担当するというのが向坂自動車の暗黙の了解だった。

　圭一郎はため息をついた。

「そういうのはもうやめましょう、社長。一族の者だけを優遇していては、会社は発展しない。向坂家出身ではない生え抜きの役員は皆、会社に欠かせない人材ばかりです。これからは、向坂家との関わりうんぬんは抜きにして個人の能力だけが評価されるようにしなくては。私がトップに立ったあかつきには、そうさせていただきます」

「だからそのために俺は言ってるんだろう！」

　圭介が机をバンと叩いた。

「お前がトップに立つために、今が一番大事な時期なのだ。ここで失敗し、経歴に傷をつけるわけにはいかんだろう！」

　七カ月後の株主総会で大株主である祖父が正式な後継者を指名することになっていて、圭一郎はその第一候補者だ。ライバルたちとは大きく差をつけているとはいえ、父の言うことはもっともだ。

　だがそれでも圭一郎の決心は揺るがない。

「だからこそですよ」

　言いながら自然と口もとに笑みが浮かぶのを感じていた。

「逆転の発想です、社長。この件で私がドイツへ飛び、リコールを回避できたとなれば、私が後継者となることにもう誰も文句を言えなくなるでしょう」

　そう言って父を見上げると、彼はなにかを言いかけていた口を一旦閉じる。そしてやや掠れた声で問いかけた。

「……勝算はあるのか」

「五分五分です」

　リスクは承知の上だ。

「ですが、負けるつもりはありません。必ずリコールを回避してみせます」

　断言すると、圭介はそれ以上なにも言わなかった。




　圭介が帰っていった副社長室で、圭一郎はデスクを人差し指でトントントンと叩きながら考えを巡らせている。

　これほどまでに、向坂自動車の後継者の座を欲しいと思ったのは、はじめてのことだった。今までも目指してはいた。けれどそれは、自ら望んでいたというよりは、ただそれが自分の使命だと感じていただけなのだ。

　だが今、どうしてもトップに立ちたいという強い思いに突き動かされている。

　ほかでもない、妻の澪のためだった。

　二週間前の土曜日、圭一郎は澪の実家を訪れた。父娘と亡くなった母親の写真、それから家族が大切にしてきた緑豊かな庭が温かく圭一郎を迎えた。

　そしてそこで過ごすうちに、圭一郎は心の中でまだぼんやりとしていた幸せな家族というものの姿がはっきりとしていくのを感じていた。澪とふたりで歩む先に、このような温かな家庭があるのだと確信した。

　だが一方で、父親の治彦が終始どこか申し訳なさそうにしているように感じたのは、圭一郎の思い過ごしではないはずだ。澪が彼の養子だということを秘密にしていることに罪悪感を覚えていたのだろう。

　澪が作る料理を三人で囲みながら、圭一郎はその重石をいつ取り除くべきかと考えを巡らせていた。

　自分はすでに知っている、それでも澪を愛している、だから安心してほしい。

　だが、ことはそう簡単ではないと圭一郎は考えていた。この結婚が政略結婚である以上、澪が養子であることが明るみになれば周囲はそれを許さない。

　ましてやそれで圭一郎が向坂自動車の後継者候補から外れたとなれば……。

　――澪は責任を感じて、この結婚を終わらせると言うかもしれない。

　圭一郎の周囲からも離婚を求められるだろう。

　もちろんそれは拒否するつもりだが、それでもふたりの結婚が危うくなるのは間違いない。

　なによりそれを圭一郎は恐れていた。

　そしてさっきの取締役会で、ニヤついた和信を見るうちに、あることを思いついたのだ。

　この結婚を、ふたりの穏やかな生活を、未来を、なんとしても守りたければ、周囲の雑音を凌りょう駕がするくらいの圧倒的な力を圭一郎がつければいい。彼女について、祖父も父も誰にも文句を言わせないくらいの力を。

　リコールの件は絶好のチャンスだった。

　誰もなし得ないことをやり遂げて、確固たる地位を手に入れる。そうすれば、この結婚を守ることができる。

　目を閉じると、澪の笑顔が脳裏に浮かぶ。

　あの笑顔を絶対に守ってみせる。

　机の上の手を握りしめて、圭一郎は決意していた。




　どこか遠くでガチャリというドアが開く音がする。なにかを置くような人の気配を感じて澪の意識は浮上する。ハッとして身体を起こすと、寝室のベッドだった。

　窓の外はいつのまにか日が落ちて煌びやかな夜景が広がっている。記憶を辿ると、夕方ベッドのシーツを交換したところで記憶が途切れていた。どうやら、ひと休みしているうちに寝てしまったようだ。

　時計を見るともう午後の八時を過ぎている。圭一郎が帰ってきたのだと思い澪は青ざめた。

　どうしよう、まったく夕食の準備ができていない。今夜は家で食べるというメッセージを昼間に受け取っていたのに。

　慌てて澪がベッドから降りた時、寝室のドアが開いて圭一郎が入ってきた。

「なんだ、ここにいたのか」

「お、おかえりなさい……」

　気まずい思いで澪は言う。

「ただいま」

　頷いて圭一郎はウォークインクローゼットに向かった。その背中に、恐る恐る呼びかけた。

「あの……圭一郎さん？」

　圭一郎が振り返り瞬きをした。

「実は今日、ちょっと夕方に寝てしまって、夕食の準備ができていないんです。今日は家で食べるって聞いていたのに。……すみません」

「なんだそんなことか」

　圭一郎がふわりと微笑んだ。

「深刻な顔をするからなにかあったのかと思ったよ。夕食なんて気にしなくていい、なにか頼めばいいじゃないか」

　こともなげに言う。

「すみません」

　謝りつつも澪は胸を撫で下ろした。

　彼がいいと言うならば、本当にそう思っているとわかっているからだ。

　彼と結婚して一緒に生活をするうちに、澪は彼の言葉には裏がないことに気がついた。一度口にしたことについて、後からあれこれ言ったりしない。見合いの時こそ偽りの姿を演じていたが、本来の彼はこっちの姿なのだと澪は思う。

「でも寝てたって……珍しいな体調でも悪いのか？」

　澪のもとへやって来て、心配そうに顔を覗き込んだ。

「いえ、そうじゃないです。ちょっと疲れただけで」

　澪は慌てて答えるが、彼はそれで納得しなかった。澪の顔を確認するようにジッと見ている。

「……顔色がよくないな。疲れが出たんだろう。そういう時は、夕食作りも家事も無理しなくていい。そもそも俺は今まですべてテイクアウトか、外食だったんだから。なんなら家事すべて外注してくれてもかまわないよ」

　澪が引っ越してくる前は、彼はそうしていたのだという。彼のスケジュールは普通では考えられないくらい多忙なのだから当然だ。だけど結婚した今、専業主婦として澪が家にいるのに、さすがにそれはもったいないだろう。でもその言葉を澪はグッと呑み込んだ。

　そして少し考えて、あたり障りのない言葉を口にする。

「か、考えてみます……」

　こうして、お嬢さまのフリをするのにも随分と慣れた。当初よりは、失言は減ったはずだ。

　けれど心は重かった。彼の方は夫として誠実に接してくれているのに、仕方がないこととはいえ、自分はまったくその逆だ。

　圭一郎がそんな澪をジッと見つめて、少し考えてから口を開いた。

「澪、ちょっとそこに座ってくれる？　話があるんだ」

　そう言ってベットを指し示す。

「え？　……はい」

　突然どうしたのだろうと思いながら澪は言う通りにした。圭一郎が隣に座り、優しい眼差しで澪を見つめた。

「澪、君は以前……あの見合いの日、この結婚で幸せになりたいと言ったね」

　確認するような彼の言葉に、澪はこくんと頷いた。

「俺はそれに協力すると答えた。でも正直言ってあの時はまだ半信半疑だったんだ。君の言葉に興味を持ったのは事実だが、本当にそんなことができるのかと疑っていたんだよ。君自身に不安があったわけじゃない。ただ俺が幸せな家庭というものを知らないからだ」

　少し意外な彼の話に、瞬きをして澪は耳を傾けた。

「うちの両親は、家と家の利害だけで結婚をした、いわゆる政略結婚というやつなんだ。だからお互いに愛情はない。昔から母親は一年のほとんどを海外に行ったままだったし、親父も愛人と住むもうひとつの家を持っている。家族で楽しく過ごしたという記憶は俺にはない」

　圭一郎の過去についての話を聞きながら、澪は結婚式での彼らの様子を思い出していた。並んで、にこやかに招待客をもてなしてはいたけれど、そういえば互いに言葉を交わしていた記憶はない。

「それを今さらどうこう思ったりはしないけど、俺がこの年になっても結婚というものに興味が持てなかったのは、そのせいだとも思う。君の言う幸せな夫婦というものは俺にとってはフィクションの中だけの言葉だったんだ」

　だから彼は、ビジネスのための結婚にまったく抵抗がなかったのだと澪は今さらながら納得をする。そもそも彼の両親がそうだったのだ。

「でも今は違う」

　そう言って圭一郎は、真っ直ぐな目で澪を見つめた。

「この三カ月弱、君と過ごしてみて、君のご両親の話を聞いて、幸せな家庭というものが、少しだけれどわかったような気がするよ。今は、君となら信頼し合い……愛し合う夫婦になれると思っている」

「圭一郎さん……」

「だから澪」

　圭一郎が膝に置いた澪の手に自らの手を重ねた。

「君も家では肩の力を抜いてそのままの君でいてほしい」

「そのままの……？」

　彼の言葉の意図するところが、すぐには理解できなくて、澪は戸惑い瞬きをする。

　圭一郎が重ねた手に力を込めた。

「適切な表現がわからないから、率直に言う。他意はないから悪く受け取らないでほしいんだが。……君は、坪井頭取の家のように極端に裕福な家庭で育ったわけでない。いわゆるお嬢さまではなくて、普通の幸せな家庭の出身だ。だから、贅沢には慣れていないし、無駄な買い物はしなくていいと思う。そうだろう？」

　圭一郎からの確認にどきりとして、澪は黙り込んだ。

　やはりバレていたのだ。

　でも考えみれば当然だ。結婚してから今までに澪は何回も失言しているし、そもそも澪の父親が銀行経営に関わっていないことも彼は知っている。さらにいうとつい最近、澪の実家を訪れているのだから……。

　とはいえ、どう答えるべきかはわからなかった。

　黙り込み答えられずにいる澪を安心させるように圭一郎が優しい声を出した。

「澪、俺は君がお嬢さまだから結婚したわけではない。黙っていたことを責めているわけじゃない。ただ君に無理をしてほしくないと思っただけなんだ」

「圭一郎さん……」

　自分を見つめる真摯な彼の眼差しに励まされるような気持ちになって、澪はようやく口を開いた。

「……その通りです。嘘をついていてごめんなさい。家は坪井本家とは違ってごく普通の一般家庭です。生活に困るようなことはありませんでしたけど、いわゆるお金持ちというわけではありませんでした。お見合いするにあたって……その、圭一郎さんのお家はすごく立派なお家ですから、釣り合いが取れるようにそういうフリをした方がいいと……おじさまと相談してそうすることにしたんです。すみません……」

　言い終えて澪はふうと息を吐いた。

　心の中の重石がひとつ、どこかへ消えてなくなるのを感じていた。もちろん澪にはまだ秘密はあってそちらの方が重要だから、彼を裏切っていることに変わりはないけれど。

　圭一郎が首を横に振った。

「いや、気にしなくていい。さっきも言ったけど、責めてるわけじゃないんだ。この結婚で坪井家と向坂家につながりができた。それで祖父は五菱銀行との関係再開に納得したんだから、君には感謝している。だからもう無理はしないで、思ったことをそのまま言っていいんだよ」

「圭一郎さん、……ありがとうございます」

　涙が出そうになるのを、なんとか堪えて澪は言う。そんな澪を圭一郎は優しい眼差しで見つめている。

「いや……」

　でもそこで、突然なにかを思い出したように首を傾げて、しばらく考えてから思わずといった様子で噴き出した。そしてそのまま、くっくと肩を揺らして笑っている。

「圭一郎さん……？」

　意外な彼の行動に、澪は目をパチパチさせる。

　すると圭一郎は、笑いながら口をひらいた。

「君は……！　本当にお嬢さまのフリをするつもりはあったのか？　ボロが出まくりだったけど」

「え？　なっ……！」

　その言葉に、澪の頬が熱くなった。

「も、もちろんです！　す、すごく頑張ったんですよ……！」

　目を剥いてそう反論をするが、それを圭一郎は一蹴する。

「本当に？　だとしても、演技が下手すぎるだろう！」

「へ、下手!?　だだだだって……！　そ、そもそも圭一郎さんの感覚がちょっと桁違いだと思います。旅行だって……あんなに高級なホテル、私、あることも知らなかったんですから！」

　結婚してからの三カ月間一生懸命だったのに、演技が下手だとまで言われてしまい、自分が嘘をついていたことも忘れて、澪は反撃をする。

「それは申し訳なかったよ。……でも、くくく、ははは！」

　それなのに圭一郎が笑い続けるものだから、澪は頬を膨らませた。

「なによ、もう……。だいたい、気がついてたなら、もっと早く言ってくれればよかったのに。黙ってるなんて、悪趣味だわ」

　その頬を、圭一郎が目を細めて突いた。

「ごめんごめん。一生懸命な姿が可愛いかったからさ。なんか、もう少し見ていたいと思ったんだ」

「なっ……！」

　突然彼の口から出た思ってもみなかった言葉に、澪の頭はプチパニック状態になってしまう。

　今彼が言った〝可愛い〟はあくまでも弾みで出た言葉で、深い意味などないとわかっていても胸がドキドキとするのを抑えることはできなかった。

　だって澪はもう彼を好きだとはっきり自覚しているのだ。その人に可愛いなどと言われて、冷静でいられるわけがない。

「だだだだからって……」

　言いながら重なった手を引こうとする。でも彼にギュッと握られてしまい叶わなかった。

「圭一郎さ……」

「澪、俺は君と結婚してよかったと思ってる。……愛してるよ」

　ハッとして目を見開くと、圭一郎が繋いだ手にキスを落とした。

「君が誰よりも大切だ。この気持ちが、愛おしいってことなんだろう？　この歳になって恥ずかしいが、はじめて知る感情だ。正直いってまだ戸惑ってる部分もあるけど、これだけははっきりとわかる。俺は君を愛してる」

「圭一郎さん……」

　はじめて顔を合わせた時の冷たい目をした彼はもうどこにもいなかった。心のこもった嘘偽りのない彼の想いが、澪の胸を貫いて、痛いくらいに熱くなる。

　澪だって、まったく同じ気持ちだった。

　彼のことが大切で、愛おしい。

　彼を誰より愛してる。

　でもそれを言葉にしようとする澪の唇はどうしても開かなかった。

　この真っ直ぐな想いを受け止める資格は自分にあるのかと、もうひとりの自分が囁いた。

　――彼を裏切っているくせに。

「圭一郎さん、私……」

　言えない言葉の代わりのように熱い涙が頬を伝う。胸が苦しくてつらかった。どうすればいいか、わからない。

　圭一郎が頬の滴を、そっと人差し指ですくう。

「澪、俺は三日後にドイツに発つ。戻りは一カ月くらい先になる」

「ドイツに……？」

「ああ、ちょっとトラブルがあってね。戻ってきたら、君にもうひとつ大切な話がある。……君の気持ちは、その時に聞かせてくれ」

　なにかを決意したように彼は言う。今の話とドイツ行き、どう関係があるのか詳細はわからないままに、澪はこくんと頷いた。

　一カ月。

　彼に会えないのは寂しいけれど、その間に自分も覚悟を決めなくては。

　なんとかすると康彦は言ったけれど、澪の裏切りはいつかバレるだろう。

　だったら自分から告げるべきだと澪は思う。もしかしたら彼ならば、受け止めてくれるかもしれない。

　ただ、今はまだその勇気が持てなかった。

「澪」

　呼ばれると同時に彼の腕に包まれる。目を閉じると胸に広がる幸せな想い。この想いを守るために、やるべきことはひとつだと確信する。

「澪、愛してる。待っていてくれ」

　耳に囁かれる温かい言葉。

　彼の香りに頬を寄せて澪はこくんと頷いた。










新しい命




　葉が落ちたイロハ紅葉の木の下でベンチに座り、澪はぼんやりと秋の空を眺めている。母が庭仕事をする際の休憩用として父が作ったこのベンチは、今はもっぱら澪専用である。

　灰色の雲が渦巻く空は、まるで自分の心を表しているようだ、と澪は思う。嬉しさと不安がぐるぐるとマーブル模様を作っている。

　澪が本格的に体調の変化に気がついたのは、圭一郎がドイツに発ってすぐだった。ここのところ疲れやすいとは思っていたが、寝ても寝ても寝足りない。朝起きられなくてお昼頃にようやく起きるということもあるくらいだった。

　疲れが出たのだろうと圭一郎は言っていたが、それにしても長引くなとひとり首をひねっていた。そして昨夜、夕食を作ろうとした際の出だ汁しの匂いに吐き気を覚えて、ようやくただごとではないと思いあたったのだ。

　――もしかして。

　恐る恐る試した市販の妊娠検査薬は陽性を示した。そして今日の午前中に産婦人科で診察を受けてきたのだ。

　結果は予想通り。澪は妊娠していて十週目に入ったところだった。エコーで小さな心臓がトクトクトクと動く音も聞かせてもらった。その音を聞いた時の気持ちは、とてもひと言で言い表せるものではなかった。

　愛する人との間にできた小さな命。

　嬉しくないわけはない。

　彼だってきっと喜んでくれる。

　でもまだ澪の秘密を打ち明けられていない状況では、それをそのまま受け取るわけにはいかないだろう。

　手にしている携帯をタップして、メッセージアプリを起動させ、澪はさっき届いた圭一郎からのメッセージを表示した。

【おはよう、こっちはめちゃくちゃ寒いよ】

　ドイツにいる彼とは時差があるから主にメッセージでやり取りしている。

　べつになにか重要なことを伝え合うわけではないけれど、こうしてなにげない言葉を彼はくれる。

　そしてそのたった十数個の文字が、澪を幸せな気持ちにしてくれる。こんな人は、世界中でただひとり、彼だけだ。

　その彼に、この妊娠をどのように伝えるのが正解かわからなかった。

　お腹に手をあてて、澪はジッと考える。

「澪」

　呼ばれて顔を上げると、父が縁側から自分を呼んでいる。

「もう中に入りなさい。雨が降りそうだ」

　成人してもう結婚もした娘なのに、まるで小さな子供に言うみたいだ。

　圭一郎に一番先に伝えたくてまだ父には妊娠のことを話していないのに、親というのはいくつになっても子が心配なのだろう。

　その自分が親になる。

　なんだか変な気分だった。

「はい」

　返事をして、澪はゆっくりと立ち上がった。




　戸籍上、又従姉妹にあたる坪井琴音が澪の前に現れたのは、妊娠がわかってから二週間後のことだった。産婦人科への検診へ行った帰り道、自宅マンションのエントランスで声をかけられたのだ。

「澪」

　派手な髪色にファーのマフラー、黒いロングコートの見るからに気の強そうな女性を、はじめは彼女だとわからなかった。最後に彼女と会ったのは大学の卒業式だったからあたりまえかもしれない。でもそれにしてもガラリと印象が変わっている。

　学水院の同級生の中でも、家柄と財力で抜きん出た存在だった彼女は、中身はともかくとして、見た目は清楚なお嬢さまらしくしていたはず。でも今は、名乗られないとわからないくらいに派手な印象だった。

「……琴音？」

　訝しみながら澪は尋ねる。

　琴音がくすくすと笑った。

「なぁに？　幽霊にでも会ったみたい」

　実際、気持ちとしてはそんな感じだ。康彦から行方不明だと聞いていた人物が、突然登場したのだから。しかも澪の新居の前でなんて、偶然ではないだろう。待ち伏せされていたのかと思うと気持ち悪かった。

「どうしてここがわかったの？」

　警戒しつつ澪は尋ねる。反射的にお腹に手をあてた。

　彼女には、学生時代散々嫌がらせを受けてきた。今さら少しくらいなにか言われたところで平気でいられる自信はあるが、お腹にいる小さな命に危害が加えられるのは嫌だった。

　琴音が肩をすくめた。

「あんた私を誰だと思っているの？　坪井本家のひとり娘よ？　情報を流してくれる人はいくらでもいるわ」

「……おじさまには会ったの？　随分探しておられたけど」

　その質問に、琴音は眉を上げただけで答えなかった。代わりに顎でエントランスを指し示す。

「早く開けてよ、中にロビーがあるんでしょう。寒いじゃない」

　彼女の言う通り、マンションの一階はカフェのようにソファとテーブルが並べられている場所がある。プライベートエリアに入らなくても来客対応ができるようになっているのだ。彼女はそこへ通せと言っている。と、いうことはやはり待ち伏せしてでも澪に話したいことがあるのだ。

　本当は嫌だった。澪の方は彼女と話すことなどなにもない。でもお引き取りくださいと丁寧に頼んだところでその通りにしてくれる相手でないのは確かだ。

　ため息をついて、澪は鞄からカードキーを出す。少なくともコンシェルジュのいるロビーなら、それほどひどいことはされないだろう。

　中に入ると琴音はカツカツと靴を慣らして窓際のソファに腰を下ろす。腕を組んで、向かいに座った澪の、頭のてっぺんから足先までチェックする。そして鼻を鳴らした。

「すっかりセレブ気取りじゃない。庶民のくせに！」

　澪の服装について言っているのだ。

　澪自身は贅沢が好きというわけではないけれど、なるべくそれなりのものを身につけるようにしている。

　なんといってもここは向坂自動車を中心として成り立つ街、圭一郎はそのあたりの芸能人よりも知られている顔で、澪はいつなんのタイミングで彼の妻だとバレるかわからないのだ。

　万が一にでも彼に恥をかかせないようにしなくてはならない。

「……海外にいるって聞いてたけど」

　彼女からの挑発に、澪ははぐらかすような言葉を口にする。売られた喧嘩を買うつもりはない。

　すると彼女はなぜか一瞬、忌々しそうな表情になる。そして、舌打ちをしてから口を開いた。

「ドイツであんたの旦那を見たの。それでそういえばあんたに結婚のお祝いを言ってなかったなーって思い出したのよ」

　澪は目を見開いた。では彼女はドイツにいたというわけか。

　同時に彼女が自分の結婚を知っていたことにも驚いた。

「どうして私の結婚を知ってるの？」

「そんなのちょっと調べたらわかるわよ。仮にも自分の縁談だったのよ。どうなったのか気になるじゃない」

　そう言って琴音は肩をすくめた。確かに圭一郎ほど財界に名の通った人物の結婚なら調べればすぐにわかるだろう。

「……ドイツで圭一郎さんに会ったの？」

「テレビで見たのよ。向こうは今、向坂自動車の話題でもちきりよ。リコールとかなんとか……。難しいことはわからないけど、日本から向坂自動車の若い副社長がやってきて議会で説明をしたとか言ってたわ。その評判がすごくよくて、ジパングから来た黒い騎士なんて呼ばれて、新聞にも載ったりして」

　日本でも多少ニュースにはなっていた。けれど、現地ではもっと注目度が高かったのだ。

　琴音がにっこりとして嫌味な言葉を口にする。

「とっても素敵な人じゃない。あんたにはもったいないくらい。まぁでも私が譲ってあげてなきゃ、絶対に結婚できる相手じゃなかったんだから、あたりまえといえばあたりまえか。お礼を言ってもらわないと」

　勝手すぎる言い分だが、あながち間違いではない。彼女が見合いから逃げていなければ、澪は圭一郎と会うことすらなかっただろう。

「……いろいろあったけど、今はなんとかやってる。だから安心して」

　曖昧に澪は言う。

　さすがに、ありがとうとは言えなかった。見合いを強要された時に、康彦から浴びせられた屈辱的な言葉をまだ忘れてはいない。結果がよければそれでいいとすべて水に流せるほど澪はできた人間ではない。

　一方で、彼女の言動に得体の知れない胸騒ぎを覚えていた。

　だって、本当にそれだけを言うために帰国したとは考えられなかった。

　案の定、琴音は忌々しげに澪を睨み「許せない」と呟いた。

「……え？」

「あんただけ、幸せになるなんて許せないって言ったのよ」

　そして不気味な笑みを浮かべて身を乗り出し、内緒話をするように、わざとらしく囁くような声を出した。

「ねえ、〝あのこと〟あんたの旦那は知ってるの？」

　澪の胸がどきりとする。

〝あのこと〟がなにを指すのかわからないほど馬鹿ではない。学生時代からずっと、ことあるごとに澪を攻撃し続けてきた彼女の一番大好きな部分だ。澪が養子であり坪井家とは血縁関係にないことをいつも嬉しそうに言いふらしていた。

　とはいえ、すぐに認めるのは嫌だった。こちらもわざとらしく首を傾げてみせた。

「なんのこと？」

「とぼけないでよ。あんたが本当は坪井家となんの関係もない偽物だってことよ。きっとパパのことだから、黙ってろって言ったんでしょう！　あたりまえよね？　そんなこと知ったら相手は絶対にあんたと結婚しなかったでしょうし」

〝絶対に〟の部分に、力を込めて琴音は言う。澪の胸がずきんという音を立てた。

　ひと言も言い返せなかった。

　澪が本当は坪井家の血を引いていないと結婚前に圭一郎が知っていたら、この結婚は成立しなかった。

「妻に裏切られていたなんて、圭一郎さんだっけ？　かわいそう……。私、一度は結婚する予定だった仲なんだもの胸が痛むわ」

　心底愉快そうに彼女は言う。そして可憐に首を傾げる。

「私からおしえてあげようかな？」

「……なに言ってるの？」

　眉を寄せて、澪は精一杯琴音を睨む。

　彼女がわざわざドイツから帰国してまで澪に会いにきた理由はこれだったのだと思いあたる。

　彼女は、澪の結婚を潰そうとしている。

「そんなことして、結婚がダメになったら困るのはおじさまなのよ？」

　冷たい汗が背中を伝うのを感じながら、澪は一生懸命どうすれば彼女を止められるのかを考えた。

「おじさまの銀行と彼の会社の関係改善のための結婚なんだから」

　でも。

「はっ！　……どうでもいいわ、そんなこと。いい？　澪。私はあんたが幸せになるのが許せないって言ってるの。パパの銀行のことなんかに興味はない」

　一片の迷いもなく吐き捨てるように言い放つ。

　小手先の言葉は通用しないと澪は思う。お腹に手をあてて、少し心を落ち着けてから口を開いた。

「そう、わかった」

　琴音が、澪を見る目を細めた。

「彼にバラしたいなら、そうすればいい」

　どのみち、彼が帰ってきたら自分から言うつもりだったのだ。少しだけ時期が早まったにすぎない。

　彼女が帰ったらすぐにでもコンタクトを取ってみよう。

　電話やメッセージでは伝えるにしては重すぎる事情だけれど、彼女に言われるよりはマシだろう。

　琴音が面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「〝私たち愛し合っているんだから。そんなことでダメにならないわ〟って？　……くだらない」

　そして、腕を組み少し考えてから、口を開く。

「ねえ、あの娘、覚えてる？」

　そして彼女は、ある同級生の名前を口にした。

　澪は無言で頷いた。顔までは思い出せないけど、たくさんいる琴音の取り巻きのひとりだったような。

「彼女、苗字は違うけど向坂家の遠縁にあたるの。今も関連会社で秘書をしてるのよ。だからあちらの内情に詳しいの」

　そこで一旦言葉を切ってふふふと不敵な笑みを浮かべた。

「彼女によると、向坂家ってうちと同じくらい親戚同士ドロドロしてるんだって。会社でのポジションを争って常に足の引っ張り合い。あんたの旦那、正式な後継者ってわけでもないみたいよ」

　少し意外な話だった。康彦は彼は後継者だと決まっているような口ぶりだったのに。

　けれど一方で、だからなんだ、とも思う。正式に決まってはいなくてもいずれはそうなるのだろう。見合いの日に彼が見せた澄んだ瞳と強いリーダーとしての覚悟は、澪を強く惹きつけた。彼のような人物が組織に何人もいるはずがない。

「ふふふ、まだ本決まりじゃない人の結婚相手が名家の娘どころか偽物だったってことがバレたら、赤っ恥じゃない？　後継者候補から外れるかも」

「まさか」

　澪は呟いた。

　でもそう言われてみれば、彼だけじゃなく彼の父と祖父にまで澪の秘密を知られるのは、確かにまずいかもしれない。

「……でもさすがにそれだけで仕事にまで影響しないわよ」

　恥ずかしいというならば、離婚すればいいだけだ。

「さぁ、それはどうかしら？」

　琴音がわざとらしく首を傾げた。

「彼女の従兄弟にね、政治家の娘と結婚してた人がいるんだけど、その政治家が選挙に落ちただけで、降格になったって話もあるくらいなのよ。ひどい話よね？　まぁでも確かにどうなるか、わからないといえばわからないわよね。ふふふ、試してみようか？」

「やめて！」

　反射的に澪は声をあげる。自分のせいで圭一郎の立場が危うくなるなんて、そんなの絶対に嫌だった。

「そんなことしないで！」

　澪の剣幕に、琴音が噴き出してくすくすと笑う。心底嬉しそうである。

　その彼女に澪は悲痛な思いで問いかけた。

「ねぇ、どうしてそんなこと言うの？　彼との結婚が嫌だって逃げ出したのは琴音でしょう？　私は代わりに結婚したのよ。なのに……」

　今さらこの結婚に嫌がらせをされるいわれはないはずだ。

「私が琴音になにをしたっていうのよ！」

　ほとんど叫ぶように澪が言うと、彼女はぴたりと笑うのをやめる。そして憎悪の目で澪を見た。

「私、あんたが嫌いなの。あんたが幸せになるのが嫌なのよ」

　澪は絶望的な気持ちになる。なぜ自分がここまで彼女に恨まれているのか理由はまったく不明だが、理屈で訴えても無理そうだ。

「まずはそのセレブ生活から突き落とされるあんたが見たい。……家を出て」

「家をって……なに言ってるの？」

「言葉の通りよ。偽物なのにセレブ生活してるなんてルール違反でしょう？　なるべくボロいアパートへ引っ越して」

　そう言って彼女は立ち上がり、澪を見下ろした。

「じゃないとあんたが偽物だってこと、向坂家の別の取締役にリークするから」

「で、でも、家を出るって理由もないのに」

「理由なんていくらでも作ればいいじゃない。旦那が長期出張なんだもの。その間に、元カレと浮気したとでも言いなさい」

　無茶苦茶なことを言う。澪はもう返事もできなかった。

「いい？　期限はあんたの旦那がドイツから帰ってくるまで。それまでに荷物をまとめてボロアパートに引っ越して。じゃないとあんたの秘密、暴露してやるから。ふふふ、夫婦の感動の再会は、永遠にお預けよ」

　捨てゼリフを吐いて、琴音はくるりと踵を返し、カツカツと靴音を鳴らしてエントランスを出ていった。

　残された澪はお腹に手をあてたまま、しばらく動くことができなかった。




「琴音の言う通りのようだ。養子の件が向坂家にバレたら、圭一郎氏の立場は危うくなる」

　向かいに座る康彦が、憎々しげに言うのを、並んで座る澪と父は神妙な面持ちで受け止めた。

　琴音の来訪から三日後、澪は坪井本家を父とともに訪れた。琴音の要求にどう答えるべきか対策を講ずるためである。

　この三日間で康彦は、向坂家の内情について琴音が言ったことの真偽を確かめたという。結果、概ね間違いはなかったということだ。

「くそ！　よりによってこのタイミングで。今、圭一郎氏の機嫌を損ねるわけにいかないのに」

　行方不明だった娘が姿を見せたというのに、まったく心配する様子もなく康彦は舌打ちをする。あいかわらず頭の中は業務のことでいっぱいのようだ。

「どうして今頃になって戻ってこられたんでしょう？　恋人と一緒だったはずじゃ」

　父が首を傾げると、康彦が忌々しげに吐き捨てる。

「金が尽きたんだろう」

「お金が？」

「そうだ。あいつが持っているカードは随分前に止めてあるが個人名義の預金までは抑えられんかった。おそらくそれがなくなったんだ。恋人といってもヒモみたいな男だったようだから、金がなくなったら捨てられたんじゃないか？」

　康彦の話に、父は気の毒だというように眉を寄せる。

　澪は黙ってふたりを見比べていた。

「とにかくこうなったら仕方がない。澪、お前は琴音の言う通りにしろ」

　康彦の言葉に父が目を剥いた。

「に、にいさん……！　それはいくらなんでも」

「仕方がないだろう！　今ことを荒立てるわけにはいかんのだ。今回の向坂自動車のドイツの件では国内でも多少の影響を受ける。それについて五う菱ちがはじめてまとまった額の融資をすることになっている。それが滞りなく実行されるまでは……。それから澪、琴音が姿を現したら今度はすぐに連絡しろ」

「……どうするんですか？」

　得体の知れない無力感に襲われながら澪は尋ねる。

　康彦が鼻を鳴らした。

「もう二度と余計なことができんように家から出さんようにする」

　その答えを聞きながら、澪は目を閉じる。頭がぐるぐるとして気持ちが悪い。お腹の奥から嫌なものがせり上がってくる。吐きそうになるのをなんとか堪えた。

「わかったな！　澪。アパートはこっちで用意する」

「……わかりました」

　澪がそう言うと、隣で父が声をあげる。

「澪……！　だって、お前！」

　父は圭一郎が家に来てくれたことをとても喜んでいた。政略結婚でもふたりが仲睦まじくしているのを知っているのだ。

「いいの、お父さん」

　澪は首を横に振る。どのみちほかに打つ手はない。

「だが……。にいさん、澪が家を出たとして同じことじゃないですか？　結婚がダメになることに変わりはないじゃないか。つ、妻が浮気をしたなど、嘘をついたら圭一郎君は傷ついて……」

　その言葉に、康彦が馬鹿にしたような笑みを浮かべた。

「くだらん。彼は優秀な男だぞ？　欠陥品を妻にしたとなれば怒るだろうが、浮気くらいで動揺せんだろう。男になによりも大切なのは……プライドだ。だいたい澪、琴音が現れた時になぜ引き止めなかったんだ。その時捕まえていれば、こんなややこしいことにはならんかったのに……」

「おじさま」

　なおもくどくどと言い続ける康彦の言葉を遮るように澪は口を開く。もう今すぐにでも部屋を飛び出したいくらいだった。一秒だってこんなところにいたくない。

「おじさまの言う通りにして、琴音さんが戻られたら、もう私たちには関わらないと約束してくれますか？」

　お腹の中の小さな命。

　ひとりで産み育てる自信はまだないけれど、それしか道がないならば、もうこの人たちとの関係はここで断ち切りたいと強く思う。

　澪の言葉に、康彦が不快そうに口を歪める。けれど、ため息をついて頷いた。

「ああ、約束しよう」

　その言葉を聞いて、澪は立ち上がった。




「いやーそれにしても、鮮やかなお手並みだった。やはり次の社長は、副社長で決まりだな。半年後の株主総会を待たずして発表があるんじゃないか？」

　向坂自動車本社ビルの副社長室に、専務取締役の上機嫌な声が響く。応接コーナーに向かい合わせに座る圭一郎は明言を避け、代わりにコーヒーをひと口飲んだ。

　彼は向坂家の出身ではないが、父・圭介の盟友とも言える存在で、昔から家族ぐるみで親しくしていた。今も、若くして向坂自動車の経営に関わる圭一郎に有意義な意見をくれる、社になくてはならない存在だ。

「社長も随分とヤキモキしていたようだが、これでひと安心だろう。まさか、リコールを回避できるとは！」

　圭一郎がドイツから帰国して二週間が過ぎた。

　圭一郎のドイツでの功績は日本でも経済界を騒がせた。残務処理をしながらいくつかの新聞社からの取材を受け、慌ただしい日々を送っていた圭一郎だが、昨日で少し落ち着いてようやく日常に戻りつつある。

「それで？　会長はなんと言ってる？」

「まだお会いしていません」

　そう言ってコーヒーのカップを置くと、彼は頷いた。

「まぁ、帰国してからお前はずっと忙しかったからな。とはいえ、決まりは決まりだろう。正直言って俺も安心したよ。向坂自動車の次期リーダーは並大抵の器量では務まらん。失礼だが、二番手と言われていた和信常務では……」

　そう言って顔をしかめて首を振った。

「話にならん。ま、なにはともあれおつかれさま」

　そう言って彼は立ち上がり、いとまを告げて部屋を出ていこうとする。ドアの前まで来て、見送るために後を追っていた圭一郎を振り返って、ニヤリと意味深な笑みを浮かべた。

「そういえば、五菱の新妻とうまくいってるようじゃないか。デレデレだという噂を聞いたぞ」

「……どこからそんな情報を」

　圭一郎が眉を寄せると、相手は愉快そうにはははと笑う。そして圭一郎の肩をポンポンと叩いた。

「お前の家は特殊だから結婚してもちゃんと家庭を築けるかと心配しとったが、大丈夫そうなんで安心したよ。奥さんがいい方なんだろうな」

　小さい頃から圭一郎を見てきた彼は、本当の父親よりも父親らしいことを言って、部屋を出ていった。残された圭一郎は、そのまま応接コーナーの椅子に戻り、髪をぐしゃぐしゃとする。そして深いため息をついた。

　今彼が言った通り、特殊な家庭に育った圭一郎が、人並みの幸せな夫婦関係を築けていたのは、紛れもなく澪のおかげだ。相手が彼女でなかったら、間違いなく自分の両親のような歪な夫婦になっていただろう。

　……だがその澪は、今圭一郎のマンションにいない。それどころか、連絡の取れない状況が続いていた。

　ドイツから帰国した日に、圭一郎は彼女からメッセージを受け取った。

　圭一郎がドイツへ行っている間に昔の恋人に再会し、圭一郎を裏切ってしまった。申し訳ないから家を出る。離婚届は置いていくから、仕事に影響のない時期に出してくれ、というものだ。

　そのメッセージの通り、家にはすでに彼女の姿はなく、テーブルに記入済みの離婚届が置かれていた。結婚してから彼女に買ってやったすべてのものは服も靴もなにもかもそのままに、彼女の姿だけが消えていたのだ。

　すぐさま圭一郎は、彼女の父親と坪井頭取に連絡を取り澪の行方を尋ねたが、今日にいたるまで手がかりは掴めていない。そもそもふたりとも多忙を理由に圭一郎と直接話をしようともしない。圭一郎からの追及を恐れているのだろう。

　目を閉じると彼女の笑顔が脳裏に浮かぶ。

　胸が締め付けられるように痛かった。

　メッセージの内容は嘘だ、と圭一郎は確信している。

　彼女がこんな形で自分を裏切るなど、絶対にありえない。なにか事情があるに違いない。

　もしかしたら、養子の件と関係があるのかもしれない。

　だとしたら、その問題は解決してやると伝えたかった。今の自分なら、なにからも彼女を守ってやれる。

　……だが、会えなくてはどうしようもない。

　圭一郎が暗澹たる思いでもう一度ため息をついた時、ノックの音がして渡辺が入室する。

「失礼します。副社長」

　やや慌てたような様子に圭一郎は首を傾げた。

「どうした？」

「奥さまの居場所がわかりました」

「なに!?」

　唐突にもたらされた朗報に、圭一郎は驚いて立ち上がる。坪井頭取と父親の反応に埒があかないと感じた圭一郎は、彼に澪の行方を探すよう頼んでおいたのだ。

　夫婦のプライベートを曝け出すのに躊躇したが、そもそもふたりの結婚は仕事絡みで彼は裏事情も知っている。背に腹はかえられない。

「澪は、彼女はどこにいる!?　無事なのか？」

　いつもの冷静さは吹き飛んで余裕なく圭一郎は尋ねる。

　渡辺は頷き、あるアパートの住所とそこを訪れる澪の父親、それを迎える彼女の写真を差し出した。

「はい、調査担当者はてっきり奥さまの実家近くだと考えていたようですが……」

　アパートの住所はこの街だった。すぐにでも行ける距離にある。

　圭一郎はデスクへ戻り鍵と携帯を手に取った。

「本日はこの後、特に会議等もありませんから、社に戻られなくて大丈夫です。なんならそのまま数日お休みされてもいいですよ。ドイツに行かれてから今日まで副社長は一日もお休みを取られていませんから」

　出口に向かって部屋を横切る圭一郎に、にっこり笑って渡辺が言う。その腹心の部下に向かって、圭一郎は鍵を持つ手を上げた。

「ありがとう！　君は本当に優秀な秘書だ」

「いってらっしゃいませ」

　頭を下げる渡辺を横目に、そのまま部屋を飛び出した。




　――寒い。

　毛布の中でうずくまっていた澪はそう感じて薄く目を開ける。エアコンはついているはずなのに手足が冷えてつらかった。

　ベッドに入った時はまだ昼間だったと思うのに、もう部屋の中は薄暗い。どれだけ寝ていたのだろう。

　今日一日を澪はベッドの中で過ごした。

　これがつわりというものなのだろうか。とにかく眠くてたまらないという状況が続いている。

　圭一郎のマンションを出て二週間が過ぎた。それから今日にいたるまで康彦が準備した古いアパートの一室で、朝も夜もなくひたすら眠り続ける日々だ。あまり買い物などにも行けないから、父が何日かに一度コンビニで買ってくる食料が頼りだった。

　父は、明らかに体調が悪いのに病気ではないと言い張る澪を心配して、何度も病院へ行けと言う。それに澪は曖昧に答えていた。

　今はまだ妊娠を知られるわけにいかない。知られてしまったら、父は圭一郎に連絡を取り澪の居場所をおしえてしまうだろう。

　父が持ってきたものの中から食べられるものを食べて、また眠る。そんなことを繰り返すうちに澪の頭はある考えに支配されていく。

　……このまま、消えてなくなりたい。

　お腹の中の小さな命には申し訳ないけれど、もうなにかを頑張れる気力は自分にはない。

　どんな困難も笑顔でいれば乗り切れるという母の魔法も、まったく効かなかった。

　圭一郎の迷惑になりたくない、その一心でマンションを出たけれど……。

「寒い……圭一郎さん」

　ほとんど無意識のうちに澪は彼の名を口にして、紺色のウインドブレーカーにくるまった。

　新婚旅行で圭一郎がハイキングの際に着ていたものだ。

　これを澪は秋の庭仕事でよく借りていたのだ。サイズは随分と大きいけれど、だからこそお尻まですっぽりと包み込んでくれるから暖かくて重宝した。そしたらそれを知った圭一郎が、じゃあそれはあげるよと言ってくれたのだ。

　結婚してから彼に買ってもらったものはすべて自分がもらう資格はないからと、マンションに置いてきたけれど、このウインドブレーカーだけは持ってきた。

　これから先、どうなるかまったく先が見えずに心細くてたまらなかったから。

　ウインドブレーカーにくるまって、澪はまた目を閉じる。もうとっくに彼の香りはしないけれど、それでもこうしていると身体の震えが少しだけ収まるような気がした。

「圭一郎さん……」

　澪がまた呟いた、その時。

　ピンポンと玄関のチャイムが鳴る。澪は目を開き首を傾げた。

　誰だろう？

　このアパートに澪がいることを知っているのは父と康彦だけだ。

　父なら事前に連絡が入るはずだし、康彦が来るはずはないし……。

　ベッドに寝転んだままドアを見つめていると、またピンポンと鳴る。そして薄いドアの向こう側から、呼びかける声がした。

「澪、いるんだろう？　開けてくれ。俺だ」

　聞き覚えのあるその声に、澪の胸がどきんと大きな音を立てる。絶対に聞き間違えるはずがない、澪が今一番会いたくて、でも会ってはいけない男性だ。

「澪、いるんだろう？」

　圭一郎がもう一度、今度は少し大きな声で澪を呼ぶ。玄関横のガラス窓から中の灯りが漏れてしまっている。居留守を使うのは無理そうだ。

「澪！　お願いだ、出てきてくれ」

　聞いたこともない切羽詰まったような彼の声音に、澪の胸は切なくなる。でも出ていくわけにはいかなかった。どうして彼がこの場所を知っているのかは不明だが、出ていかなければ勘違いだったとなるだろう。

「出てくるまで、ここで待ってるからな。一晩中でも」

　その言葉に、澪の胸がどきりとした。どう考えてもそれはまずい。彼はこの街ではよく知られている顔で、道ゆく人が彼の会社の社員だという可能性もあるくらいだ。プライベートでも振る舞いには気を付けていると、以前なにかのタイミングで言っていた。

　古いアパートのドアの前で女性の名前を呼びながら夜を明かすところなんて、誰かに見られるわけにはいかない。

　澪はベッドから下りて玄関のドアをそうっと開ける。すると向こう側から強い力で摑まれてぐいっと大きくドアが開いた。その先に、圭一郎が立っていた。

「澪、心配したんだ！」

　途端に大きくて温かな腕に包まれる。久しぶりの彼の香りと耳もとに感じる熱い息に、澪の視界が滲んでいく。

　心と身体、爪の先から髪の毛にいたるまで澪のすべてが彼を求めているのを強く感じる。心配なんてしてもらう資格は、自分にはないのに、こんな風にされたら決心が鈍ってしまう。

　このままずっと彼の腕の中にいたいと願いたくなってしまう。

　胸の痛みを堪えながら、澪は彼の胸をそっと押す。

「圭一郎さん、私……」

　でもその時、アパートの外階段をカツンカツンと誰かが上ってくる音が聞こえてハッとする。

「と、とにかく中へ」

　慌てて彼の手を引いた。

　玄関を入ってすぐのところにあるキッチンとその向こうのユニットバス。ガラス戸で仕切られただけのリビング兼寝室がひと部屋だけの狭いアパートで、澪は圭一郎と向かい合っている。

　彼は会社から直接来たようなスーツ姿だった。

　どうしてここがわかったのかと尋ねようとして口を閉じる。あまり意味のない質問だと思ったからだ。

　ここは、本社からもマンションからも近い。彼がその気になればすぐに見つかってしまうのは明白だ。

　本当は、なるべく遠くに住む方がいいのはわかっていたけれど、今の体調で通っている産院から離れる勇気がなかったのだ。

「……澪、なにがあった？」

　部屋に入り、圭一郎は少し冷静さを取り戻したようだ。低い声で問いかける。

「携帯に送った通りです。私、圭一郎さんの妻失格です」

　うつむいて硬い声で澪は答える。

　でも圭一郎はそれで納得しなかった。

「嘘だろう。あんなこと信じられるわけがない」

「本当です。圭一郎さんがドイツに行っている間に、以前付き合っていた彼から連絡があって、それで私……」

　早口で、ありもしないストーリーを口にすると、それを圭一郎が一蹴した。

「キスより先には進めなかった恋人と？」

「つっ……！　それは……」

「澪」

　圭一郎が澪の両肩をガシッと掴み揺さぶった。

「俺は君を愛してる。君を信じている。君が家を出ていったのにはなにか理由があるはずだ」

　そこで彼は言葉を切って、唇を噛む。そして思い切ったようにまた口を開きかけて、テーブルの上に置きっぱなしになっているあるものに目を留めた。

「あれは……？」

　つられるように視線を移し、澪はハッとしてそれを手に取り隠そうとする。でも素早く動いた圭一郎に取り上げられてしまい叶わなかった。

「澪、これ……？」

　母子手帳だった。

　数日前に検診へ行った後、テーブルの上に置きそのままになっていたのだ。表紙には澪の名前が書いてある。

　迂闊だった。でもまさか彼が家に来るなんて思わなかったのだから仕方がない。

　圭一郎が澪をジッと見つめて掠れた声を出した。

「子供が……？」

　ごまかすことなどできなくて、澪はこくんと頷いた。

　その瞬間、温かい腕に包まれる。耳元で圭一郎が苦しげに囁いた。

「言わないでいるつもりだったのか？　俺たちふたりの子なのに」

　その言葉に、澪の目から熱い涙が溢れ出す。

　そうだ、この小さな命は澪のお腹にいるけれど、紛れもなくふたりの子。ふたりが出会い愛を紡いだ証なのだ。この命の行く末を澪ひとりで決めていいはずがない。

「ごめんなさい……！」

　大きな背中に腕を回して澪は声をあげて泣いてしまう。

　複雑な事情と、どうにもならない状況にがんじがらめにされて、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　彼と自分ふたりだけが存在する世界に行きたかった。

　取り乱す澪の背中を圭一郎の手が優しくなで続ける。その感覚に、少しずつ冷静さが戻ってくる。

　彼の胸に手をついて少しだけ身を離し、澪は彼を見上げた。

「圭一郎さん、私……」

　その時、頭の中がくらりとして澪の世界が一瞬歪む。

「澪！」

　身体の力が抜けて崩れ落ちそうになるのを圭一郎に支えられる。そのままベッドに運ばれて寝かされた。

「……そうか、体調がよくなかったのは、妊娠していたからなんだな」

　圭一郎が呟いた。

「病院へ行こう」

　その言葉に澪は首を横に振った。

「大丈夫です。多分つわりなんですけど、私の場合はとにかく疲れやすくて眠いんです。食べるより寝ていたいくらいだから、朝からなにも食べてなくて……急に動いたから貧血になっただけだと思います」

　そう言うと圭一郎は眉を寄せて深刻な表情になる。

「気分が悪くて、食べられないわけじゃないんだな？」

「……ちょっとそういうのもありますけど、そこまでは……。なんとなく柑橘系のゼリーが食べやすいので父に買ってきてもらって、冷蔵庫に入れてあります」

　すると彼は頷いて、冷蔵庫から飲むタイプのゼリーを持ってきた。

「あ、ありがとうございます」

　彼に支えられながら起き上がりゼリーを飲むと、何時間かぶりに食べ物を口にして少し気分がよくなった。

「おいしかった」

　呟くと、圭一郎がホッとしたように表情を緩めた。

「じゃあ、今日はもう寝て」

　そう言って、布団をめくり中へ入るように促してウインドブレーカーに気がついた。

「これ、俺があげた……？」

　尋ねられて澪の頬が熱くなった。

　ひとりぼっちが寂しくて、彼のウインドブレーカーを抱いて寝ていたのが、よりによって本人にバレてしまった。

「ここ、すごく寒いから……」

　ごまかすようにそう言うとふわりと優しく腕に抱かれた。

「いつでも本物が、抱いてやるのに」

　その言葉にまた涙が溢れそうになってしまう。もともとは泣き虫な方ではないのに、まるで涙腺が故障してしまったみたいだった。

「もうひとりでは寝かせない。これからはずっと俺の腕の中だからな」

「圭一郎さん、でも私……」

　言いかける澪の唇を圭一郎は優しいキスで塞いだ。そして澪を腕に抱いたままベッドに横になる。澪を毛布と自分の身体で包み込んだ。

「とにかく今は君の体調が優先だ。心配ごとは全部俺が解決しておくから、なにも心配せずに眠るんだ。ずっとそばにいるから」

　そんなわけにはいかないと頭の片隅で澪は思う。自分は彼のそばにいるだけで迷惑がかかる存在なのだ。すぐにでも事情を話して帰ってもらわなくては。

　でも大きな手が布団の上から優しくトントンとする感覚に、急激な眠気に襲われる。瞼が鉛のように重かった。

　頬に感じる彼の温もり、彼の香りが澪の思考を鈍らせた。

　――とにかく今は彼の言う通りにして、難しい話は目が覚めてからにしようかな。あったかくて気持ちいい。

　頭を優しくなでられる感覚に、澪は眠りに落ちていった。




　腕の中で、澪がすうすうと寝息を立てはじめたのを確認して、圭一郎は安堵のため息をついた。柔らかな黒い髪に頬ずりをして彼女の香りを感じ取り、その存在を確認する。

　ようやくこの手に取り戻した。

　なにがあったかまだ詳細はわからないが、そばにいればすべて解決してやれる。

　もう絶対に離さない。

　腕の中の彼女がドイツへ経つ日の朝に抱きしめた時よりも少し痩せたように感じて、圭一郎の胸がきしりと音を立てた。

　大切な時期をひとりきりで過ごさせたことを申し訳なく思う。と、同時に彼女をここまで追い込んだものに、憎悪の感情が腹の中から湧き起こるのを感じていた。

　さっきドアを開けて自分を目にした時の彼女は、戸惑いの表情の中に切ないなにかを浮かべていた。ベッドにあった、寝る際に着るにしては不自然な素材のウインドブレーカー。彼女からのメッセージの内容は、すべて嘘だという確信を圭一郎はさらに深めていた。

　彼女は自分の意志で家を出たわけではない。出ざるを得なかったのだ。誰かにそう仕向けられた。

　――やはり、養子の件が絡んでいるのは間違いない。

　でなければ、身重の身で黙って夫のもとを去るなどという事態にはならないはず。彼女と彼女の父親にとってのアキレス腱、坪井康彦が絡んでいるのは間違いない。

　――だとしたら、こんな茶番はすぐにでも終わらせてやる。

　自分にとって唯一無二の存在を腕に抱き圭一郎は決意する。大丈夫、その力をもう自分は手に入れた。

　閉じた長いまつ毛にキスをすると、澪は少しだけ唇を動かして、でも目を開けることはなかった。

　思わず圭一郎は笑みを漏らす。はじめから彼女はこうだった。どのような状況でもよく眠り、一度眠るとなかなか起きない。

　もちろん今はつわりで眠気が増しているからでもあるだろうが……。

　圭一郎が腕に力を込めると、澪が自分の胸に気持ちよさそうに頬ずりをした。

　愛おしい、愛おしい、愛おしい澪。

　彼女との間に、新たな命を授かったことが奇跡のように嬉しかった。

　正直なところ実感はまだ湧かないが、自分自身が新たな一歩を踏み出したのをしっかりと感じている。その先は、澪とでなければ歩めない幸せな道筋だ。

「澪、愛してる」

　黒い髪にキスをすると、急な眠気に襲われる。圭一郎自身は、彼女がマンションを出てから以前のようには眠れないつらい日々が続いていた。もはや自分は、彼女のいる場所でしか眠れないようだ。

　難しい問題は必ずこの手で解決する。だがとりあえず今は、この心地のいい温もりに身を任せよう。

「おやすみ、澪」

　呟いて、圭一郎は目を閉じた。




　幸せな夢を見た。

　圭一郎の腕の中で眠りにつく夢だ。もう二度と会えないと思っていた彼が目の前に現れて、あの低くて甘い声音で『愛してる』と言ってくれたのだ。

　頬に感じるシーツの感触に目覚めかけているのだと感じて、澪は心底ガッカリする。目覚めたらまたあの孤独な世界が広がっている。

　ああ、まだ寝てたいな。

　寝ても寝ても寝足りないはずなのに、どうして目が覚めちゃうんだろう？

　でもここまで深く眠れたのは久しぶり。なにせこれ以上ないくらいの幸せな夢を見ていたから……。

　そんなことを思いながら澪はうっすらと目を開ける。

　すると自分がいるベッドに、背を預けて座っている人物の後ろ姿が目に飛び込んできた。

　あれは……。

「圭一郎さん!?」

　圭一郎が振り返った。

「起きたのか？　悪い、うるさかった？」

　彼はカーペットに直に座り、ノートパソコンを触っていたようだ。

「い、いえ、そんなことは……でもあれ……夢じゃなかったの？」

　圭一郎がパソコンをパタンと閉じて脇に置く。立ち上がり、ベッドに屈んで澪の顔色を確認した。

「よく眠れた？」

「はい……それはもう」

　言いながらチラリと窓を確認すると外は明るかった。

「今、何時ですか……？」

　まだはっきりとしない頭で問いかけると、圭一郎は首を傾げて「十二時くらいかな」と言う。

　澪は目を丸くした。

「え？　夜のですか？」

　圭一郎が噴き出した。

「なんでだよ！　昼のだよ！」

　そしてくっくと笑っている。本当に久しぶりに見る彼の笑顔に、澪の胸はキュンとなる。

「そ、そうですよね。明るいですもんね」

　とんちんかんなことを言ってしまったのが恥ずかしい。

　それにしても驚きだった。少しずつはっきりしてくる頭で澪は寝る前の記憶を辿る。確か彼が来たのは日が落ちかけた頃だったような。

　だとしたら、いったい何時間寝ていたのだろう。確かに少しすっきりしたけれど。

「ずっと寝てるから、心配になるくらいだったよ。気持ちよさそうに寝てるから大丈夫なんだろうとは思ったけど」

　言いながら彼は冷蔵庫からミネラルウォーターを出してきて澪に手渡した。

「ありがとうございます」

　確かに、それだけ寝たのだと言われてもおかしくはないくらい喉がカラカラだった。

　ミネラルウォーターをごくごく飲むと、冷たい水は身体に染み渡るようで美味しかった。

　飲み終えてひと息ついて、改めて圭一郎を見る。彼はラフな部屋着姿だった。

　確かここへきた時はスーツだったはずだけれど。

「圭一郎さん、昨日はここに泊まったんですか？」

「ああ、澪が離してくれなかったんだ。寒い寒いって言って」

「つっ……！」

　その言葉に、澪は真っ赤になってしまう。

　確かに寝ている間中、温かいなにかにぴったりとくっついていたような記憶がある。夢だと思っていたけれど、夢じゃなかったというわけか。

「す、すみません……」

　そのせいで圭一郎は帰れなかったというわけか。

　圭一郎がはははと笑い、澪の髪をくちゃくちゃとした。

「冗談だよ。ずっとそばにいると言っただろう？　それに、おかげで俺もよく眠れた。久しぶりに」

「え……？」

　澪は首を傾げた。

　今澪が寝ているベッドは、間に合わせで父が用意した、安いシングルベッドだ。広くて高級なマットのベッドで毎日寝ている彼にとってはよくない環境のはず。

　ましてやふたりで使ったのだ、相当狭かったはずなのに……。

　圭一郎がベッドに腰を下ろし、起き上がる澪の腰を支えてくれる。そして優しい眼差しで澪を見た。

「俺、澪の隣だとよく眠れるんだよ。はじめからそうだった。もう、今は君がそばにいないと眠れない。君がいないマンションで夜を迎えるのはつらかった」

「圭一郎さん……」

「だから、君がいるなら、俺はここに帰ってくる。……明日も明後日も」

「な、なに言ってるんですか！　まさかそんなこと」

　澪は驚いて声をあげる。

　彼がこんな粗末なアパートに住むだなんて、ありえない。

「嘘でしょう!?　ダメに決まってます！　セ、セキュリティだって万全じゃないのに……」

「なら、尚更だ。セキュリティが万全でないところに、愛する妻と子供を放っておくわけにはいかないからね」

「……圭一郎さん」

　子供という部分に力を込めた彼の言葉に、澪の胸は熱くなる。

　圭一郎が澪の頭をぽんぽんとした。

「今日は休みなんだけど、ひとつ用事を済ませなくちゃならないんだ。今から少し出てくるよ。終わったらすぐに帰ってくるから、澪は寝てて。食べ物は買ってあるから」

　そう言って冷蔵庫を指差した。

「ほかになにか食べたいものがあるならメールしてくれれば、買って帰る」

　では彼は本当に、ここに帰ってくるつもりなのだ。

　その気持ちはとても嬉しいけれど……。

「圭一郎さん、私……」

　言わなくては、自分にはそこまでしてもらう価値がないのだと。

　……でも。

「大丈夫だ」

　圭一郎が力強い声で澪の言葉を遮った。

　真っ直ぐな視線が自分を捉えている。ハッとして澪は口を噤つぐんだ。

「大丈夫、俺がすべて解決する。君はなにも心配せずに、自分とお腹の子のことだけを考えて」

　もしかして、という思いが澪の頭に浮かぶ。

「じゃあ、行ってくる。鍵をしっかりかけるんだぞ。誰かが来ても絶対に開けるなよ」

　そう言い残して、彼は鍵と携帯を手に家を出ていった。

　ベッドから下りて玄関の鍵をガチャリとかけて、そのまま澪は考え込む。

　圭一郎のさっきの言葉と、強い視線。

　もしかして、彼は……。

　その時、くーっとお腹が鳴って澪は急に空腹を覚えた。そういえば最後になにかを口にしたのは、寝る前のゼリーだ。しかもその前もろくに食べていなかった。

　食べ物は買っておいたという圭一郎の言葉を思い出し、澪は台所の冷蔵庫を開ける。中を見て目を丸くした。

　単身者用の小さな冷蔵庫がゼリーでいっぱいだったからだ。

　おそらく、昨夜澪が柑橘系のゼリーだと食べやすいと言ったからこうなったのだろう。とはいえ驚くのは、どれとして同じものはなくいろいろな種類のものがひとつずつ並んでいることである。

　柑橘系のゼリーといっても世の中にはたくさんある。どれを澪が食べたくなるかわからない彼は、コンビニやスーパーを梯子してなるべくたくさんの種類を集めてきてくれたのだ。本当ならコーヒー一杯だって秘書に淹れてもらう人なのに。

　コンビニのスイーツコーナーで難しい表情でゼリーを選ぶ圭一郎の姿が頭に浮かび、澪は思わず笑みを漏らす。

「ふふふ、こんなにたくさん……食べきれないよ」

　優しくて、強い人。

『大丈夫』

　彼にそう言われただけでなんとかなるかもしれないと思えるから不思議だった。難しい問題はまだなにひとつ解決していないのに、彼の存在を感じただけで、澪に笑顔が戻った。

　そうだ、笑っていれば物事はいい方向へ進むはず。

　彼の子を宿したことは、澪にとっては奇跡のような幸運だ。妊娠がわかってからはじめて、澪は心からそう思った。

　この命を守り育てていくために、この子の幸せな未来のために、できることはなんでもしよう。

　強い気持ちが胸に戻るのを感じながら、澪はそう決意する。

　さしあたって今自分がするべきことは……。

「腹ごしらえね」

　呟いて、澪は一番大きな伊予柑ゼリーに手を伸ばした。










幸せの庭




　圭一郎が帰ってきた頃はもう日が落ちていた。仕事ではないという言葉通り、彼は出ていった時と同じ、ラフな格好のままだった。

　彼がいない間、澪はベッドでゆっくりとしながら、たくさん寝てスッキリとした頭で今後のことに考えを巡らせていた。

　相変わらず道筋ははっきりとしない。でもひとつだけわかるのは、彼との子の将来を自分ひとりで決めてはいけないということだった。夫婦がどんな風になろうとも、お腹の子にとっては父親は彼であり母親は自分であることは間違いないのだから。

「ゆっくりできた？　あれからまた寝たのか？」

　小さな座卓に鍵を置いて圭一郎が澪に尋ねる。

「はい、ゆっくりできました。さすがに寝てはいませんけど……」

　澪が言うと圭一郎は安堵したように頷いて台所へ行き、手洗いとうがいをしてから戻ってくる。そして澪を抱きしめた。

「澪、ただいま」

「……おかえりなさい」

　本当に不思議だと澪は思う。彼が帰ってきただけで、部屋の温度が一、二度上がるような気がする。このアパートは古くて狭くて明らかに彼には不似合いなのに、彼がいるとあのマンションと同じ、ふたりの居場所みたいに感じるのだ。

　このままこの温もりに身を任せていたい。お腹の子とふたり、彼の大きな腕に守られる。そんな未来を夢見たくなる。でもそのためには乗り越えなくてはならないことがあるのだ。

　決心が鈍らないうちに、澪は口を開いた。

「圭一郎さん、私、圭一郎さんに言わなくちゃいけないことがあるんです」

　決意を込めた澪の言葉に、圭一郎は特に驚きもせず、少し身を離し額と額をくっつける。

「うん、……話してくれ」

「……本当は結婚する前に言わなくちゃいけなかったんです。私、嘘をついていたんです」

　緊張で声がうわずってしまう澪の言葉を、圭一郎が静かな眼差しで待っている。

　ああ、やっぱり彼は知っている。

　いつからかは不明だけれど、少なくとも今朝部屋を出る時はわかっていたのだろう。

　だとしても自分の口から言わなくてはと澪は思う。ちゃんと自分の口から言ってそれでも一緒にいたいと告げるのだ。

　澪の秘密が暴露されて、彼が被る損害は一生かけて償うから……。

　それが今日一日で澪が出した答えだった。

「圭一郎さん、私、私……本当は……父とは血が繋がっていないんです。……養子なんです。本当のお父さんは私が生まれてすぐに亡くなって……。小さい私を抱えて途方に暮れる母を支えてくれたのが父だったんです。だから厳密には坪井家の娘とはいえなくて……圭一郎さんの政略結婚の相手としては相応しくない。嘘をついて結婚して……ごめんなさい」

　一気に言って目を閉じると、すぐさま温かい腕に包まれる。耳元で低い声が囁いた。

「話してくれてありがとう。相応しくないなんてことはない。俺の妻は澪しかいない」

「圭一郎さん……」

　目を閉じると熱い雫が頬を伝う。背中に腕を回して力を込めた。

「圭一郎さん、ごめんなさい」

「謝らなくていい。その嘘があったから俺は君と結婚できた。俺にとっては必要なことだった。ありがたいと思うくらいだ」

　まさか、そんなことありえない。

　裏切りは裏切りで、しかも今後の彼のキャリアに影を落としかねないほど重要な部分なのだ。それでもそう言ってくれる彼が愛おしくてありがたかった。

「圭一郎さん、私、圭一郎さんを愛しています」

　彼の胸に顔を埋めて、澪はようやくその言葉を口にした。重要な秘密を抱えたままでは伝えたくても伝えられなかった言葉だった。

「愛してる、大好きなんです。私にとっても旦那さまは圭一郎さんしかいません。許されるならこのまま夫婦でいたいです」

「もちろんだ、澪。もちろんだよ。嫌だと言っても離さない。俺の妻は澪しかいない」

　さっきの言葉を繰り返して、彼は腕に力を込める。澪の胸が、熱いものでいっぱいになった。

　愛する人に、本当の姿の自分を愛される。

　シンプルだけど、これ以上ないくらい幸せなことだ。

「澪」

　頬にあてられた手に促されるように顔を上げると、圭一郎が熱い眼差しで澪を見つめている。

　ゆっくりと近づく、ふたりの唇。

　――でもその時。

　ピンポンピンポンと玄関のチャイムがけたたましく鳴り、同時にドンドンドンとドアを叩く音がする。ふたりは眉を寄せてドアに視線を移し、しばらくジッと見つめる。その間もチャイムは鳴り続けていた。

　どう考えても尋常じゃない訪問客に澪は胸騒ぎを覚え圭一郎の服をギュッと握る。一方で、彼は冷静だった。

「大丈夫だ。俺が出るから、澪はなるべく部屋の奥へ行ってて」

　そう言ってポケットから携帯を出して素早くなにかを打ち込んだ。そしてドアに歩み寄り覗き穴で外の人物を確認してからゆっくりとドアを開ける。

　立っていたのは、琴音だった。

　腕を組んで仁王立ちをしている。澪は驚いて声を漏らした。

「琴音……」

「ちょっと澪、話が違うじゃない！」

　圭一郎には目もくれず、彼女は澪に向かって開口一番そう言った。

「あんたが家を出たって、旦那を連れ込んでたら、意味ないじゃない！　そんなこともわからないの？　あんたこんなに頭悪かったっけ？」

　あまりの口の悪さに、圭一郎が彼にしては珍しく嫌悪の表情を浮かべている。

　そして彼女の視線から澪を庇うようにふたりの間に割って入り、琴音に向かって問いかけた。

「君が、坪井琴音さんだね」

　琴音が圭一郎に視線を移す。

「……どうして私のことを知ってるのよ」

　眉を寄せて不機嫌に尋ねた。

「少し調べさせてもらったよ。君が妻に言ったことは、すべて私は把握している。もう脅しにはならないからこうやって来ても無意味だ。今後一切彼女に関わるのはやめてくれ」

　圭一郎がきっぱりと言う。

　その内容に澪は目を見開いた。では彼は養子の件だけではなく、マンションを出なくてはいけなくなった一連の出来事についても把握しているのだ。

　と、いうことは……。

「琴音！」

　外階段を上る音と怒号がアパートの廊下に響き渡る。同時に彼女の後ろに康彦が姿を現した。

「やっと見つけたぞ！　まったく手間ばっかりかけやがって」

　琴音の手首を乱暴に掴んだ。

「痛い！　離してよ！」

　琴音が茶色い髪を振り乱して抵抗する。するとさらに後ろから彼女の母親が現れた。

「琴音！　あなたは……！　お父さまにどれだけ恥をかかせれば気が済むの！」

　康彦と一緒になって琴音をなじる。

「なによ！」

　琴音が手を乱暴に払い、振り返り両親を睨みつけた。

「恥って……澪の方が恥だってお母さま言ってたじゃない。由緒正しい坪井家の苗字をどこの馬の骨かわからない娘が名乗るなんて恥ずかしいって。それなのに、よりによってこの子が私の代わりなんて、おかしいじゃない！」

「それはあなたが逃げたからでしょう!?」

　ひと目も気にせず親子は激しい言い合いになる。それを見ながら澪はたまらない気持ちになっていた。

　娘が見つかっても喜ぶわけでもなく怒り狂うふたりに、彼女がなぜ自分に執着し、憎んでいたのかわかったような気がしたからだ。

　琴音が澪を指差した。

「あの子は偽物！　汚らわしい存在！　お父さまとお母さまはいつもそう言ってた。でもじゃあどうしてあの子が私より親に大切にされるのよ？　愛されて幸せになれるのよ！」

　本家のひとり娘として琴音は何不自由なく大切に育てられた。学校でも、どこぞのブランドバッグを買ってもらった、あるいは夏休みはまるまる海外で過ごすと自慢げに言っていた。でもそこに愛はなかったのだ。

　行方不明になった琴音を康彦は一貫して心配する素振りはなかったし、そもそも結婚も見合いもすべて康彦の都合で決められたのだ。彼女の意思などは関係なく。

　おそらくは今までずっとそうだったのだろう。

　琴音が血走った目で澪を睨んだ。

「学水院時代から私、あんたが大嫌いだった。あんたの父親は本う家ちに来てあんたを養子にしたい、本当の娘と同じなんだって言ってお祖父さまに頭を下げてたの。その後も、あんたの学費のために何度も何度も家に来て頭を下げていたのよ。大切な娘なんだって言って。そんなのおかしいじゃない！　偽物の娘なのに！　本物の私より大切にされているなんて。だから私、常にあんたが偽物だってことを忘れないようにしてあげていたのよ」

　とにかく胸が痛かった。

　彼女が異常なまでに澪に執着をし、学生時代ずっと偽物だと言いふらしていたのは、血のつながりはないのに父に愛されていた澪が妬ましかったからなのだ。正真正銘坪井家の血を引いている自分が、こんなにも苦しい思いをしているのにと澪に嫉妬していたのだ。

　もちろんその感情は、綺麗なものではない。

　でもその根底にある両親に愛されたいという思いは、人としてあたりまえの感情だ。

　突然、抱えていた胸の内を暴露し始めた琴音に、彼女の両親は唖然として固まっている。

　代わりに口を開いたのは、圭一郎だった。

「琴音さん、君には同情する」

　琴音たち親子が怪訝な表情で彼に注目した。

「私も君とまったく同じ家庭で育ったから。君の気持ちはよくわかる。両親に愛されていないという無力感を常に抱えながら生きてきた。そうだろう？」

　その言葉に澪はハッとする。そういえば以前、彼は〝幸せな夫婦などフィクションの世界の言葉だと思っていた〟と言っていた。

　圭一郎が諭すような声音で琴音に向かって語りかける。

「愛に飢えて生きてきたという心の傷は、それぞれの方法で乗り越えていくしかない。だが、少なくとも誰かを不幸にした先に、君の幸せがあるわけではないということだけは確かだ」

　圭一郎からの忠告に琴音が悔しそうに歯噛みをする。でも彼女にしては珍しく、なにも言い返さなかった。

「頭取」

　圭一郎が康彦に向かって呼びかけた。

「澪がお義父さんの養子だったという事実が、御社と向坂自動車う　ちとの関係に影響しないことは約束します。ですから、もう二度と澪とお義父さんに関わらないと約束をしてください。……もちろん、琴音さんも含めて」

「あ、ああ、もちろんだ。よ、よろしくお願いします」

　康彦がカクカクと頷いた。

「で、では私たちはこれで。騒がせてしまってすまなかった」

　そして圭一郎の気が変わらないうちにと、琴音と妻を追い立てるようにしてアパートを去っていった。

　バタンとドアを閉めて深いため息をついてから、圭一郎は部屋の中に戻ってきてベッドに腰を下ろす。澪も隣に座った。

　圭一郎がことの経緯を説明する。

「今日の昼間に、頭取と君のことについて話をつけてきたんだよ。君がマンションを出なくてはならなかった一連の出来事も聞いた。頭取は坪井琴音が君のところに現れるんじゃないかと調査会社に依頼してここに張り付かせていたらしい。俺が頭取のもとを訪れた時、ちょうどその会社からアパートの周りを彼女がウロウロしているという情報が入ってね。俺が出入りしてると知ったらなにかアクションを起こすと思ったんだよ。で、念のためおふたりには近くで待機してもらっていた」

　彼の言葉に澪は頷く。

「彼女がもう二度と君に危害を加えないように捕まえる必要があったから、囮おとり作戦みたいなことになって申し訳なかった。嫌な思いをさせてしまった」

「私は大丈夫です」

　澪は首を横に振った。あれくらいは慣れている。今さらなんとも思わない。でもそれよりも圭一郎の方が心配だった。

　むしろ澪よりも彼の方がダメージを受けているように思えたからだ。

「……圭一郎さんは大丈夫ですか？」

　恐る恐る尋ねると、彼は髪をくしゃくしゃとして、深いため息をついた。

「彼女が澪にしたことは許せないけど、かわいそうな人だと思ったよ。……彼女と俺は、紙一重だ」

　まさか、という言葉を澪はすんでのところで飲み込んだ。そこから先は澪の知らない世界のように思えたからだ。

　見合いの日、はじめて顔を合わせた時の冷たい目をした彼が頭に浮かんだ。

「俺の場合は……そうだな、祖父から向坂自動車を背負って立つのはお前だと常に言い聞かせられていて、それを目標に生きてきた。向坂自動車と社員のために働いている間は自分に価値があるように思えたからだ。……たとえ、両親から愛されていなくても」

「圭一郎さん」

　たまらずに澪は、膝に置かれた彼の手に自らの手を重ねた。

「私は、あなたを愛しています。圭一郎さんが向坂自動車の副社長でもそうでなくても、関係ありません」

　胸が張り裂けそうだった。過去へ行き、幼い彼を抱きしめたいと思うくらいだ。あなたは生まれてきただけで大切な存在なのだと言ってあげたい。

「うん、ありがとう」

　圭一郎が澪の頭を優しくなでて穏やかな笑みを浮かべた。

「君に出会えたのは、俺の人生で一番幸運な出来事だった」

　少し瞳に力が戻ったように思えて、澪は安堵する。

　圭一郎が意味深な言葉を口にした。

「あの時、自分の勘を信じて正解だったと思うよ。もし別の道を選んでいたら、もしかしたら俺もいずれは彼女のようにと思うと、大袈裟じゃなくてゾッとする」

　澪は首を傾げた。

「……勘を信じた？」

「うん」

　圭一郎が頷いた。

「本当は結婚式より前……見合いのすぐ後に、養子の件は把握していたんだ。君のことを調べておしえてくれた人がいて。……疑うようなことをして申し訳なかったけど、いろいろなリスクを想定しておく必要があるから」

　申し訳なさそうに圭一郎は言う。

　澪は首を横に振った。

　彼の立場としては当然だ。ただ内容には驚いていた。養子の件に彼が気づいているのはわかっていたけれど、まさかそれが結婚前からとは。

「圭一郎さん、だったらどうして私と結婚したんですか？」

　せっかく調べて不都合な部分が見つかったのにそのまま結婚したのでは意味がない。

「リスク回避できていないじゃないですか！」

　自分との結婚だったことも忘れてそう言うと、圭一郎がフッと笑う。そして澪の頬に手をあてて親指で優しく瞼に触れた。

「見合いの日の君の真っ直ぐな視線に惹かれたからだ」

「視線……？」

「ああ、幸せになりたいという言葉も衝撃的だった。それまでの俺だったらありえないことだけど、リスクを負ってでも君の言葉通りにしてみたいと思ったんだ。どうしてそう思ったのか、あの時は自分でもよくわからなかったけど、今はわかる。澪、俺はあの日、君に恋をしてしまったんだ」

「圭一郎さん……」

　圭一郎の眼差しがゆっくりと下りてきてふたりは長いキスを交わす。

　澪だって見合いの日に特別なものを感じていた。彼に恋をしていると自覚したのは新婚旅行だったけれど、あの時にもう始まっていたのだろう。

　短いけれど、たくさんの思いがギュッと詰まったふたりの歴史に思いを馳せて交わす彼とのキスは、これ以上ないくらいに心地よくて幸せな味がする。ずっとずっとこうしていたい気分だった。

「……俺にとって一番大切なのはこの気持ちだ」

　圭一郎の言葉に、澪はゆっくりと目を開いた。

「君と一緒にいるためなら、今の立場を失ったってかまわない」

「け、圭一郎さん！　そんなのダメです……！」

　とんでもないことを言う彼に、途端に澪は夢から覚めて慌てて声をあげる。

　でもそういえばと重要なことを思い出した。澪の件が明るみになれば、本当にそうなるかもしれないのだ。

「……もし本当にそんなことになったらごめんなさい」

　圭一郎が笑って澪の頭をぽんぽんとした。

「そういう気持ちだと言うだけだ。大丈夫、そんなことにはならないよ」

「でも圭一郎さんのお家は立派なお家だから結婚相手に家柄を求めるって聞きました。私の件がバレたら大変なことになるんでしょう？」

「どうかな」

　圭一郎が肩をすくめた。

「でも、どうなったとしても俺は君を離さないし、会社の件も譲らないつもりだ。自分の立場を守りたいんじゃなくて、社員たちを守るために」

　そう言う彼の綺麗な瞳に、澪の胸はどきりとする。巨大な組織を率いていく覚悟を持った唯一無二の強いリーダーの目だ。

「だから、澪は心配しなくていい」

　その言葉に頷きながら、澪はまた見合いの日のことを思い出していた。

　そうだ、あの日自分はこの眼差しに強く惹かれたのだ。




　毎年恒例の向坂家の親族会議が開かれたのは、澪が圭一郎のマンションに戻ってから二カ月後のことだった。

　親族の集まりといってもそこは世界的企業の創業者一族である向坂家のこと。夏の株主総会を睨んだ対策会議という意味合いもあるから、都内の老舗ホテルの一室を貸し切っての格式張ったものだった。

　つわりも収まり体調が戻った澪は圭一郎とともに出席した。

　あまり気持ちのいいやり取りがあるわけではないから、来ない方がいいと彼は言ったが、澪は出席することを希望した。彼の妻としてしっかりと役割を果たしたいと思ったからだ。

　会に先立って、澪は一家の長であり向坂自動車会長である向坂宗安に挨拶をした。

「結婚式は出られなくて申し訳なかったね」

　彼は夏風邪を引いていて、大事を取って欠席したのだったのだ。年齢も年齢だから、澪は随分心配したが、会ってみると、柔和に微笑む宗安会長は九十を過ぎているとは思えないほどかくしゃくとしていた。

「いえ、体調が戻られてよかったです」

　澪が言うと、彼はカラカラと笑った。

「圭一郎の子を見るまではくたばるわけにはいかんからな」

　澪が身籠っていることはあらかじめ伝えてあるからそれを受けての言葉だ。澪は頬を染めて頷いた。

「あなたと結婚してから圭一郎の表情が随分と穏やかになった。お礼を言うよ、ありがとう」

「いえ」

　思いがけず優しい言葉をかけられて澪の胸は温かくなる。でも同時にチクリと針で刺されたような痛みを感じた。

　こんなにも喜んでくれているのに、澪が実は父の養子だったと知ったらどう思われるだろう？

　養子の件については琴音がリークしなくても、圭一郎を陥れようとするほかの取締役は掴んでいるかもしれないと、圭一郎は言った。けれど結果としてこの二カ月間で特になにか言われることはなかった。

　彼の父親か祖父には伝えておいた方がいいのでは？と澪は提案したのだが、それに圭一郎は首を縦に振らなかった。

『澪とお義父さんにとってはセンシティブな部分だ。あえて言う必要はない』

　その彼の判断を澪はありがたいと思ったけれど。

　普段は小規模な結婚披露宴も行われるという豪華なシャンデリアが下がる中ホールで、親族会は表向き和やかに始まった。集まった三十人ほどの男女がテーブルを挟み座り談笑しながら食事を楽しむ。真ん中に座る宗安会長の両脇を、現社長である向坂圭介とその弟だという人物が囲んでいた。

　澪の向かいに座る圭一郎の従兄弟の向坂和信が、さっきからねっとりとした目でこちらを見てくるのが不快だった。

「会長、そろそろ……」

　食事が終わりに近づく頃、圭介が水を向ける。会場が静まり返った。

　宗安がナフキンで口を拭き一同を見回した。

「ああ、そうじゃな。皆よく聞いてくれ。わしももう年じゃ、これから先はいつなんどき、どうなるかもわからん。目の黒いうちに、わしが保有している向坂自動車の株式を次の世代に引き継いでおこうと思う」

　よく通る声で語る宗安の言葉に皆、耳を傾けた。

「次の世代、つまりこれからの向坂自動車を背負って立つ人物じゃ。実力、人望、人柄において圭一郎が相応しいとわしは判断した。圭一郎を正式に後継者に指名する」

　その言葉を、一同特に驚きもなく受け止めた。こうなることは皆予想していたからだ。もちろん圭一郎自身もあらかじめ直接祖父から聞いていた。

「とはいえ、今や向坂自動車は巨大な組織と相成った。圭一郎ひとりでどうにかなるものではない。皆彼をよく支え、会社を発展させ、ひいてはひとりでも多くの社員を幸せにするように。社員は家族じゃぞ」

〝社員は家族〟という家訓を口にして宗安は話を締めくくる。

　後継者が正式に決まるまでは親族間にどこか緊張したやり取りが続いていたのだという。収まるところに収まったと一同、やや安堵したように頷いた。

　……一部の者を除いては。

「待ってください、会長」

　異を唱えたのは、和信だった。

「私は承服致しかねます」

　宗安が眉を寄せて彼に視線を移した。

「圭一郎は確かに優秀です。それは私も認めます。だが彼は会長の知らない秘密を抱えています。その件を黙ったままというのはフェアじゃないでしょう。それを明らかにした上で、もう一度考えるべきです」

　そう言って彼は圭一郎の隣に座る澪を見る。その視線に、テーブルの下の膝に置いた手が震えた。澪が養子だったという件を持ち出そうとしているのは明白だ。

　でもまさかこのタイミングで？

　血の気が引いて指先が冷たくなっていく。その手を圭一郎がギュッと握った。

　宗安が圭一郎に問いかけた。

「秘密？　……圭一郎、心あたりはあるのか？」

「なんのことでしょう？　私にはやましいことなどありません」

　圭一郎が言い切ると和信は声をあげる。

「嘘をつけ！」

　そして立ち上がり、澪を見た。

「そこにいるお前の妻は、五菱銀行の坪井家のご令嬢という触れ込みだが、それは真っ赤な嘘だ！　父親は坪井頭取の従兄弟だがそもそもその父親と血のつながりはない。養子だろう！」

　突然の暴露に場がざわざわとする。皆驚き、澪をチラチラと見てヒソヒソと言葉を交わしている。和信はさらに続ける。

「坪井頭取とは親子のように親しい間柄だという話だったが、それも嘘だ！　そもそも彼女は本家への出入りすら許されていない。圭一郎！　つまりお前はスカを掴まされたというわけだ。それなのに夫婦だなどと恥ずかしいとは……」

「口を慎め、和信！」

　圭一郎が鋭く言い放つ。

　和信がびくっとして口を閉じ、その場に緊張が走った。

「お前、どういうつもりだ？　人の妻を侮辱しておいてただで済むと思うなよ？」

　普段の圭一郎からは想像もつかないほど激昂する姿に、和信が怯みながら言い返す。

「ほほほ本当のことじゃないか。長年の因縁を水に流してもらう代わりに大切な娘を差し出すと五菱の頭取は言ったんだ。そそそれなのに、その娘が養子で、しかも本家にも出入りしていない者だったんだから」

「だからといって、言っていいことと悪いことがあるだろう！」

　圭一郎が立ち上がり、和信を睨む。

「やめなさい、ふたりとも」

　割って入ったのは宗安だった。

「座りなさい」

　一家の長の指示にふたりがたんと音を立てて座る。だが睨み合ったままだった。

　宗安がため息をついて澪を見た。

「澪さん、このような場で失礼なことを。孫に代わりましてお詫びします」

「い、いえ、そんなことは……！」

　思いがけず謝罪されて、澪は弾かれたように頭を下げた。

「あの、私……」

「もし差し支えなければ、事実を話していただけませんか？　中途半端なままでは、いらぬ憶測を呼ぶでしょう。決してあなたに不利なようにはしないから」

　穏やかに尋ねられて、澪は頷いた。

「はい」

「澪、言わなくていい！」

　圭一郎は言うけれど、澪は首を横に振った。

「大丈夫です」

　そして宗安に向かってはっきりと言う。

「和信さんがおっしゃったことは本当です。……黙っていて、申し訳ありませんでした」

「いや、あなたが謝ることはない。あなたの立場ではそうせざるを得んかったんだろうて」

　さすがは名家の長だけあって皆まで言わずとも澪の置かれた境遇くらいは容易に想像がつくのだろう。

「だがそうじゃな……普通なら養子だからといってどうということはないが、この場合、五菱側に不誠実な対応をされたということは事実じゃろう。勘違いするなよ。だからといって今さら五菱との関係を切れと言っているわけではない。この間のリコール回避の件では随分とバックアップをしてもらった」

　そこまで言って、宗安は圭一郎に問いかけた。

「して圭一郎、お前はこの件を知っておったのか？」

「はい」

「いつからじゃ？」

「見合いのすぐ後です」

　包み隠さず答える圭一郎に、その場がざわざわとする。結婚前に知っていたのになぜやめなかったのかと囁き合っている。

　宗安も彼のこの回答には驚いたようだ。

「結婚前から知っておったのか？」と聞き返す。

「はい」

「なるほど……」

　呟いて黙り込んだ。

「はっ！」

　和信が笑い出した。

「知っていたのに結婚した？　ありえないだろう！　知らずに結婚しただけでも相当な間抜けだと思っていたが、まさか知っていたのにそのまま結婚する愚か者だったとは！　会長、圭一郎はどう考えても後継者に相応しくないと思います！」

「だったら好きにすればいい」

　圭一郎が静かに言い放つ。その内容に、和信が口を開けたまま笑うのをやめた。

「……は？」

「澪を妻にと望んだ俺が、向坂自動車の後継者として相応しくないというならば、お前に譲ると言ったのだ」

　そう言って圭一郎は静かに立ち上がり、宗安に視線を送った。

「会長、私はそれでもかまいません。妻がどのような身の上だとしても私は彼女と結婚したいと望んだのです。たとえそれを理由に後継者の座を追われるとしても、この決断に悔いはありません」

　そこで言葉を切って和信を見た。

「和信に譲ります。そして私は、社を去ります」

「なんだと!?」

　圭介が顔色を変えて立ち上がった。

「馬鹿を言うな！　冗談でも……！」

「冗談ではありません！」

　圭一郎の声がホールに響き渡る。彼は目の前の親戚一同を鋭い視線で見回した。

「いいですか、企業経営は遊びでもなければ、このように足の引っ張り合いをする場でもないのです。多くの人の人生が我々の肩に載っている。優秀な人材を生かすも殺すもこの場での決断にかかっているのです！　私は常にそれを胸に刻みここまでの道のりを歩んできた。これからもその覚悟がある。だがあなた方が、私の妻のことのみをもって、私を外すというならば私は今すぐにここを去る。このような企業に未来はない」

　圭一郎の言葉に、一同がざわざわとする。皆一様に心配そうな表情だ。圭一郎を失うことが会社にとって損失どころの話ではないことがわかっているからだ。

「お前は覚悟があるんだな？　和信」

　圭一郎が、口を開けたまま青ざめている和信に向かって問いかけた。おそらくは圭一郎なしでやっていく自信などないのだろう。彼は返事をしなかった。

　静まり返ったホールに漂う、張り詰めた空気を破ったのは、宗安だった。

「圭一郎の言う通りだ」

　静かに言って一同を見回した。

「この決断は会社にとって重要な決断だ。足の引っ張り合いをするような場所ではない。わしの決定は覆らん、後継者は圭一郎だ」

　宗安の言葉にその場の空気がホッと緩む。そのことが、後継者は圭一郎しかいないのだということをよく表していた。和信が悔しそうに口を開いた。

「ですが、会長。以前会長は、圭一郎には後継者として決定的に欠けている部分があるとおっしゃっていたのではないですか？　それについてはもういいのですか？」

　苦し紛れの言葉に、宗安が頷いた。

「ああ、もうよい。問題ないことが今わかった」

「……今？」

「圭一郎」

　宗安が圭一郎に呼びかけた。

「はい」

「私はお前に随分と厳しく接してきた。それはお前に後継者としての資質があると思っていたからだ。向坂自動車のリーダーは並大抵の覚悟では務まらん。お前はそれによく応えてくれたな。だがお前にもひとつだけ足りないものがあると思っておった」

　宗安はそこで言葉を切って隣の圭介をチラリと見た。そしてまた圭一郎を見た。

「誰かを愛するという気持ちじゃ。お前は特殊な環境で育った。お世辞にも幸せな家庭とは言えんかっただろう。それはお前のせいではないが、リーダーに家族を大切に思う心がわからなければ、向坂家の家訓である〝社員は家族〟が形骸化していく。だからわしはそれを心配しておったのじゃが……もう心配はいらんな？　今のお前にはよくわかっているはずだ。誰かを愛するという気持ちがどのようなものなのかを」

　圭一郎が隣の澪に視線を送ってから、はっきりとした声で答える。

「はい、よくわかりました」

「よし、向坂自動車を頼んだぞ」

「はい」

　ふたりのやり取りに、何人かがうんうんと頷いている。だが和信はそれでもまだ納得できないようだった。

「せ、政略結婚を推奨していたのはお祖父さまではないですか!?」

　それを宗安が一喝した。

「ばかもん！　わしは、早く家庭を持てとは言っていたがなにも政略結婚しろとは言っとらん！」

「でででもそもそもお祖父さま自身が政略結婚だったんじゃ……」

「結婚したいと思った相手がたまたま当時の閣僚の娘でその後の仕事に有利になっただけじゃ。はじめは駆け落ちみたいなもんじゃった！」

「じゃあ、どうして私の元妻の父親が選挙に落ちた時、私まで降格になったんです？」

　和信はなおも食い下がる。

　そういえば、以前琴音からそんな話を聞いたことを澪は思い出していた。向坂家が結婚相手に家柄や利用価値を求めるいい例だと彼女は自慢げに言っていた。あれは、彼の話だったのか。

「わ、私は妻とはすぐに離婚したのに……」

「だからだ！　利用価値がなくなったらすぐに捨てるなど言語道断、自分の妻を大切にできないやつがどうして社員を大切にできる？　なぜ降格になったのか理由をよく考えろとあの時わしは言ったが、なんにもわかっとらんようだ！　お前は南米の工場でまた一からやり直してこい！」

「そんな……」

　宗安がやれやれというように首を振って深いため息をついてから澪を見た。

「澪さん」

「はい」

　背筋を正して澪は答えた。

「養子だなんだとごちゃごちゃ言って嫌な思いをさせてしまって大変申し訳なかった。あなたは圭一郎に人を愛することをおしえてくれた。大切に育てられた素晴らしい女性なのだと思います。圭一郎と一緒になってくれてありがとう。感謝します」

「はい……。こちらそ、ありがとうございます」

　温かい言葉に、澪の目から涙が溢れた。

　幸せな家庭ではなかったと圭一郎は言った。だけどそれでも彼が強く真っ直ぐに育ったのは、この厳しくも優しい祖父が見守っていたからだろう。

「圭一郎」

「はい」

「澪さんを大切にな。愛する人を大切にできんやつが社員を大切にできるはずがない」

「……肝に銘じます」

　はっきりとした声で答えて、圭一郎が澪の手をギュッと握った。




「あ、くもさんのシャンデリア」

　木槿の木と紫陽花の株の間に、キラキラと輝く雫をこれでもかというくらいぶら下げた蜘蛛の巣がかかっているのを見つけて澪は思わず呟いた。そよそよと吹く風に日の光を反射させながら揺れているのが綺麗だった。

　振り返ると縁側に、圭一郎と一カ月前に生まれたばかりの息子の彰あきらを抱いた父が並んで座っている。ふたりとも彰に視線を奪われて澪の呟きはまったく耳に入っていないようだ。

　小さな小さな彰に、大きな身体の大人がふたり、夢中になっているのがおかしくて、澪はくすりと笑みを漏らした。

　この日澪は、出産後はじめて実家を訪れた。産後の経過も順調で、彰の一カ月検診も終え、医者からこれからは気候のいい時に外出してよいと言われたからだ。

　父はもうすでに何回もマンションに彰を見にきているが、母と彰を会わせたかったのである。

　空を見上げると昨日の雨が嘘のように晴れわたっている。また風が吹いて、イロハ紅葉の木が揺れる。母が喜んでいるような気がした。

〝くものシャンデリアを見つけたから、今日はいいことがあった〟

　そんな声が聞こえてくるようだった。

「お母さん、ありがとう」

　空に向かって澪は言う。

　母の笑顔の魔法はいつだって澪を支えてくれた。そこに姿はなくたって、ずっとずっと見守られていた。

「これからも、見ていてね」

　そう言うと、青い空にぷかぷかと浮かぶ白い雲が微笑んだような気がした。その雲に澪が微笑み返していると。

「あ、あー！」

　縁側の方で彰が泣き出す声がする。

「おー！　どうした、どうした」

　父がデレデレした様子で彰に向かって聞いている。

「オムツでしょう。さっきミルクを飲んだばかりだし」

　圭一郎が律儀に答えているのがなんだかおかしかった。彰が泣いている理由はおそらく彼の言う通りだ。が、澪はその場を動かなかった。

　ふたりは、よしよしと言いながら部屋の中へ入る。圭一郎が畳の上にオムツシーツを広げると父が優しくそこへ寝かせる。ふたりの息がぴったりなのも、おかしくてたまらなかった。

　澪はそのまま庭をゆっくりと一周する。花はな柄がらを摘んだり雑草を抜いたりしながら縁側へ戻ってきてみると、オムツを替えてもらってご機嫌になった彰が今度は圭一郎に抱かれていた。

「また外に出してる」

　小言を言いながら澪は圭一郎の隣に座る。いくら外出していいと言われたとはいえ、この家についてからずっと彼は縁側にいる。

「いいじゃないか」

　圭一郎がそう答えて、彰の頬を人差し指でそっとなでた。

「すごく気持ちよさそうだ」

　そして圭一郎の腕をキックする可愛い足に視線を送る。

「早く自分の足でこの庭を散歩したいって」

「そう？　なら草取りしなきゃ」

　ふふふと笑って澪は言った。澪が来られなかった一カ月半の間、あいかわらず父は庭のことはあまりなにもしなかったようだ。久しぶりに来てみるとあちらこちらで草が伸び放題だった。

　澪は臨月まで庭仕事を続けた。

　妊娠の経過は順調だったし、重いものを持ったり無理をしなければ、身体を動かすのはむしろいいことだと産院の先生にも言われていたからだ。

　なにより圭一郎が休みの日にこの家に来たがった。ここへ来ると彼はなにをするわけでもなく、縁側に座り庭仕事をする澪を見ている。そして夜は父に付き合ってノンアルコールビールで晩酌をするのだ。そんなふたりはもはや本当の親子のようだった。

「でも、庭仕事も今までみたいにはやれないかな。彰を連れてじゃ、やれることは限られるし」

　澪が言うと圭一郎が肩をすくめた。

「まあそれはそうかもしれないけど。でも俺が一緒の時は今まで通りにやればいい。彰は俺が見てるから」

　そう言って彼は、彰の柔らかな髪に頬を寄せて目を細めた。

　確かに彼はこの一カ月で彰に関するすべてのことをマスターした。オムツの替え方、ミルクの作り方、わけもわからずに泣いている時はただただ抱いているだけでいいこともなにもかもわかっている。彼が見ててくれるなら澪は安心して庭仕事に熱中できるだろう。

「でも、圭一郎さんは普段は仕事があるのに、せっかくの休みがそれじゃリラックスできないんじゃない？」

「そんなことないよ」

　圭一郎が首を横に振った。

「俺は、庭仕事をする澪を見るのが好きなんだ。庭仕事をしている君が一番綺麗だと思う」

「え？　そ、そうかな……」

　思いがけず彼から出た褒め言葉に、澪は目を丸くしつつ頬を染めた。

「汗かいたりしてどろどろだけど……」

　照れかくしにそう言うと、圭一郎が目を細めた。

「新婚旅行の日、この庭の話をする君を美しいと思ったんだ。きっといい庭なんだろうなと思ったんだけど、その通りだったよ」

「圭一郎さん……」

　彼の言葉に、あの日のことを思い出し澪の胸が熱くなった。

「そういえばあの時、圭一郎さんが庭の手入れを続けていいって言ってくれて、私すごく嬉しかった。圭一郎さんと結婚できてよかったって思った」

　あれからもうすぐ一年、あの時の思いは今もまったく変わっていない。それどころか強くなるばかりだった。

　圭一郎が片腕で彰をしっかりと抱いて、もう一方の手で澪の頬を柔らかく包んだ。

「あの時俺は、いつか庭仕事をする君を自分の目で見たいと感じたんだ。それが叶ったんだから、これ以上の幸せはない」

「圭一郎さん……」

　本当なら出会うはずのなかったふたりが出会えたことは奇跡だった。でもそれだってもしかしたら、今のこの幸せには繋がらなかったのかもしれないのだ。自分はずっと、亡き母のこの庭に見守られていたのかもしれない。

「圭一郎さん、私」

　――でもその時。

　ごほんごほんという咳払いが耳に飛び込んできてハッとする。彼の向こうで父が気まずそうにあさっての方向を向いていた。そういえば、つい思い出に浸って頭から抜けていたけれど、父もいたのだ。

「さて、麦茶でも淹れてこようかな」

　呟いて、台所の方へ消えていく。残された澪と圭一郎は顔を見合わせてぷっと噴き出しそのままくすくす笑い合った。

「もう、圭一郎さんが変なこと言うから……」

「でも本当のことだろう？」

　言い合いながらふたりの距離は近づいて……短いけれど幸せなキスを交わす。

　胸の中が幸せな思いでいっぱいになった。この思いはいつまでも続いていくと澪は確信する。彼とふたりならば、どんな困難も絶対に乗り越えられるはず。

　そんなふたりをまるで祝福するかのように、心地のいい風が縁側を吹き抜ける。

　その風は、圭一郎の腕の中の彰の頬を優しくなでた。彰が気持ちよさそうに目を細めて、可愛らしいあくびをした。




了
















特別書き下ろし番外編










今度は三人で




　赤ちゃん用のスプーンにほんの少しだけ載ったお粥を圭一郎が彰の前に差し出す。すると彼は嬉しそうに手足をバタバタとさせ、早く早くと言うように口をパクパクさせた。

「彰は本当に食いしん坊だなぁ。ほら、うまいか？」

　話しかけながら、圭一郎が次々とお粥を食べさせていく。忙しい圭一郎にとって貴重な彰との時間だ。幸せな父と子の光景に澪の胸は温かくなった。

　木々が色づき朝晩は寒さを感じるようになったこの日、澪は家族で湖の近くに建つホテルを訪れた。澪と圭一郎が新婚旅行として訪れた場所である。

　あの時、また来たいと言った澪に、そうしようと答えてくれた圭一郎が約束を果たしてくれたのだ。生後五カ月を過ぎた彰にとってはじめての遠出だけれど、あれこれと気を配ってくれる信頼できるホテルだから、新米ママの澪でもいくらか安心して過ごすことができている。

　今は暖かいリビングでの朝食中。普段は家にいられないことも多い圭一郎は、家族で食事をする際は必ず彰の隣に座る。澪はいつもよりゆっくりと食事ができるのがありがたかった。

「あー！　だぁ！」

「ちょっと待て、ペースが早すぎだ。一日は長いんだから、ゆっくりと楽しもう」

　まだ話をしない彰と真面目にやり取りする圭一郎の様子がおかしくて、澪はパンをちぎりながらくすくすと笑った。

　でもそこであることが気にかかり口を開く。

「圭一郎さん、そこ、エプロンがズレてる。お洋服が汚れちゃう」

　積極的に参加してくれるとはいえ、まだ慣れない部分もあり彼のやることは大雑把だ。食事用のエプロンがずれて口から垂れたお粥が彰の服に付きそうになっている。

　圭一郎が肩をすくめた。

「べつにいいだろう。着替えはたくさんあるし、子供の服なんて汚されるためにあるんだから」

　確かにそれは彼の言う通りだ。まだ小さい彰のための服は澪や圭一郎のものよりもたくさん持ってきた。ホテルのランドリーサービスもあるから足りなくなる心配はない。でも……。

「シミになっちゃう。それ、お義母さまがくださった服なのよ……」

　名前は知っていても澪など手に取ったこともないくらいのハイブランドの服なのだ。こんなブランドのベビー服があることすら澪にとっては驚きだった。

「母さんの……？」

　圭一郎が手を止めて、呟いた。

　彰が生まれる前はほとんど交流のなかった圭一郎の母親とは、彰が生まれてからはちょくちょく連絡を取るようになっている。

　生後一カ月を過ぎた頃に彰の顔を見に家に来て、その後は時々彰へのプレゼントが届く。さらには圭一郎がいない時に二回ほど家に来てくれた。

　澪に直接連絡がきて圭一郎がいない時にやってくる。それでいて会話の端々に、圭一郎が元気か気にする素振りがある。

「この間来た時のやつか。俺がいない時に……。迷惑だろうから次からは俺が断るよ」

　眉を寄せて圭一郎が言う。今すぐにでも電話をかけかねない圭一郎に、澪は慌て口を開いた。

「私は迷惑なんかじゃないからそんなことしないで、圭一郎さん。彰にも優しくしていただいてたくさん抱っこしてくださるの」

　圭一郎がしばらく考えてから頷いた。

「ならいいけど。困ったことがあったらすぐに言って」

　実の母親に対するやや冷淡な彼のこの反応は、仕方がないことなのだ。圭一郎の母親は昔から父親との仲が悪く一年の半分は海外にいたという話だから。

　その親子の関係に澪が口を挟むことはできない。でも彰を通してやり取りする中で思うところがあるのも事実だった。

　また彰の口にお粥を運ぶ圭一郎を見つめて、澪は迷いながら口を開いた。

「あの、圭一郎さん？　気を悪くしないで聞いてほしいんだけど……」

　圭一郎がガーゼで彰の口を拭きながら首を傾げた。

「お義母さん、家へ来た時は、よく圭一郎さんの話をしてくださるの」

「……俺の？」

「そう。彰を見て、圭一郎さんの時はこうだったって……懐かしそうに」

　圭一郎はよく寝る子だった、寝返りをするのが少し遅くて心配した、澪が彰に思うのと同じようなことを自分も感じたのだと懐かしそうにぽつりぽつりと話してくれる。

「彰、すごく食べ物に興味があるみたいだから離乳食、早めにはじめたでしょう？　圭一郎さんもそうだったんだって。すごく食いしん坊で……彰はきっと圭一郎さんに似たのね」

　圭一郎が澪の話を聞きながら彰にすべてのお粥を食べさせて、もっと欲しいというようにうーうー唸る彰を抱き上げた。

「圭一郎さん、こんな話嫌だった？　ごめんなさい」

　無言の彼に、心配になって澪は言う。やはり、長年蓄積された複雑な感情に踏み込むべきではなかったかもしれない。

「……いや、謝らなくていい。怒っているわけじゃないんだ」

　彰の背中をトントンとしながら、圭一郎が口を開いた。

「息子には興味がなくても孫は可愛いのか……と、不思議に思っていたんだけど」

　その呟きに澪はたまらなくなってまた口を開く。

「お義母さん、圭一郎さんが読み書きできるようになった頃から、この子は向坂家の後継ぎなんだ、向坂家のものだから、口出しはするなと言われて寂しかったっておっしゃってた」

「向坂家の？　……確かに今思い返してみればそういう空気はあったかな。親父は、味方にならなかっただろうし」

　そう言って腕の中の彰を見つめる。彰が、まだ食べたかったのにというように口を尖らせて、ぶー！っとした。その彼に目を細めて圭一郎が感慨深げに呟いた。

「……子供って、手がかかるよな」

　そして彰の首を頬を指で優しくこちょこちょとしながら話しはじめた。

「こうやってミルク以外のものを口にするまでだってすごく大変だったじゃないか。俺もできることはしたつもりだけど母乳だから澪はずっと寝不足だった。……それを見てたら俺もこうだったのかなって複雑な気持ちになったよ」

「圭一郎さん……」

「ひとりで生まれてひとりで大きくなったような気がしていたけど、そうじゃなかったんだって……」

　そこで彼は言葉を切って、彰を抱きしめ柔らかな黒い髪に顔を埋めた。

「そもそもただ生まれてくるだけでも大変なことだった」

　そう言って澪を見る。出産の時の壮絶な出来事を思い出しているに違いなかった。

　医者や助産師は『安産だった』と言ったけれど、はじめてのことに圭一郎も澪もあたふたとし通しだった。それによって夫婦の絆が深まった幸せな出来事だったけれど、大変だったことには変わりない。

「そうだったね」

　澪は思わずふふふと笑みを漏らした。

　同じように圭一郎も微笑んでから、小さくため息をついた。

「澪」

「はい」

「……次に母さんから連絡があったら、これからは俺がいる時に来るようにって伝えてくれる？　いや、自分で言えばいいのか……。でもそしたら来てほしいみたいだし」

　最後はぶつぶつとひとり言のように言っている。そんな彼に目頭が熱くなるのを感じながら、澪は頷いた。

「はい、伝えておきます」




　大きなベッドの真ん中で、彰がすーすーと可愛い寝息を立てている。澪は彼が深い眠りについたことを確認して寝室を出た。生まれたての頃は夜中に何度も起きていたが、最近では一晩寝るようになった。今の時間に眠りにつけば、少なくとも早朝までは起きないだろう。

　念のためドアは完全に閉めないで少しだけ開けておく。ホッと肩の力を抜いて、振り返るとリビングルームのソファに座る圭一郎が、タブレットを置いた。

「彰、寝た？」

「うん、すぐだったよ」

　澪が言うと、彼は首を傾げた。

「だったら、なんで俺じゃダメだったんだろう」

　実はほんの五分くらい前までは澪ではなくて圭一郎が寝室にいた。彰を寝かしつけようとしていたのである。

　普段忙しくてあまり一緒にいられない反動からか、圭一郎はこの旅では彰を離さない。ついには寝かしつけにチャレンジしたいと言い出したのである。

　澪としては特に断る理由はないからお願いしたのだけれど、すっかりパパにべったりになった彰も寝る前は少し違和感があったのだろう。泣き出してしまった。それでやむなく澪に交代したというわけである。

「あと少しだったんだけどな、もう目が半分だったのに」

　悔しそうにする圭一郎がおかしかった。

「べつに寝かしつけまでやれなくても、ずっと一緒にいられたからよかったじゃない」

「まぁ、そうなんだけど」

　圭一郎が肩をすくめた。

「でも渡辺が、〝寝かしつけができてはじめて父親合格だ〟って言うから」

　そう言ってため息をつく彼に、澪はぷっと噴き出してくすくすと笑った。

　同時期に子供ができたふたりは息抜き代わりの雑談時間に、たびたび育児に関する情報交換をしているという。仕事上の立場は圭一郎の方が上でも、そうなると立場が逆転するようで、先輩風を吹かせる渡辺にマウントを取られると悔しそうにしていた。とはいえそんなやり取りを楽しんでもいるようだ。

「でも、ほぼ寝てたから成功したと同じだな」

「ふふふ、どうかな？　今日はお昼間にパパにたくさん遊んでもらったから、すぐだった。そういう意味では圭一郎さんが寝かしつけたと言えなくはないかも……」

　そんなことを言いながら、澪は昼間のふたりを思い出していた。

　このホテルは周りを森に囲まれていて少し歩くだけでも自然を感じられて心地いい。まだ小さい彰にはそれで十分だけど、今日は少し足を延ばして湖畔まで行ったのである。キラキラと輝く湖水を背に彰を抱いて歩く圭一郎を見つめながら、澪の胸は熱くなった。

　前回同じ場所に来た時に、澪は彼を好きなのだと確信し、いつかまたここへ来たいと願ったのだ。それが叶っただけでなく、ふたりの間に生まれた彰まで一緒なのだから、信じられないくらい幸せだ。

「どうかした？」

　急に黙り込んだ妻に、圭一郎が首を傾げている。

　澪は彼の隣に腰を下ろし、大好きな切れ長の瞳を見つめた。

「今日、湖に行ったでしょ？　私、前回あそこへ行った時に圭一郎さんのこと好きだなぁって思ったの」

　圭一郎がわずかに目を見開いた。

「湖へ行ったのは、最終日だったかな」

「うん、そう。ふふふ、圭一郎さんのこと好きになれたらいいなって思ってたけど、あんなにすぐに恋に落ちるなんて思わなかったから、ちょっと自分でもびっくりだった。……だから私にとってあそこは特別な場所なの。そこに彰も一緒に行けて今日はすごく嬉しかった」

　澪は圭一郎の肩にもたれかかり目を閉じる。

　圭一郎が澪の肩を抱いた。

「なるほど、澪が俺に恋愛感情を抱いたのは旅の終わりだったというわけか」

「もちろんそれより前から、素敵だなとは思ってたからその兆候はあったけど。それでも早い方でしょ？」

　澪は言う。でも彼は答えなかった。

　代わりに「ならやっぱりちょうどよかったかな」と呟いた。

　少し意味深なその言葉に澪は首を傾げた。

「圭一郎さん？」

　すると彼は立ち上がり、彰が寝ているのとは別のベッドルームの扉に歩み寄り静かに開けた。

「おいで、澪」

　その誘いになんだかドキドキとしながら恐る恐る部屋へ入ると、ダブルベッドの中央に真紅の薔薇が置いてある。

「……圭一郎さん、これ……」

　初夜の時とまったく同じベッドメイキングだ。

　圭一郎がにっこりとした。

「あの夜のやり直しをしようと思って」

「やり直しって……？　きゃっ！」

　言い終わらないうちに、抱き上げられてベッドの上に寝かされる。澪を跨ぎ膝立ちになった圭一郎が、シャツの襟もとをくつろげた。

　その表情は、もはや父親のそれではない。

　澪の胸が痛いくらいに高鳴った。

　圭一郎が薔薇を手に取り口を開いた。

「やっぱりあの夜俺は、まだ心の準備ができていない澪を、抱いてしまったんだな」

「え？　……そういうわけじゃないと思うけど」

　澪は呟く。あの夜の感情は自分でも説明がつかないものだった。はっきりと好きだと思ったわけではなかったが、触れられた時の反応は、後から考えてみれば、すでに恋に落ちた後のそれだった。

「……そう？」

　圭一郎が、サイドテーブルに薔薇を置いて、代わりに澪の手を取った。指を絡めて自らの口もとへ持っていき、甲に唇を這わせる。

「んっ……！」

　澪は甘い吐息を漏らす。

　圭一郎がそのまま話しはじめた。

「俺の方は、すでに君を大切に思いはじめていた。だからこそ君の気持ちが追いついてから、抱こうと決めていたのに」

「あ、ダメ、圭一郎さん、そこで話さないで……」

　彼の熱い舌が肌を辿り、声が響く感覚に澪は身体を震わせる。べつになんでもない場所のはずなのに、こんな風に感じるのは、あの夜と同じシチュエーションだからだろうか。

「それなのに澪が、大丈夫ですなんて言って俺を煽るから……」

　唇が腕の内側の少し柔らかい場所へ移動する。そしてまたそこを舐り甘く噛む。

「ん……、あ、煽ったわけじゃ……ん」

　反論しようとする唇は素早く熱く塞がれる。途端に頭の中が甘い期待でいっぱいになって、彼のことしか考えられなくなってしまう。

　気が遠くなるほどの、深くて長い口づけの後、濡れた唇をぺろりと舐めて彼はまた口を開いた。

「あんなこと、はじめてだったよ」

　澪の服を脱がせながら、耳や首筋、あらわになった胸もとに濃厚なキスを落としていく。熱い吐息があの夜の出来事を語り続ける。

「経験がないなんて、信じられないくらいだったけど。大切にしようと決めていた俺を、一瞬で陥落させたんだから」

「あ、圭一郎さ……！」

「あの後も俺は毎晩君を抱いた。こんなに夢中になるなんて、自分で自分がどうかしてしまったのかと思ったくらいなのに。……そんなつもりはなかったなんて、案外澪も、たちが悪いな」

　そう言って喉の奥でくっくと笑う。

　少し身勝手な言い分に、澪は身体をよじらせて反論しようと口を開くが、出るのは淫らな吐息ばかりだった。

「でもまだ好きじゃなかったなら、つらいこともあっただろう？　だから今夜はそのやり直しをさせてくれ」

　その言葉にハッとして、一生懸命頭を振ると、圭一郎の手と唇が止まった。

　潤んだ目で彼を見る。

「つらいことなんて、なにもなかった。圭一郎さん、すごく優しくしてくれたから。幸せな思い出なの。そんな風に言わないで」

　彼の優しさに、澪は身を委ねようと思ったのだ。

「それに、嫌だと思ったらすぐに合図してって言ってくれたでしょう？　本当に怖くなったらいつでも引き返せるんだって思ったら、すごく安心できて……だからこそ最後までできた気がする」

　感謝の気持ちを込めて澪が言うと圭一郎が眉を上げる。そしてなぜかフッと笑った。

「あれか。でも本当のところ君から合図があったとして、途中でやめられたかどうかは疑問だけど」

　そう言ってまたくっくと笑う。

　その言葉に澪は「え？」と声を漏らした。

「言っただろう？　どうかしてたって」

「ひゃっ！」

　耳に直接囁かれて声をあげる。圭一郎の手がまた動きはじめた。

「あ、あ、んん……！」

「あの夜は自分をコントロールできていなかったから、余裕のあるフリをするくらいがせいぜいだった。君から待ったがかからなくてよかったよ」

　意外な事実に澪は戸惑いの声をあげる。

「そんな、圭一郎さ……あ……」

　あの夜の彼への信頼はなんだったのかと思うけれど、それを口にすることはできなかった。

　大きな手が身体中を辿り、熱いキスが身体中に降り注ぐ。本格的に攻めに転じた彼の手と唇に、ただ翻弄されるのみである。

「やり直しが必要ないなら、俺の希望を聞いてくれる？　あの夜できなかったことを全部したい。こうやって明るい中で君を抱きたかった。君の身体と表情をじっくりと見たかったんだ」

　圭一郎がまた少し身勝手なことを言う。そんな彼が愛おしくてたまらなかった。

「澪、愛してる。愛してるよ」

　あの夜聞けなかった言葉が、澪の胸に染み込んでいく。

　澪の心と身体を溶かしていく。

　たとえ政略結婚でも、彼と結婚できたことは澪の人生で一番幸運なことだった。

「圭一郎さん、私もあなたを愛してます」

　澪はゆっくりと目を閉じて、大好きな香りがする黒い髪を、幸せな気持ちで抱きしめた。
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　この度は『仮面夫婦のはずが、冷血御曹司の激愛で懐妊いたしました』をお手に取ってくださりまことにありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか。

　今回は政略結婚もので比較的シンプルなお話でした。ですからとにかくヒーローとヒロインの気持ちを大切にしようと決めて書きはじめました。まったく見ず知らずのふたり、しかもヒーローは結婚なんて煩わしいと思っている……。ちゃんと幸せな夫婦になれるのだろうか？と、少々不安でしたが、ふたりとも案外早く恋に落ちてくれてよかったです！

　今回はじめてチャレンジしたところがあります。ふたりともが相手を完全に好きだと認識する前のラブシーンです。

　これは非常に難しかった。

　作中に『気持ちのともなわないセックスは女性にとって苦痛だ』というヒーローのセリフがありますが、私もそうだと思うからです。悩みましたが、自分としてはいいところに収まったかなと思います。さらにそれについての答えとなるような番外編を書きましたので、併せてお読みいただけるとさいわいです。

　イラストを担当してくださったのは、石田惠美先生です！　作品の雰囲気にぴったりのしっとりとしたふたりを描いてくださいました。ヒーローがカッコいい……！　冷血御曹司っぽい視線がたまらない！と、見せていただいた時は大興奮でした。ヒロインも可愛いし、ドレスもふたりの周りに散った薔薇も、とにかくなにもかもが美しくて嬉しいです。石田先生、ありがとうございました！

　また、この作品を出版するにあたりまして、関わってくださったすべての方に御礼を申し上げます。とくに編集担当者さま、編集協力担当者さまにはたくさんアドバイスをいただきました。こうして無事出版まで辿り着けたのはおふたりの力添えの賜物です。ありがとうございました！

　最後になりましたが、私の作品を応援し読んでくださる皆さまに感謝申し上げます。これからも、ひとつひとつの作品を大切に、少しでも楽しんでいただけるよう精進します。

　本当にありがとうございました。




皐さ月つきなおみ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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